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ఓࢠのંり௽  ඌ௰໻ण雄
ఢج஍ઌ੍ܸ߈である真च࿷ܸ߈は、日本ࠃຽにະી有のۤしみ
をڧいたଠฏ༸ઓ૪の始まりであった。いま、真च࿷にはถ܉の
世界大ઓ෢܄記念࢙੻がある。このϏジターηンターのย۱に޿
島でඃരし10年後ന݂පで๢くなったࠤ々木ఓࢠさΜʢ12ʣのં
り௽がలࣔされてある。少女がੜきることをئいୗした௽が、ถ
きを֮ڻଘしていることにڞ的事࣮として࢙の੟஍に一ͭのྺ܉
え、ฏ࿨΁のٻرは人間のීวੑであると࣮感した。
写真ू・写真ల「1FBSM )BSCPS ʵ海の൴ํのઓ૪Ҩ੻」



シϒϠ SIJCVZB   ࢿ߁ڮߴ
シϒϠのスクランϒルަࠩ点をςーマに௕いظ間撮影してきました。こ
の作඼は、いΖいΖカットを୳しながらาき、΢インυーを௨して撮影
したものです。ࠨଆは΢インυーの中のϙスター、中৺は΢インυーに
写りこΜだ人෺、ӈଆはาಓをาく࣮૾の人෺とちΐっとมわったカッ
トで撮れたと思っています。「ौ谷」は৽しいݐ෺が次々にݐઃされ、
大きなม๴を਱͛、それはࢭまることはありませΜ。ະདྷに޲かってਐ
化している「ौ谷」はࠓ後も撮影・記࿥してߦきたいとߟえています。
写真ूʰシϒϠ SIJCVZBʱ



ӈ܏化した若ऀたち   ࠤ౻఩໵
。ӈのू会が開かれるۃҙを表するܟフランシスί・フランί૯౷にނ
マυϦーυԦ宮の東ଆにあるオϦΤンς޿場までのಓのりを、ंでߦਐ
する若ऀたちを撮影しました。19�5年11月20日まで、フランί૯౷に
よるಠࡋ੓治がଓいたスϖイン。2日後の22日はフアン・カルロス̍世
がԦ࠲にबき、Ԧ੓෮ݹʢϒルϘンԦேʣが෮׆しました。ຽओ化路線
をਐめた記念日です。しかしフランί૯౷に܏౗するࠃຽも一ఆ数いま
した。ಠࡋ੓ݖやൿີ࡯ܯによる治҆のよさは֬かにあったからです。
ʢ19�1年11月22日、スϖイン・マυϦーυのάランϏア௨りでʣ
写真ूʰスϖインɹͻと・まち・ͻとʱ



7FMJHFS   ็ਫɹ྄
ೈ体動෺のר֋ྨの༮ੜʠϕϦジϟーʡは、体のԑにણໟଳʢϕー
ラϜʣをవい、௏やๅ石にྫえられるՄ࿁なඒしさをඋえていま
す。大きさはわずか2ʙ̏ϛϦ。छによってさま͟まな色࢖いとݸ
ੑ的な形があります。それͧれがԿ֋の༮ੜか஌られているのはわ
ずか。ਫྲྀやৼ動にහ感なため、そっと近ͮかないと、֋の中に一
瞬でϕーラϜを֨ೲしてしまいます。その撮影は非常に೉しく、ڀ
。のアプローνと撮影ٕज़をཁしますۃ
写真ల 「QIFOPmFOPO ʙプランクトンの૳ݫな世界ʙ」



μイϠモンυの輝き   ೆࠤ࿨ࢠ
アイスランυೆ෦にあるϰΝトφණՏからණՏ湖に่れམちて浮か
ぶණ。Ҿைの時に઒を௨って海にٵいग़されϏーνにଧち上͛られ
る。手前のණで෯1.2mほどの大きさだ。ණՏのණなので੨みがか
り、ؾ๐もなくಁ明౓がߴい。ここにଠ陽光がಁաするとΩラΩラ
と、まさにμイϠモンυのようにᗅめく。Ϗーνの࠭は༹ؠからで
きた࠭なので࣫ࠇでණとのίントラストがࡍ立っている。この光景
がいͭまでも見られる事をفるばかりだ。ɹ
写真ूʰカϝラとཱྀするアイスランυʱ
写真ల「IDFMBOE ࠷Ռてのυラマ」「"OE IDFMBOE "HBJO」



ࢤ本ਗ਼ڮ   ଠా઒のほとりでچ
஍には࿡本の઒がྲྀれて͓り、઒֗ࢢ島޿。からの一ຕ「のྖҬޥ」
沿いのࢸる所にはأ木が点在しྺ࢙の名残や෩৘を感じさせます。撮
影஍は大ࣳ஍۠の一֯。ि຤になるとՏ઒ෑではαイクϦンάやラン
φーୡで賑わいます。日中、ロέーシϣンをしていると一ᢦの઒सに
ૺ۰。ྩ࿨の時代に෺ջかしい఻౷ړのシーンにग़会えたのは޾ӡで
した。ࠓ日はԿがとれたのだΖうかʁç想૾をૡき立てるのも写真の୉
。ຯですͶޣ
写真ू・写真ల「ޥのྖҬ」



First Message

コロナՒの３年ؒ、人ʑが一ಊに会する機会を࣋て
ないなかで、૴ૹの意ࣝ、׳शも変わり、おผれの機
会をҳし心残りを感じている会員ॾࢯも少なくないと
思う。このؒに J14を長きにわたってݗ引していた
だいた名༪会員のうち໿൒਺に相当する、̓名が๢く
なられた。
この機会にނ人たちのことを少しৼりฦってみよう
と思う。前会長の۽੾ܓհさん、関西で人๬のްかっ
た藤ຊढ़一さん、ݩ෭会長の஛内හ信さん、地نٿ໛
で自વとରቂしてきたന川義員さん、名༪会長であり
長きにわたって J14のإであった田প෢ೳさん、10�
さん、そࢠ߃ຊ࡫というスーύー長णを全うされたࡀ
してຽଏとࡇりの写真一ےだった๕լ೔出உさん。
田পさん、࡫ຊさん、๕լさんは1950年の J14創
立以来の会員であり、長णを全うされたࡾޚ方のڈࢮ
によって創立会員はいなくなった。写真をめ͙るڥ؀
がܹ変する現ঢ়Լにあってこれもઅ໨を৅௃する出来
事であるかと思う。
๢くなったօさんはそれͧれの時代をഎෛった方ば
かりだが、時代を࣬૸したҹ৅深いΤϐιーυを挙げ
るとすれば、その生き方でͻときわ強྽なଘ在؍を์
っていたのはന川義員さんであろう。「地࠶ٿ発見に
よる人ؒੑ回෮΁」をスローΨンに、ʠ前人ະ౿ʡ、୭
もなしえなかったҒ業であることを声高にএえ、ࠔ೉
をϞϊともせず、高ۃ、ࢁ地、辺ڥに೪り強く௅ઓを
ଓけ、写真に໋をかけたあの࢟੎は୭にもまねはでき
なかったし、後にଓこうとする写真家も出ないだろ
う。ࢍ൱はともかくେ自વをねじ෬せた、ੌまじいば
かりの৭࠼写真をऴ生創りଓけた。
஛内හ信さんは、෩景写真といえばେ判、中判カメ
ラが主ྲྀだった時代に 35ミリによる撮影を先ۦけ、
全ࠃのΞマνϡΞ写真家にもେきな影ڹを༩え෩景写
真ブームをݗ引した。௒ചれっࢠで多๩をۃめていた
が、ප気で౗れ൩年はෆ自由な思いであったに違いな
い。一方で多くの優れたఋࢠをҭて、൴らが現在の写
真քにあってେきな力となっている。

๕լ೔出உさんが生֔をかけて取り組んできた、ຽ
ଏֶ的視఺からଊえた೔ຊのࡇりと伝౷行事は、و重
なྺ࢙記録としてޠりܧがれていくことだろう。作෩
とはまたͻとຯ違った人ؒຯᷓれるᔬ୤な方で、おञ
が入ると᰸ઉだった。ઍԁࡳ一ຕで、΂ろ΂ろにਲえ
る一ഋҿみ԰ʠせん΂ろʡ८りに引き࿈れていただく
度に、ʠ�0代、�0代に良い写真を撮って �0代でՔが
せてもらうよʡがޱบだった。
೔ຊ初のঁੑ報ಓ写真家・࡫ຊࢠ߃さんは、h9ࡀ�、
をӽえてࡀブレイクを果たし、ඦ࠶心Ψールʱでح޷
も現໾で活༂をଓけていた。102ࡀを記念してए手写
真家の活動をࢧԉする࡫ຊࢠ߃写真৆を J14にୗす
で創設し、後進のҭ੒にਚくされたことには心よりܗ
の感ँである。
田প෢ೳさん΄どに生֔現໾を؏き通せた写真家も
いなかった。しっかりと機材の٧まったカメラバッグ
を常に࣋ちาき、ਰえを知らないᕒ਎のΤネルΪーで
写真քをഎෛいଓけてきた。さらにコロナՒऴଉのあ
とには、ࠇ༄పࢠさんに同行するϢχセフの撮影行も
༧ఆのうちに入っていたという。
グラフジϟーナリズムのઈ௖ظに精力的に活動さ
れ、ಠ特の人ฑで J14を長年にわたってよく仕੾っ
ていただいた۽੾ܓհさんをؚめ、あの時代の写真の
ੈքにはແݶのՄೳੑがあり、それͧれにಠ自のスタ
イルを֬立し生֔をかけて؏いてきた。写真にରする
༳る͗ない信པ、社会の後ԡしもあり、写真家の前に
は、ແݶのՄೳੑをൿめた地平が広がっていたと思
う。写真քをݗ引していただいた先ഐ方には感ँのݴ
༿しかない。
そして現在、デジタル技術のܻ違いの進化によっ
て、映像と写真をめ͙るڥ؀はܶ的に変わってしまっ
た。地ٿ上のԿԯ人もが技術的なนを意ࣝすることな
く、΄΅ॠ

ㆾㆰ㆟

きするఔ度の感֮で、映像写真を撮影、ૢ
作できる時代になってしまった。これはະ知の地平の
ນ開けであることに違いない。

名誉会員逝去のこと

会長　野町 和嘉　
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の街並みでした。ただし、人影はまばらで、まれに開店して
いるༀہにむらがるऺ܈が目につきました。ロシアのスパ
イがજ෬しているのではないかと、ฌ࢜や׭ܯが⁋々でݕ
問をしています。大౷領෎に向かってスナップショットを
撮影していたところ̏人組のฌ࢜にࢭめられました。スマ
ートフォンのఏ示を求められ、無人の通りや目ுりをした
૭などの写真数十枚がその場で࡟আされました。万が一ఢ
の目に触れたなら、ઓུを立てるための情報として࢖われ
かͶないというة機意識がపఈされていたのでしょう。
このころ人々の関৺は、ロシア܉に੍圧されかͶないঢ়

況の首都はどうなるのか。そして、“ڊ大なุ場”となりつ
つあったドネツクभの港町、マリウϙリはどうなっている
のか、でした。私が目ࢦしていた目的地も、Ωーウから 600
Ωロ以上཭れたマリウϙリでした。ࢮのة機に௚面する住
ຽとともに現場に残り、記録を続けたい。のちに「マリウϙ
リの 20 日間」というルϙを発表したAP通信の記者のよ
うに……。しかし、そのときすでにマリウϙリへ近ͮくこ
とはࠔ難でした。װ線道路はロシア܉によって෧࠯され、
୤出をはかる住ຽが৐った車が銃撃されることもあった
からです。
そこで私は、マリウϙリからආ難してきた຀ࢣらが立ち

上げたボランティア団体に身を寄せることにしました。൴
らのڌ点はドネツクभの੢ྡ、βϙリージϟभにありま
す。ロシア܉による઎領を回ආしたभ都から、前線の町に
残る住ຽにࢧԉ物ࢿをӡぶのが೚຿です。連日の๒撃によ
って破壊された町でࢧえあって฻らす住ຽ。ࢧԉするଆも
家や仕事を失い、生活අの޻面に௥われています。ࢧԉの
おྱにと、地元の৯材でன৯をふるまってくれた෉්の家
が๒撃をडけ、ྦの再会になった日もありました。私が思
いඳいていた「世界大ઓ」という大ڼな単ޠはいつしかか
すみ、ऴわりの見えないฆ૪に຋࿔される人々のため息や
表情と向き合う日々が続いています。

˙写真Ոͷ໾ׂͱ写真ͷྗΛ໰͏
今回、日本を代表する写真家団体の会報に寄稿する機会

をいただきました。「写真家の໾ׂ」もテーマの一つだそう
です。そこで、読者のみなさんに࣭問をしてみます。ウクラ
イナฆ૪をあつかった写真で記Աに残っているものはど
れですか？　その中に日本の写真家が撮影した写真はあ
りますか？　日本人が撮った映像がウクライナฆ૪に影
？を༩えることはあるでしょうかڹ
ٞ࿦のためのิॿ線として、今年̏月、私がΩーウで੠

を交わした日本人映像ジϟーナリストの言葉を঺հしま
す。

focus写真Ոͷ໾ׂ、写真ͷྗ
ʙ΢ΫϥΠφฆ૪Λऔ͜͏ࢥͯ͠ࡐͱʙ

 ඌ࡚ ࢙޹（ࣸਅՈ・ө૾੍࡞者）

˙ઓՒͷ΢ΫϥΠナ΁
2022 年̏月９日、ロシア܉によるウクライナ侵攻の２

ि間後、私は首都のΩーウに入りました。その後、ೆ 東෦の
βϙリージϟにڌ点を移し、10 か月が過ぎたところです。
私がなぜこの国にやってきて、どんな撮影をしているか。
知人の体ݧもあわせて、現地で感じたことを綴ってみます。
私がこの国に来た理༝の一つは、２月 24 日の開ઓ後、

日本のメディアで「これはୈ三次世界大ઓになるかもしれ
ない」という識者の੠をฉいたからです。私はN),でフ
リーの映像編集者としてಇいてきました。「映像の世紀」
など多くのઓ૪関連൪組にܞわりました。世界ن模のઓ
૪の多くは過ڈのもので、ѻう映像は先人が撮影した記
録映像でした。それを自らの手で記録できるかもしれな
い、というࠜڌなき期待がきっかけでした。
開ઓ౰初は「ほどなく首都ؕ落か？」という報道もあり

ました。そこで私は、ロシア܉に߆ଋされるような事態も
想定して旅の準උをしました。身軽であることを最優先
に、カメラは iPIonF�SE1 台にしました。日本੓෎はメデ
ィアについても入国をೝめていなかったので、ྟ 時事຿所
を設置したϙーランドの国境をආけ、ルーマニアଆからア
プローチしました。
現地ではボランティアがバトンをつないでくれて、何と
か入国できました。૆国を背に国境に殺౸したウクライナ
難ຽの列と逆行しての国境ӽえでした。そこで出会った国
境ܯඋ׭が、自家༻車でΩーウまでؼるという知人を঺հ
してくれました。ϔッドライトやシートベルトが不調の旧
ベンツに৐ってܕ 11 時間。30 ほどのバリケードでݕ問を
डけながら、暗ҋの首都にḷりணきました。
ཌ朝走ったΩーウの街は、まさにԤभの首都という感じ

ϓーνンେ౷ྖ͕΢Ϋライナ̐भͷซ߹Λએͨ͠ݴ日、ॅຽͷٹ
ग़ʹ͏͓͔޲ͱ͍ͯͨ͠ंྻʹ͔ͯͬ޲ミαイル͕ܸͪࠐ·Ε
ͨɻຽؒਓ30ਓ͕๢͘ͳΓ、88ਓ͕ෛইͨ͠ɻ2022年̕月30
日　βϙϦーδϟࢢ
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ඌ࡚ ࢙޹（お͟き・たかし）
日本電೾ニュース社を経て、フリーの編集マンとして
N),のドΩュメンタリー൪組にܞわる。沖縄ถج܉地、
アラブのय़、東日本大਒ࡂなどを撮影。著書に「಼ࣚを

また、ݥة
を൐う場所で
の長期取材が
フリーランス
にしかڐされ
ないならば、
डけ手のഔ体
の編集者は取
材内容や体੍
にもっと関৺
を持つべきで
しょう。その
ことによっ
て、写真や記
事のレベルが
少しでも世界
準に近ͮج
き、原稿ྉだ
けではなく、
取材අも保証するという発想が生まれるのではないでし
ょうか。日本国内でのݶ定販売で、スペースもݶられるࢴഔ
体はさておき、XFCでの記事を現地ޠやӳޠとซ記するよ
うなٞ࿦すら出てこないのはなぜでしょうか。経අが๲ら
むことを気にして、何をどうやって୭に伝えるべきかݕ౼
されないようでは、「うちもウクライナを取り上げていま
す」と証໌するための存在でしかなくなってしまいます。
そして、日本の写真家団体はかつてのマάナムのような

存在になってཉしいです。世界をඈび回る現໾のプレイϠ
ーが最新のリアルな情報を常時交׵し、切᛭ୖຏする関܎
でなければ、いずれ組織は存続させることが最大目ඪのϋ
リボテになることでしょう。私が知るݶり、日本の写真家
団体のいくつかはリベラルܥの団体や੓ౘにࣅています。
会ٞと機関ࢽࢴ、事຿所のҡ持に執ணする܏向がڧいこと
です。家も仕事もすべてを失ったところから立ち上がり、
自༝な発想で新たな国作りへ向かおうとするウクライナ
の人々と઀する中、国境なき写真家の結びつきが広がるこ
とを期待します。

（文・写真：ඌ崎޹史）

ʪ何かٗᛋでやるせない気がします。೗何に自分が無力
かが思い知らされますʫ（アラブݍをओઓ場としてきたベ
テランのフリージϟーナリスト）
ʪウクライナ取材前から現地の情報に౰たってきて、ؼ
国後も取材をडけたりߨԋをしたりしてきたが、そろそろ
メンタルが่壊ੇ前なのでしばらく休むʫ（ฆ૪地取材に
長けたಠ立ܥメディアの映像ジϟーナリスト）
二人に共通しているのは、ຽ์Ωーہの中ܧや7TRで
ウクライナから情報発信をする業຿にあたっていたこと
です。「大手メディアがఫ退したΩーウに入った」というこ
とにՁ஋を置くスタジΦとのやりとりを、私もҧ和感を覚
えながら見ていました。現地から伝えられる内容はこだわ
りやਂみ、ಠ自性がܽけているように感じました。
私自身、ウクライナの市ຽやメディア関܎者、໾人など
と઀する中で、日本人が撮影した映像や日本のメディアが
伝えた報道について話題になったことはありません。元朝
日新ฉの写真記者で、AFPナイロビہࢧの千葉߁༝氏が
撮影したロシア܉のドローン攻撃機の写真が、現地で広く
共༗されていたのを目にしたくらいです。
それでいいじΌないか、何が問題なのだ、という方もい
るでしょう。しかし、ഇᆣとなった故郷からආ難しつつ、
各国のボランティアやメディアと交ྲྀし、世界を෣台にプ
ロの写真家を目ࢦそうとするウクライナのए者たちを見て
いると、いまのうちに変えておくべきことがあるように思
うのです。

˙ใಓ写真ͷੑ׆ԽͷͨΊʹ
まずඞཁなのは写真で、映像で何かを伝えようとする仕

事を選んだなら、行ってはいけない、撮ってはいけないと
言われた場所へゆき、それを撮るのが普通だ、という発想
へのస׵でしょう。フリーランスも組織に所ଐするカメラ
マンも、関܎লிも一ൠ市ຽも、です。ফ๷࢜がՐの中にඈ
び込んでも問題にならないのに、写真家がฆ૪地へ行くと
問題ࢹされるのはなぜか。本来の೚຿よりも、何かあった
ときに൷判の対象になることをഉআしておきたいという
組織の࿦理が優先されるような現ঢ়はあまりにせつない
です。

૞して�原発の町大熊の̏・
11」、「ະ和�N),記者はなぜ
過労ࢮしたのか」。「厳冬ܯ�ռ
区Ҭ」でࢹ点৆。写真集
「SEAL%s�VnUiUMFE�sUoriFs」で
日۱一雄঑ྭ৆、JRP 年度
৆。（写真ࠨଆ、現地で合ྲྀし
た JPS会員のौ谷ರࢤ氏ʪ写
真ӈଆʫと共に）

ロシΞഁ͕܉յͨ͠ϔルιンͷඈߦ৔ɻ͜ͷࣸਅΛࡱӨͨ̍࣌͠
͍ͨʹ৔ݱ૸࿏ʹண஄ͨ͠ɻ׈ͷミαイル数ൃ͕܉ロシΞ、ޙؒ
数名ͷࣸਅՈ͸͘͏ة೉Λͷ͕Εͨɻ2022年12月̕日

઎ྖ͞ΕͨͨΊ、͔̔月Ո଒ʹ܉ロシΞ͕ڷނ
ͱ会͑ͳ͔ͬͨϑϣーυル（3�）ɻి࿩΋௨͡
ͳ͍ͨΊ、͜ͷ日૆฼΍྆਌ͱಥવͷ࠶会ͱͳ
ͬͨɻ2022年11月14日　ϔルιン
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ʓ大࿈͔Βདྷͨ੨年

自ॗが続いた時期がようやく過ぎ、全国で大ن模な
イベントやおࡇりが再開している。ただし、コロナ禍
の経ݧはこれからも残るはずで、私たちの生活や文Խ
のかたちがそれ以前に໭ることはない。私たちはいま、
大きな過渡期に立っているのだろう……。
そんなことを考えていると、「いつの時代も過渡期
なんですよ」という੠がよみがえってきた。੠のओは、
2022 年 11 月、101 の天णを全うされたຽଏ写真家ࡀ
の๕լ日出உさんである。筆者は 2006 年と 2014 年に
インタビューをさせていただいたが、いずれのંにも
そうはっきりޠられたのだった。半世紀以上にわたり
国内外のおࡇりなどのຽଏ行事を訪Ͷ歩く中で、໌る
い人ฑのうえに、スケールの大きな文໌؍をҭてられ
たのだと思えた。
その๕լさんが、最初におࡇりに関৺を持ったのは
1942 年の秋である。慶ጯٛक़大学生時代、国文学の
त業でંޱ信෉教तが์った「ଜのࡇりの日に、ए者
がּをかぶり、ຸをணて、伺をつき、遠来の神の姿で
訪れてくる」という言葉によって開؟した。この神と
はଜ々に幸福をもたらす来訪神、いわゆる「まれびと」
をさす。本౰に神が現れるなら、写真に撮れるはずだ
と௚؍したのである。
旧満भの大連に生まれҭった๕լさんに、本土のࡇ
ྱはԑ遠かった。大連はఇ੓ロシアが開発を手ֻけ、
日本が引きܧいで׬成させせた先୺的なܭ画都市であ
る。今なおԟ時の姿がよくཹめられているのは、最近
刊行されたધඌमさんの写真集『満भ国の近代建ஙҨ
2022.12）『࢈ 集広ࣷ刊）に詳しい。このモμン都市か
ら来た੨年に、伝౷的なຽଏ行事は鮮྽な印象を༩え
ていた。
๕լさんは、慶ጯカメラクラブの೤৺な෦員でもあ
った。芸術写真家の野島߁三さんからࢦ導をडけ、一
年後ഐの長野ॏ一さんらと࿹をڝい、写真ࢽࡶにもた
びたび作品が掲載されている。ただ、す͙にその࿹前
で神様を写すことはできなかった。
太平༸ઓ૪がܹԽしたཌ年຤には学ె出ਞで出੐、
ւ܉に入った๕լさんにఁ࡯機の৐員としてۭߤ写真

ௗݪ　ֶ （写真ධ࿦家）
5PSJIBSB .BOBCV

芳賀日出男が切り開いた「民俗写真」の道

の撮影という೚຿が༩え
られた。さらに 1945 年
̏月には、「特別攻撃ୂ
員を命ず」とのࣙ令をड
け、̔月 16 日にサイパ
ンۭऻを命じられること
となる。幸いその前日に
ऴઓとなるが「何かׂり
切れ͵気持ちの中で奇੻
的にॿかったことを知っ
た」（『ؙ』ࢽ 1969 年̒
月߸）。ෳࡶな思いを๊

࿈ࡌ 写真のࢄาಓ６回目

えながら、๕լさんは新しい時代を生き始めたのだ。

ʓຽଏࣸਅのཱ৔Λཱ֬͢Δ

ຽଏ写真へのୈ一歩を踏み出すのは 1952 年の຤で
ある。この年、ւ܉時代の஥間と興した通信社が౗࢈
して収入ݯを失った๕լさんは、気分を変えようと、
฻れからཌਖ਼月にかけて福島の親ྨ୐で過ごした。こ
のとき現地のਖ਼月行事に৺をଧたれてカメラを向け
た。そしてંޱ教तの言葉を思い出し、ࡀ時記を手に
全国のおࡇりや行事ごとを訪Ͷ歩き始める。そして
1954 年に広島で「大ా植」に出会い、日本のຽଏ行
事の中৺にある“稲作ّྱ”を自身のテーマにਾえた。
筆者がฉいたところでは、この頃、๕լさんはᖛ谷

に行かれたようだ。ઓ前から、新ׁ県ࡰさんにごѫߒ
の܂取谷のຽଏ行事を撮影し、1956 年には、名作『ઇ
国』を世に送るᖛ谷さんへのܟ意からである。うかつ
な筆者はその会話の内容をฉかなかったが、おそらく
ᖛ谷さんはຽଏ写真の楽しさだけでなく、難しさも話
されたのではないだろうか。
そう思う理༝の一つは、ຽଏ学の創始者である༄ా

ᅳஉさんが、写真についてྫྷ୶だったからである。被
写体がカメラを意識して自然さを失い、写真家の意図
に応じて振る෣うこと、つまり“ԋ出”をݏっていた。
『写真文Խ』ࢽ 1943 年９月߸での座ஊ会「ຽଏと写真」
では、ᖛ谷さんのほか、土໳ݓとࡔ本万ࣣの両氏を相
手に、༄ాさんはそのݒ念をڧくड़べられている。じ
っさい、ઓ前の学界で写真はॏࢹされなかった。
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Zooming

だがઓ後になってঢ়況は変わり始めていた。ຽओԽ
の೾のなかで、無名の大ऺが作り上げてきた歴史や伝
౷行事が注目されるようになる一方、それがઓ後෮興
の޻業Խによって失われつつあることへのة機感もߴ
まっていた。そこで伝౷的なຽଏ行事や生活文Խを的
確に記録できる写真家が求められ、୮念に取材をॏͶ
ている๕լさんがඞཁとされた。
最初の大仕事となったのは、ຽଏ学会を含む人ྨ学
者が集結し、1955ڀݚ౷のܥ 年から 57 年まで行われ
た「۝学会連合Ԅ美大島共同調ࠪ」である。この仕事
に๕լさんは情೤を注がれ、現地でܭ 182 日間を過ご
している。その間、๲大な記録を撮影し、ୈ１回調ࠪ
の後に出版された写真集『Ԅ美の島々』では編集委員
も຿められた。そして、このとき得られた経ݧは、２
年後に出版された『ాの神』にঢ՚される。

ʓࣸਅ集『ాのਆ』ʹୗしͨئい

　『ాの神��日本の稲作ّྱ』（1959 年、平ຌ社刊）は
๕լさんの代表作であるにとどまらず、日本における
映像人ྨ学の໷໌けを告げた、先ۦ的な写真集ともҐ
置付けられるべき著作である。それまで取材をॏͶて
きた日本全国の稲作ّྱが７つのテーマに分けて詳ࡉ
に঺հされ、日本全体に共通する文Խのج૚と地方ご
とのϢニークな個別性との関܎を໌ྎにුかび上がら
せている。その๯಄で๕լさんが書いたのは“ة機感”
だった。
　ʮࠓ΍๛࡞͸田ͷਆͷྗͳͯ͘͠ಘΒΕΔՊֶͷ࣌
୅ʹೖͬͨɻ೶ۀ技術ͷਐาͱ೶ଜੜ׆ͷۙ୅Խ͸͜
ͷऀࡾ（৴ڼ、ੜָޘ、࢈ͷ͜ͱ　˞චऀ）ະ෼Խͷ
ࣾ会Λٸ଎ʹղମͭͭ͋͠Δɻͦ͜ࠓҴྱّ࡞͸ه࿥
ʹཹΊΔޙ࠷ͷ࣌୅Ͱ͋Δʯ（ʮ͸͡Ίʹʯ）
同書で注目すべきは、ຽଏ写真の撮影手๏にひとつ
の確信を示したことだ。༄ాᅳஉさんが൱定的に捉え
た写真のԋ出性に対して、๕լさんはϙジティブにそ
れをߠ定する。写真家は被写体との対話を通じて生活
にਂく入ることでਖ਼確なඳ写ができ、またೲ得の上で
ԋじてもらうことでそのݖརをकることができる。
　ʮԋग़ʹ͸ࡱӨऀͷҙਤΛ加͑Δϓラεͷԋग़๏ͱ
ඃࣸମͷຊ࣭Ҏ֎ͷ΋ͷΛऔΓڈΔマイナεͷԋग़๏
͕͋Δɻه࿥ࣸਅͷԋग़͸マイナεͷԋग़๏Λଟ͘࢖
͏ɻඃࣸମʹࡱӨऀͷҙਤΛ加͑ΔͷͰ͸ͳ͘、ඃࣸ
ମͷ͏͑ʹ͓͍͔Ϳ͍ͬͯ͞Δ΋ͷ΍、ӡಈΛ๦͛ͯ
͍Δ΋ͷ、ۮવແ関܎ʹྡ઀͢Δ΋ͷ、ΞΫシσント
ΛऔΓͷ͖ͧ、݁থ͚ͩΛ明֬ʹͤݟΑ͏ͱ͢Δखஈ
Ͱ͋Δʯ（ʮଜਓͱҴͷࡇΓʯ）
๕լさんは、写真を後世にҨすことのॏཁさも同書
で示された。「あとがき」で、写真集のΦリジナルプ
リントを、日本ຽ଒学協会ෟଐのຽ଒学ത物館に保存
したと書かれているのだ。良く知られるように、印࡮
メディアが全੝の౰時においてプリントは印࡮原稿と
して見なされ、その後にはॲ分されることも多かった。

しかし๕լさんは、Φリジナルプリントが持つ情報の
๛かさが、ক来に໾立つことを確信されていた。
著作؅ݖ理に対する取り組みも同様で、๕լさんは、

原板を分ྨしてିし出すストックフォトの体੍にも先
けて取り組まれた。自分の著作物であれば何度でもۦ
同じ写真が売れる、特にຽଏ写真はこのスタイルにద
しているはず。そうアドバイスしたのは、渡ลٛ雄さ
んや平ຌ社の編集者でຽଏ学者でもあった谷川݈一さ
んだったという。じっさい๕լさんはこの言葉を஧実
に実行することで、長期のࢹ点を持って、仕事に取り
組むことができた。その実ફは、創設時からࢀՃして
きた日本写真家協会の会員にとって、良き事ྫとなっ
たことだろう。もちろん、一人でこれを۩体Խし実現
したわけではない。家ఉをकり、๕լライブラリーの
さま͟まな実຿を担౰してきたのは෉人のҍ子さんで
あったことを๨れてはならない。
さて、『ాの神』以߱、๕լさんは日本にཹまらず

世界の各地Ҭのおࡇりを取材された。言葉はย言だが、
どこでも現地の人々と親しくなり、その生活文Խに༹
け込むように撮影されてこられた。そのお人ฑと仕事
ぶりに、筆者は๕լさん自身が「まれびと」ではない
かと思えてならなかった。ॏཁなのは、こうした経ݧ
のなかで『ాの神』時代とはҧったものの見方をされ
るようになったことである。2006 年のインタビュー
で、๕լさんは筆者にこう話してくれた。
　ʮ౰࣌͸、ؾෛ͍͕͋ͬͨͱ͍ࢥ·͢Ͷɻͣͬͱ΍
͍ͬͯ͘ͱΘ͔Γ·͕͢、ফ͍͑ͯ͘΋ͷ΋͋Δ͚Ε
Ͳ、͍ͯͬ͘࢒΋ͷ΋͍ͣͿΜͱ͋ΔΜͰ͢ɻͭ·Γ、
͍ͭͷ࣌୅΋ա౉ظͳΘ͚ͳΜͰ͢Ͷʯ 
ຽଏやशଏはけっしてফえず、時代や場所にあわせ

て変形しながらडけܧがれる。遠くִたった地Ҭに共
通の文Խ的ཁ素があり、現代的なイベントも過ڈのྫ
から生まれている。๕լさんはその事実を写真で示さ
れ、晩年には優れた࿦考も多数書かれた。それらの仕
事に宿る確信が、ະ来という暗いւをরらす౮台のよ
うに思えるこの頃なのである。

（写真ఏ（ג）：ڙ๕լライブラリー）

ʰ田ͷਆ ΑɦΓʮ஬ૹΓʯ（愛知ݝ૆෕ߐொ　ত࿨ 32 年）ࡱӨ：๕լ日ग़உ
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昨年（2022 年）12 月の中०、̏ߍߴ年生の記者が書
いた記事が SNSで話題になった。タイトルはʻ༑達と
の思い出写真は「Ճ޻後の顔」ばかり　元の写真も残
せば…ߍߴ生の後չʼ。記事は「ߍߴ生新ฉ
ONLinF」（ӡ営：ג式会社スクールパートナーズ）が
「YBIoo� ニュース」で഑信した。もともとは昨年 11月
に「ߍߴ生新ฉONLinF」で഑信されたものだったが、
１か月後に「YBIoo� ニュース」で഑信されたところ、໿
24時間で 1300 件を超えるコメントが寄せられたのだ。
記事はこんな書き出しで始まる。

ʻΠϯελάϥϜ΍πΠッλーʜʜͨࢲち͸೔ʑɺ4/4
Λͯͬ࢖いま͢ɻͦΜͳதɺ౰ͨΓલのΑ͏ʹށ࿭いͳ
ࣸ͘ਅՃ͢޻Δ人͕多いのͰ͸ɻՃࣸ޻ਅ͕あ;Ε͔͑
Δ今こͦɺՃٕ޻ज़の࢖いํΛݟ௚しͯΈまͤΜ͔ʁʼ
写真のՃ޻によってノートのෳ写が見やすくなると
言ٴする一方、過度にՃ޻した風景写真と実際の光景
とのҧいに落୾した話に触れ、こう続けている。
ʻՃ͢޻Ε͹͔Θいいإ΍美しいإɺए͑͘ݟΔإɺ
໘നいإʹͰ͖ま͢ɻ（தུ）ͨͩɺࢲ͸ࣗ෼ͨちの
ڃ୅のಉ࣌しͨ結Ռɺத学࢒しͨࣸਅ͹͔Γ޻ΛՃإ
ੜͱのࢥいग़ࣸਅͰ͸ɺおޓいのݩのݟ͕إΕͳ͘ͳ
ͬͯしまいましͨɻݩのࣸਅΛ࢒しͯお͚͹Α͔ͬͨ
ͱޙչしͯいま͢ʼ
リアリズムをॏࢹする写真家や愛好家ならば、この
感想を読んで「շなり！」とකをଧつかもしれない。
スナップ撮影の෮ݖとばかりに喜ぶ人もいるだろう。
普段はਏޱな意見が目立つ「YBIoo� ニュース」のϢー
βーコメントも֓Ͷ好意的。私自身もこのニュースを
読んで、「ストレートなスナップ写真を見௚すいい機
会だ」とTXiUUFr に感想を投稿した͙らいだ。

˔ࣗ෼ͷը૾ΛՃ͢޻Δঁੑ͸ʮׂ̓௒ʯ
では、このエϐιードからए者たちの঻像ݖ意識に
何らかの大きな変Խがىきていると言えるのか。
ここで話を少し前に໭したい。私は前回（会報 178
߸）の連載で、写真のՃ޻を౰たり前だと捉えるए者
たちの঻像ݖ意識について言ٴした。
大ࡶ೺に言えば、こういうことだ。
SNS 時代にҭったए者たちは、զ々が想像する「リ

アルな自分」のほかに「人前でさらすためのリアルな
自分」が存在し、「リアルな自分」をさらすことに非
常に఍߅感がある。さらにアバターやメタバースの普
、によって、その動きはՃ଎するだろう。その結Ռٴ
঻像ݖに対する年഑者とए者の捉え方に解཭が進んで
いくにҧいないʕʕという話だ。
では、このߍߴ生新ฉの記事をܖ機に、ए者たちが

写真の記録性をॏんじ、リアルな素顔をさらす機会が
૿えていくのだろうか。
経ࡁ評࿦家の໳૔و史さんは「YBIoo� ニュース」で、

15 ～ 49 のঁ性を対象にしたアンケート調ࠪ（2022ࡀ
年̏月）を引༻し、こうコメントしている。
ʻ 4/4 ʹࣗ෼のը૾ΛΞッϓ͢ΔࡍɺՃ͢޻Δ人の
ׂ߹͸ׂ̓Λ௒͑ͯいͨɻएいੈ୅Λத৺ʹը૾ΛՃ
Έのը૾Λࡁ޻Δこͱ΍Ճ͢޻ 4/4 Ͱڞ༗͢Δこͱ
͸͢Ͱʹ一ൠԽしͭͭあΔͱい͑ΔͩΖ͏ʼ

˔ʮφνϡ੝ΓʯͰ঻૾ݖҙࣝ͸มΘΔʁ
やはり事はそう単७ではなさそうだ。だが私はある

コメントに注目した。
ʻΞメϦΧの 10 ୅ʹ͸ʮ੝Εͳいʯ4/4 ࢝しߦྲྀ͕
ΊͯおΓɺ; ੈ୅のՃ޻΁のํ͑ߟʹมԽ͕๚Εͯい
Δͱ͑ߟΒΕま͢ʼ
「YBIoo� ニュース」にこうコメントしたのは、ITジ
ϟーナリストの鈴木๎子さんだ。
ʻإՃ޻͸ϓϦϯτγーϧ࢝ʹػまΓΞϓϦͰ΋ߦΘ

　εϚϗͱ 4/4શ੝の࣌代ʹεナοϓࣸਅをָしΉʹ͸Ͳ͏したΒΑ͍͔ʁͱ͍͏ςーϚͰ͓͍ئした࿈ࡌの࠷
ऴճɻࠤʑ໦޿ਓࢯʹΑΕ͹「एऀたち͸ɺ·ͬたくҧͬたルールͰ঻૾ݖを͍ͯ͑ߟる」ɻզʑͱ͸ผのՁ஋؍
を͍ͯͬ࣋るਓʹΧϝラを͚޲るの͔ͩΒɺ૬खを஌Βͳ͚Ε͹τラϒル͸ඞࢸɻ͞ΒʹɺࣸਅՈͱඃࣸମͱ͍͏
౰ऀࣄͰ͸ͳ͍ɺࣸਅをݟた第ऀࡾのײ૝΋Өڹし͍ͯるͱ͍͍·͢ɻ͔ͭͯのεナοϓࣸਅのٞ࿦ͱ͸େきくҧ
͍·͢ɻ現ࡏのएऀの「঻૾ײ」をղઆし͍ͯたͩき·͢ɻ� ʢஶݖ࡞ҕһձʣ

著作権研究（連載54）
SNS 時代の肖像権とスナップ撮影 

〜「作家性」と同様に大事な「どう映るか」問題〜
佐々木広人（編集者／元『アサヒカメラ』編集長）

චऀ΋ਓؾͷΞϓϦʮ4/08ʯͰࣗࡱΓࣸਅΛ加ͯ͠޻Έͨ（ࣸ
ਅӈ）ɻ͔֬ʹʮࣸਅͷه࿥ੑʯ͸Ͳ͜΁΍Β、Ͱ͋Δɻ
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ΕΔΑ͏ʹͳΓましͨɻಈ෺のإʹͳΔΤϑΣΫτ͕
大ྲྀߦしͨࠒ͸ɺεϚϗのඪ४ΧメϥͰࡱӨ͢Δこͱ
Λʮ࣮ݱΧメϥʯͱݺぶߍߴੜ΋ɻͦのޙɺʮφνϡ
੝ΓʯͳͲ͞Γ͛ͳいՃߦྲྀ͕޻しɺࡏݱ͸ඪ४Χメ
ϥのํ͕いいͱ͏ݴ人ୡ΋૿͑ͯいま͢ʼ
ࣙ書サイト「8FCMio」によると、「ナチュ੝り」と
はԽহに関する༻ޠで「ナチュラルに੝る」ことをࢦ
すという。ए者たちが写真の過度なՃ޻に๞きたのか
どうかは定かではないが、自然なԋ出を選୒する機ӡ
がߴまっているとみていいだろう。
この鈴木さんの「ナチュ੝り」のࢦఠは、前出のߍߴ
生記者の「思い出写真でおޓいの元の顔が見れなくなっ
てしまった」という言ٴとซせて考えると実に興味ਂい。
「ナチュ੝り」の代表ྫは、すっͽんに近い（と思わ
せる）自然な感じで美しくԋ出されたメイク術だという。
ここで注目したいのは「自然な感じで美しいԋ出」。
そこには「美しさ」を一定程度ҡ持したいという意思
が存在する以上、໌けಁけな素顔をੵۃ的にさらそう
というものではない。だから、ストリートスナップな
どで、ϋプニンάに驚いてি撃をडけた表情や、意図
せずුかべた苦悶に満ちた表情を撮られることはもち
ろん想定外だ。
঻像ݖが侵֐されるか൱かの分ਫྮとしては、最ߴ
がࡋ 2005 年に示した判அがある。それは「被撮影者
の人格的རӹの侵֐が、社会生活上ड೜のݶ度を超え
るかどうか」。「自然な感じで美しく」ありたいए者た
ちの感覚からすれば、この঻像ݖ侵֐のج準は「話に
ならない」ほど௿いだろう。
もし撮影した写真にए者たちが映り込んでいて、そ
れが๏཯的には「セーフ」だったとしても、ए者たち
は「डけ入れ難い姿をさらされた」と感じ、それこそ
SNS上でҟٞ申し立てをするՄೳ性もある。あるいは
ԑもゆかりもない人たちが写真を見てҟٞ申し立てを
することもあり得るだろう。
そう、SNS 時代の表現で最も難しいのは、ୈ三者へ
の഑ྀにある。不特定多数の目にさらされることで౰
事者間の問題が「外野」の੠に振り回され、事態がѱ
Խしてしまうのだ。

˔൷൑΍ΫϨʔϜΑΓා͍΋ͷ
前々回（会報 177 ߸）の本連載でも触れたとおり、『ア

サώカメラ』の読者投稿写真がSNSで「Ԍ上」したのも、
被写体になった人たちの告発ではなく、ୈ三者の書き
込みがきっかけだった。
スナップ写真を撮影するにあたり、被写体あるいは
映り込んだ人物に഑ྀする写真家は多い。だが、SNS
全੝のこの時代に最もཹ意したいのは、展示・拡散し
た作品がୈ三者にどうडけとめられるかという点だ。
『アサώカメラ』の編集長時代、写真家と最もٞ࿦を
ॏͶたのはこの点であった。写真家としてはその１枚
を通して見せたい作品性がある。だが、その１枚が読
者のݏѱ感を催すきっかけにならないか、作品の世界
解させないか。編集者としては౰然、そޡ・を曲解؍

こをケアする。もちろん読者の作品の理解力によるとこ
ろは大きいし、「൷判なら؁んじてडける」と߽ޠした
写真家もいた。あえてڧ調しておくが、多くの編集者
はクレームがාいのではない。むしろ読者に作品性が
きちんと伝わらないことのほうがාいのだ。インターネ
ット社会では、曲解・ޡ解に൐うものであろうと、ひと
たびషられたෛのレッテルをফすのは容қではない。
೤৺な好事家が集う写真展や写真集とはワケがҧう。
だが、その写真集や写真展でさえ、今や SNSによる
告知・એ伝がܽかせない。もはやどのഔ体・場所であ
ろうと、発表する作品は不特定多数のୈ三者のࠩ؟し
にさらされるものだと考えるべきなのだ。

˔͍·Ұ౓͍ͨ͑ߟʮͲ͏өΔ͔ʯ໰୊
もっとも、写真家自身が「不特定多数のୈ三者の؟
ࠩし」で作品をۛ味できるかもしれないが、私として
はおすすめしない。写真家は作品への情೤や思いがڧ
く、ୈ三者的立場にはなりにくい。そこは編集者やΩ
ュレーター、デβイナーなどをڬむことが๬ましい。
それもSNS事情に精通した人ならなおいい。
これは小આやԻ楽の世界でも同様だ。素੖らしい作
品を世に送り出すにも、優れたプロデューサーや編曲
家・編集者をڬむことができれば、作品性をଛなうこ
となく伝えられるどころか、いっそう鮮やかなものに
ঢ՚させることだってՄೳだ。
ところで、以前から感じていたことだが、写真・カ
メラの界۾では「何を（何で）撮ったか」の話題が多く、
それが人々の目にどう映るのかについてのٞ࿦が๡し
かったように思う。このٞ࿦を活性Խすることで、঻
像ݖ問題へのޡ解はもちろん、写真家の作品への曲解
は多少なりともݮるのではないか。
スマートフォンར༻者が૿えたこともあって、今や
写真に触れる人ޱは༗史以来最多のはずである。この
ঢ়況を「１ԯ総写真家時代」とࢦఠしたメディアもあ
ったが、この先は「１ԯ総写真評࿦家時代」になるՄ
ೳ性も൱定できない。思い込みやޡ解・曲解にࠨӈさ
れないٞ࿦を通じ、݈全な写真文Խをҭむためにも、
写真をޠる開かれた場がཉしいところだ。そして日本
写真家協会こそがそのओ導໾をՌたすべきではないだ
ろうか。� （׬）

人（ささき・ひろと）޿ʑ໦ࠤ
式会社Ωュービック　エディトリアルג
デスク・ゼネラルマネージϟーʗג式会
社アーク・コミュニケーションズ取క໾
ʗઐम大学文学෦ࢣߨ。朝日新ฉ社・朝
日新ฉ出版で『ि刊朝日』෭編集長、『ア
サώカメラ』編集長、「AERA�EoU.」編集
長などを຿めた後、2021年̔月より現৬。
2012年新ޠ・ྲྀ行ޠ大৆トップテンをड
৆した「ऴ活」の発案者でもある。

˞�会報 174 ߸「著作ڀݚݖ」（連載 49）「写真の公ऺ送信のج本を
考える」にޡ植がありましたのでగਖ਼します。̥35ࠨ段 24行目
ਖ਼）「൜人を知った日から～」　　「～を知った日からࡑ൜」（ޡ
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ୈ��ճʮ日ຊࣸਅՈڠձ৆ʯଃఄࣜ　
　　　ड৆ऀɿࣜגձ社έンίーɾτΩナー
ୈ17ճʮ໊औ༸೭ॿࣸਅ৆ʯत৆ࣜ
　　　ड৆ऀɿʢ֘౰ऀͳしʣ
　　　　　　ɿᬝ

͢͏

�ೇ
ͳΜ

ʢ঑ྭ৆ʣ「ԏ߫෺ޠʕதࠃのന݂පଜ」
ୈ���ճ��ʮ࡫ຊࣸࢠ߃ਅ৆ʯत৆ࣜ
　　　ड৆ऀɿ੢野Յݑ� ���� ೥ ��݄ �೔ʢ水ʣ　ԙɿΞϧΧσΟΞࢢϲ୩ʮ෋࢜のؒʯ

新ܕコロナウイルス感છ঱の影ڹで、協会年຤ྫ߃
の「会員相ޓ祝լ会」の中ࢭが続く中、2022 年は 3
年ぶりにいつもの会場のアルカディア市ヶ谷で「ଃఄ
式・त৆式・会員相ޓ祝լ会」を開催することができた。
定刻 16 時半にٶ沢あきら会員による࢘会で始まり、
初めに野町和Յ会長から「ଃఄ式・त৆式・会員相ޓ
祝լ会においでくださりありがとうご͟います。コロ
ナの禍で 2020 年は東京都写真美術館 MF ϗールでଃఄ
式のみ、2021 年は JCII ビル会ٞ室でଃఄ式・त৆式
のみを行いましたが、2022 年は本会場で会員相ޓ祝
լ会を含めて開催することとなりました。この̏年で
写真界の؀境はずいぶん変わりました。私も 10 月に
写真展を開催しましたが、༑人と会話はできてもマス
クで表情が読めないというঢ়況が世間ではະだ続いて
おります。この̏年間で残念ながら̔名の名༪会員が
お๢くなりになりました。これまでの感謝を込めてお
名前を発表させていただきます。2020 年１月に奈良
原一ߴさん、11 月に熊切ܓհさん、2021 年 10 月に౻
本ढ़一さん、2022 年２月に஛内හ信さん、̐月に白
川ٛ員さん、̒月にాপ武ೳさん、̔月に࡫本߃子さ
ん、11 月に๕լ日出உさんが๢くなりました。ాপ
さん、࡫本さん、๕լさんは JPS 創立会員でもあり、
これにより創立会員全員がいなくなったঢ়況です。̔
名օ様方の多大なるޭ੷に対しておྱを申し上げます。
世間ではおޓいにコロナ・ストレスがཷまり、さら
にデジタルԽで急ܹに世の中が変わり、写真界も௥い
٧められているঢ়況ですが、これにଧちউってؤுっ
てまいりましょう」とѫࡰがあった。
続いて、来ෂを代表して文Խிࢀ事׭付文Խઓུ׭・
芸術文Խࢧԉ室長の林保太氏より「各৆をड৆された
օ様おめでとうご͟います。ड৆をܖ機にますますの

ご活༂をご期待申し上げます。JPS 展開催はじめ、歴
史的・文Խ的Ձ஋のߴいフィルム作品の収集保存、表
現・ٕ術の調ࠪڀݚ、国際交ྲྀ、人材ҭ成などզが国
の写真文Խの発展に౒められ、関܎者օ様にܟ意を表
します。ాপ名༪会長、࡫本名༪会員のお二人とも年
ྸをॏͶてもୈ一線で活༂され、写真文Խの発展に多
大なるݙߩをされました。本日表জのօ様も、先人か
らडけܧいだࢤを๨れることなく、今後も一૚ご活༂
されることを祈念申し上げます。文Խிにおきまして
も写真文Խ関ࢿ܎ྉのアーカイブ構ஙに取り組むな
ど、զが国の多様な文Խの保存ܧ承を図っております
が、本日お集りのօ様にも写真を通じたそれらの発展
のためにお力添えをお願い申し上げます」と祝ࣙをい
ただいた。続いて東京都知事・小஑ඦ合子氏からの祝
電が൸࿐された。

ʮ೔本ࣸਅՈڠ会৆ʯଃఄࣜ
2022 年度のୈ 48 回「日本写真家協会৆」はג式会

社ケンコー・トΩナーにଃఄした。本৆は写真ٕ術に

໺ொ࿨Յ会長ʹΑΔ։会ͷѫࡰʹΑΓ
ࣜయΛ։ͨ࢝͠

໺ொ会長ΑΓ日ຊࣸਅՈڠ会৆ड৆ऀ΁
දজঢ়ͱه೦ͷ६Λଃͬͨ

จԽிͷྛอଠࢯΑΓॕ
ࣙΛ͍͍ͨͩͨ

ड৆ͷݴ༿Λड़΂Δケンコ
ー・トキナーͷՖ田૱ࢯ

ʮ日ຊࣸਅՈڠ会৆ʯଃఄࣜ　ه೦ࡱӨ
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関する発見、発໌、開発においてݦ著なޭ੷、あるい
はݙߩ、寄༩がೝめられる個人または団体に対してଃ
られる৆で、ଃఄ理༝は「1957 年設立のג式会社ケ
ンコーは、ג式会社トΩナーとの合ซにより、2011
年にג式会社ケンコー・トΩナーとして஀生し、光学
と映像の分野で様々な੡品を੡造し、事業を展開して
いる。特に、60 年以上の歴史を༗する『ケンコーフ
ィルター』は、プロからアマチュアまで多くの写真家
に愛༻され、その創作意ཉや作品੍作に多大なݙߩを
してきた。さらに近年には、本社内に『ケンコー・ト
Ωナーギϟラリー』をΦープンし、作品発表の機会を
ఏڙするとともに、写真家の活動に対して同社内のセ
ミナールームやスタジΦを無ঈでఏڙするなど、写真
家とその活動をサϙートしている。これらのࢧԉ活動
や੡品、およびそれらを通じた写真文Խへのݙߩに対
して」である。
ご出੮いただいたג式会社ケンコー・トΩナー国内
本෦・本෦長の花ా૱氏に、野町会長より表জঢ়と६
をଃఄした。続いて花ా氏より「౰社はフィルターメ
ーカーから始まり今年は 65 प年を迎えました。現在
はカメラレンズ、三٭、写真༻品はもとより、޻業༻
のお手伝いもさせていただくث業༻レンズ、ҩྍ機࢈
企業となりました。2022 年も写真の楽しみを多く体
、していただくため、新しいフィルターの開発੡造ݧ
販売を続けております。2021 年には中野本社２֊に
ギϟラリーをΦープンしօ様にお࢖いいただいており
ます。セミナールームでは写真教室やイベント開催の
場としてఏڙしております。2009 年より国際フィル
ターフォトコンテストとしまして、世界のօ様にもフ
ィルターワーク、撮影の楽しみを体ݧしていただき、
2022 年にはୈ 11 回をむかえ、50 か国、໿ 1
000 件の
作品を応募いただきました。今後も『写真の一ॠを撮
影する �飾る �見る』という楽しみのお手伝いを行い
たいと考えております」とड৆のѫࡰをड़べ、ஃ上で
記念撮影を行った。

ʮ໊औ༸೭ॿࣸਅ৆ʯत৆ࣜ
続いて、ୈ 17 回名取༸೭ॿ写真৆のत৆式を行っ
た。この৆は、35 までの新進写真家の発۷とҭ成ࡀ
を目的に 2005 年に創設した。選考はઐम大学教तの
山ా݈太氏、ୈ１回名取৆ड৆者のਗ਼ਫ఩࿕会員、野
町和Յ会長の̏氏で行い、今回は名取༸೭ॿ写真৆の

本৆֘౰者はいなかっ
た。同঑ྭ৆はᬝ�ೇ
（すう�なん）氏「ԏ߫
物ޠʕ中国の白݂ප
ଜ」に決定した。
त৆式では、∁ଜ達

෭会長よりᬝ氏へ表জ
ঢ়と৆ۚをत༩した。
選考委員を代表してਗ਼
ਫ氏は「今回は９名 10 作品の応募でした。本৆は֘
౰者なしとなり、঑ྭ৆はᬝ氏となりました。応募数
については、私がड৆したୈ１回 2005 年は 66 作品が
ありましたが、その後は名取৆のझࢫ理解が進み 30
作品前後でਪ移してきました。ここ̏年はコロナ禍で
の取材の難しさはありましたが、今、出来ることを探
し、活動し続けていた人がいたのも事実ですので、応
募数のݮ少は別の問題があるのではと感じました。山
ా先生の総評には『いま伝えるべきことを、いま伝え
る೤い思いが、応募作品から伝わってこなかった』と
あります。前回同様、今回も身近にあるコロナ禍を捉
えた作品はほぼなく、社会的にࣖ目を集めやすいもの
や、個性的ࢹ点の作品が少なく、ドΩュメンタリー表
現がະख़だった作品が多かったように思います。表現
手段が写真から動画へ置き׵わりつつある影ڹが、少
なからずあるのかもしれませんが、こんなにも社会的
ऑ者が૿えている現代において、そこにレンズを向け
ないというのにはٙ問を感じました。ૈ࡟りでも良い
ので、ひしひしと伝わる応募を来年度に期待しており
ます。そんな中で、ᬝ氏の作品はテーマ性に優れ、応
募作品のなかで最も写真力があり、美しいトーンのプ
リントで仕上げていましたので、選考委員一同からߴ
評Ձを֫得しました。ゼロコロナを掲げる中国の厳し
い条件下で、白݂පॏ঱ױ者をප౩で看ޢを含めたີ
ண取材をしたというのはॏްな作品と、行動力がশࢍ
に஋し、ジϟーナリストとしてのՄೳ性を感じました。
ड৆の言葉にこのテーマにかける作者の೤意、覚悟が
伝わってきました。名取৆ड৆のٞ࿦もありましたが、
ॎ࣠にも横࣠にも۷り下げられるテーマに、さらに׬

ʮ名औ༸೭ॿࣸਅ৆঑ྭ৆ʯत৆ࣜ　ه೦ࡱӨ

∁ଜୡ෭会長ΑΓ঑ྭ৆ड৆ऀͷᬝೇࢯ
΁දজঢ়ͱ৆ۚΛଃͬͨ

名औ༸೭ॿࣸਅ৆঑ྭ৆ड
৆ͷᬝೇࢯʹΑΔड৆ѫࡰ

બߟ委員ͷਗ਼水఩࿕ࢯʹΑΔ講ධ



20

成度のߴい作品として取材をܧ続してཉしいという願
いから、঑ྭ৆とகしました。名取৆が֘౰者なしと
いうのは苦ौの選୒でしたが、൴は 2019 年の選考で
も最ऴ選考に残った実力者で、ステップアップしてい
った歴代ड৆者もいますので 35 までのあと２年௅ࡀ
ઓし続けていただけたら幸いです。ᬝさんの今後に期
待しております」とߨ評をड़べた。（注：次のୈ 18 回
から応募ࢿ格は 40 （までになったࡀ
ड৆者のᬝ�ೇ（すう�なん）氏は「このたびは঑ྭ
৆をありがとうご͟います。日本ཹ学で私の人生は開
けました。10 年前に来日し、新しい฻らしが始まり、
チϟンスとなりました。大学で写真と出会い、世界の
見つけ方を学びました。۝भ࢈業大学に通い、写真ٕ
術だけではなく、人生も教えていただきました。今回
の作品を੍作中、人間の温度を感じ、それは写真の力
だと思いました。このड৆は私ひとりの力ではなく、
先生方と取材に協力してくださったױ者さん方々、そ
の家଒の方々のおかげです。これからも初৺を๨れず
に良い作品を撮れるようؤுります」とड़べた。続い
て記念撮影を行いत৆式をऴえた。

ʮ࡫本߃子ࣸਅ৆ʯत৆ࣜ
子写真৆は、わが国初のঁ性報道写真家とし߃本࡫
て活༂された࡫本߃子名༪会員の多年にわたる業੷を
記念して、実੷ある写真家の活動をࢧԉする目的で
2016 年に創設した。࡫本氏は 2022 年̔月 15 日に 107
߶ഢࠤされた。今年の選考委員は編集者のڈでご੦ࡀ
氏、前川و行理事、野町和Յ会長によって行い、࡫本
。氏にଃったݑ子写真৆は੢野Յ߃
ड৆理༝は「写真集『熊を撃つ』『ւ人 - ീॏ山の
ւを歩く』に結実した、伝౷的なङྌやړᎤに生きる
人たちを対象とする、長年にわたる真伨な取材活動と
ܼ出した作品に対して」。
त৆式では、山ޱউኍ෭会長から੢野氏へ表জঢ়と
৆ۚをत༩した。選考委員を代表して前川理事は「൴
はਫ中写真を࣠଍にした写真家の印象で私は作品をഈ
見したのですが、『ւ人』は単にਫ中写真ではなく、
ീॏ山で生きる人たちが自然をྐにしてւ、཮を問わ
ず、いかに人として生きるかにয点をおいた作品でし
た。『熊を撃つ』はւから山にフィールドをସえ、マ
タギにີணして撮影した作品で、昨今はօがインスタ
映えする写真を撮れるようになりましたが、൴は写真

家としてテーマがଞと
通っておらず、被写ࣅ
体が人でも自然でも攻
めの撮影をしているこ
とが写真から伝わって
きます。それをまとめ
上げる力も素੖らし
く、本来の写真家の姿
が現れています。̏人
で選考し満場一கで決まりました」とߨ評をड़べた。
続いてड৆者の੢野氏から「̔月にご੦ڈされまし

た࡫本߃子様の偉大なޭ੷に改めてܟ意を表し、৺よ
りご້福をお祈りいたします。上京の௚前にੴ֞島の
小学ߍからスライドトークのґཔをडけました。児ಐ
の写真൓応はとても素௚です。今回のड৆作品を見て
もらい、熊の解体シーンを投影した్୺、൵໐を上げ
る児ಐや、目を背ける児ಐもいました。そのような൓
応はよく見ますが、熊の解体でお೑になるにつれ、熊
はおいしいの？どんな味？　という嬉しい感想が෸き
上がりました。その࣭問に子どもたちの実に݈やかな
৺がは͙くまれていることに嬉しくなりました。その
後の自༝࣭問ではカメラマンはṶかるの？との࣭問に
ώカΩンにはෛけるけどͶと答えておきました。なぜ
カメラマンになったのか、やりがいは何かなどの素朴
な࣭問が上がり、それらを改めて考え、カメラマンは
カメラ１台を持てば、どんな現場にも入って行けるޱ
実が出来てしまいます。ただし私のライフワークのړ
Ꭴやङྌでは取材をかたくなにஅられますので、まず
は人間関܎の構ஙに時間をかけます。その経Ңこそが
最もやりがいのある段֊で大切です。相手を知り自分
を理解してもらうことが、私の仕事にとって一൪のや
りがいです。それらの人間関܎は人生のๅ物です。今
回の৆をいただくにあたり、これまで取材させていた
だいたօさんと一緒にこのड৆を喜ぶことが、私の大
きな喜びです」とड৆のѫࡰをड़べた。最後にड৆者
と選考委員で記念撮影しऴ了した。

ʮ࡫ຊ߃子ࣸਅ৆ʯत৆ࣜ　ه೦ࡱӨ

山ޱউኍ෭会長ΑΓड৆ऀ΁දজঢ়Λ
ଃͬͨ

ʮ࡫ຊ߃子ࣸਅ৆ʯड৆ͷ
西໺ՅࢯݑʹΑΔड৆ѫࡰ

و委員ͷલ઒ߟ子ࣸਅ৆બ߃ຊ࡫
理事ʹΑΔ講ධߦ
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員にਪڍされた܀林ܛ氏を঺հし、野町和Յ会長より
名༪会員証を渡した。
式会社ニコンイメージגॿ会員のࢍ、ഋの発੠はס

ンάジϟパン代表取క໾݉社長執行໾員の上ଜ公人氏
よりいただいた。しばらくすると、アコーディΦンとボ
ーカルによる久しぶりのԻ楽ԋ૗が会場をแみ込んだ。
2022 年にड৆、出版、写真展開催で活༂した会員

のօさんがஃ上に集まり、代表して੢野Յݑ会員から
ѫࡰがあった。さらに 2022 年度の新ࢍॿ会社、
2020、2021、2022 年度入会の新入会員を঺հした。
また、̏年ぶりとなる福引ந選会を٢岡一紀会員の進
行で行った。その後、企画委員会の川ଜ容一理事より
名取༸೭ॿ写真৆とフォトフォーラム報告を行った。
続いて熊切大ี理事より 2023JPS 展の঺հを行い、
最後に山ޱউኍ෭会長よりด会のѫࡰがあり、久しぶ
りの対面での祝լ会は੝況のうちにऴ了し、散会した。
（ଃఄ式・त৆式共に記ʗ出版広報委員：小野٢඙、

撮影ʗ会員：౧井一ࢸ）

同会場にて、̏年ぶりとなる集合記念写真が野ా知
໌会員によって撮影されたのち、会員相ޓ祝լ会がਫ
࡙奈々会員による࢘会で始められた。
はじめに∁ଜ達෭会長が「̏年ぶりの祝լ会で、懐
かしく思います。օ様の元気なお姿が見られ、ゆっく
りお話が出来たらと思います。コロナ禍の̏年間は非
常に苦労の多い期間でした。来年はイベントや企画を
実行しますのでご協力をお願いします」とѫࡰした。
続いて、来ෂの一ൠࡒ団๏人日本カメラࡒ団理事長
ᓎ井ཾ子氏より「本日は̏年ぶりの開催で、懐かしい
お顔をഈ見でき嬉しく思います。この̏年間、日本経
や社会はѱいঢ়態で、まだ先も見えませんが、写真ࡁ
家օ様の大変な೤気、エネルギーを発散されているの
をഽ身で感じ、日本社会をけん引するபのひとつにな
るのではと期待しております。օ様と力を合わせ、写
真文Խ発展にؤுっていきたいと思います」と祝ࣙを
いただいた。
本日出੮の外෦໾員、名༪会員、2022 年度名༪会

2022年౓ձһ૬ॕޓլձ� 2022年 12月̓日ʢਫʣ　ԙɿΞルΧσΟΞࢢϲ୩ʮ富士ͷؒʯ

ࣸਅؔऀ܎がҰಊʹͦろ͍「ड৆ɾग़൛ɾࣸਅల」ͳͲͰ׆༂͞Εたձһを૬ॕޓ෱

会員૬ॕޓլ会ͷه೦ࡱӨ（ࡱӨ／໺田知明会員）

2022 年ʹड৆、ग़൛、ࣸਅల౳Ͱ׆༂͞Εͨ会員ͷօ͞Μ

日ຊΧϝラஂࡒ理事長 ᓎ
Ҫཾ子ࢯʹΑΔདྷෂॕࣙ

χコンイϝーδングδϟύ（ג）
ン上ଜެਓࢯʹΑΔסഋͷൃ੠

Өࡱ೦ه৽名༪会員ͱ໺ொ会長ͷܛྛ܀ ΞコーσΟオンͱϘーΧルʹΑΔԻָԋ૗

山ޱউኍ෭会長ʹΑΔด会ͷѫࡰ 2023J14 లͷΞϐール̏年ͿΓͱͳΔྫ߃ͷ෱Ҿநબ会Ͱ͸߽՚ܠ඼͕ଟ数༻ҙ͞Εͨ
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̍ɽࠓ年౓ 12 ݄·Ͱͷݪ൘ௐ࣮ࠪ੷ͱ 
ɹηϯλʔҠస
今年度（2022 年 12 月時点）の日本写真保存センタ
ー調ࠪ作業ঢ়況の報告とし、国立映画アーカイブ�相
模原分館（以下、相模原）への原板入ݿ数は 17
256 本、
でܭྦྷ 147
777 本の原板が௿温の؀境下で保存されて
いる。また新ن収集の原板として࡫本߃子 538 本、広
島平和記念ࢿྉ館　２本（50 コマ）をड領し、神ా
のセンター内に保؅し੔理作業を行っていく。収集原
板は通気性の確保や、ࢎԽの影ڹをආけるため中性ࢴ
によるแ材入れସえ等を行ったのち、相模原に収蔵さ
れӬ年保؅される。これによってوॏな写真原板をで
きるݶり長く後世にҨすことができる。これら保؅ঢ়
況を記録した原板データベースへの掲載コマ数は、今
年度 2
329 コマにメタデータを付༩した形で௥Ճ登録
しྦྷܭで 22
742 コマを数える。
かͶてからのݒ案事߲であった事຿所移సを 10 月
１日に保存センターの担౰理事、委員等の協力により
無事ऴ了し
た。新しい事
຿所は東京都
千代ా区神ా
のビルで、ࢿ
ྉの一෦を三
条市歴史ຽଏ
ྉ館へࢿ業࢈
寄ଃ、作業人
員のݮ࡟など
を進め以前の
1�2 程度のচ面ੵまでॖ小することができた。引き続
き外෦आ༻૔ݿの੔理を進めるなどしてӡ༻අ༻の࡟
。に౒めたいݮ

̎ɽळࢁ஧ӈʰۭࡱେ౦ژʱδϟύϯαʔν 
ɹΪϟϥϦʔࡌܝ
秋山஧ӈ（1941 年 d2013 年）東京都生まれ、ૣ稲ా

大学経ࡁ学෦・東京૰合写真ઐ໳学ߍをଔ業。ੴ元ହ
ത氏にࢣ事。ࠤ౻੖雄と共作の『カメラ毎日』掲載「ए
い܈像」でୈ２回太ཅ৆ड৆。1965 年からフリーラン
スとなり、今回ジϟパンサーチで特集を組んだۭ撮を
はじめ、北方ݠ三と世界を巡る「国境ྲྀ࿘」シリーズ
などまさに世界をඈび回って撮影を行っている。その
活動は写真のみならずテレビCMやカンψ国際広告映
画ࡇにまでٴんだ。
今回の『ۭ撮大東京』は、1989 年から 1990 年に撮

影された作品の中から「ۭ中写真で見る�変わりゆく東
京の風景」と題して̔点を取り上げ、GoogMF�NBpをซ
༻して現在に東京とൺֱしながら楽しめるようになっ
ている。中ԝ大橋のかかる前の௭島や、୮下݈三設ܭ
で現在は取り壊されて東京Ψーデンテラス紀ඌ井町と
なった੺ࡔプリンスϗテルなど、記録メディアとして
の写真のଆ面をうまくఏ示した企画である。筆者など
は、トップの写真として掲載しているங地市場を見る
と、少しずつ変わってゆく様を定点で撮影したらと思

ʮ日本写真อଘセンλーʯௐࠪ׆ಈ報告ʢúÿʣ
���� ೥౓Լ൒ظͷ׆ಈ·ͱΊ� 写真อଘηϯλʔҕһձ

Ҡసޙͷ日ຊࣸਅอଘセンター事務所

δϟύンαーν：ΪϟラϦー঺հը໘（IUUQT:��KQTeaSDI�HP�KQ�）

δϟύンαーν：ΪϟラϦーը໘（IUUQT:��KQTeaSDI�HP�KQ�HaMMeSZ�QIPUPaSDIJWe�UPLZP@aeSJaM@WJeX）
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う。しかし、Ӵ੕写真のຽ間ӡ༻が一ൠԽした現在で
は無༻の発想かもしれないと考えると少しऐしさを感
じる。こういった記録から導き出される感情がӾཡ者
の次の創作につながる、これがアーカイブ公開の意ٛ
のひとつでもある。

̏ɽࠓ回ऩ集ͨ͠写真Ոɺ࿨໦ޫೋ࿕ʹ͍ͭͯ

1928 年生まれの和木氏は映画世界社の写真෦に所ଐ
しૣా雄二氏のアシスタントをൽ切りに、芸ೳࢽで映
画ആ優（銀ນスター）の撮影を数多く行ったのちಠ立。
多くのആ優を撮影しながら得た被写体の背景を見出す
力を社会や人物ルϙルタージュへと移行、『文᥁य़秋』、
『毎日άラフ』、『ि刊文य़』などに掲載され、連載を
持つようになる。70 年代には日本の伝౷をテーマに撮
影をするようになり、一連の作品は「日本の৺を作る」
と໏ଧって『毎日άラフ別冊』に連載され、後に「伝
౷޻芸のཬ紀行」として『旅行読売』にडけܧがれ、
これらの仕事をまとめ東京・大ࡕの富࢜フォトサロン
での展示を行う。80年代຤からは伝౷文Խへの思いは
全国の೶ଜՎ෣بへと向かってゆく。「花੝地芝ډ」と
してまとめられ、1998 年に東京・大ࡳ・ࡕຈのΩϠノ
ンサロンで発表され、『日本カメラ』にも掲載された。
10年近くに渡って撮影された作品は埼玉、ذෞ、ੴ川、
լ、山形など、全国࣎ 12か所を巡って大人から子ڙま
で地Ҭが一体となって行われている様をとらえてい
る。ંしも時はバブル経ࡁの真っ୞中、ふるさと創生
事業として全国の各市町ଜに１ԯ円が഑られた時期で
もある。この時期、地芝ډはଜおこしとして෮活を遂
げてきた。その೤ྔを༨すところなく、かつ被写体に
寄り添った優しい目線でとらえている。特に子ڙՎ෣
生だろうか、取りڃの໾者になった子どもとその同ب
巻く子どもたちをおさめた一枚は身分や時代、性別も
超える芝ډの面白さ、子どもの७ਮな驚き、ಌれとい
ったものがよく表れている。

̐ɽޙࠓͷ׆ಈɺد෇ͱฦྱʹ͍ͭͯ

大変஗くなりましたが、会員のօ様へご案内してお
りました日本写真保存センターへの寄付について̐月

からの実ࢪに向けてのご案内ですが、寄付ֹに応じて
収蔵原板からのモμンプリントなどの返ྱを༻意し寄
付を募ることになりました。
۩体的には寄付ֹに応じて、
ᶃ��5
000 円～　��ϙストカード̏点
ᶄ 10
000 円～�　ֹ入りプリント��Ωϟビネ　１点
　（デジタルԽしたネΨからの銀塩プリント）
ᶅ 100
000 円～　ֹ入りプリント　8Y10inD�　１点
　（デジタルԽしたネΨからの銀塩プリント）
ᶆ 200
000 円～　ֹ入りプリント　11Y14inD　１点
　（ΦリジナルネΨからのモμンプリント）
の返ྱを༻意します。対象写真家は、渡ลٛ雄、٢ా५、
ా中ಙ太࿠、ଞϙンペイ、エトルリアน画を予定してい
ます。関܎するօ様のご協力を͙ڼことで、وॏなΦリ
ジナルネΨからのモμンプリントをఏڙする機会がで
きます。今後も新たな作家によるモμンプリントのݕ
౼を進めていきたいと思いますで、日本写真保存セン
ターへ引き続きのごࢧԉをお願いします。
� （記ʗ写真保存センター委員・ࢣࣉ太࿠）

長໺ݝେࣛଜ：େࣛՎ෣1��0　 ب 年୅　ࡱӨ：࿨໦ޫೋ࿕ ੴ઒ݝখদࢢ：Ӫ山子ڙՎ෣1��0　ب 年୅　ࡱӨ：࿨໦ޫೋ࿕

ʮණ઒ؙͷ৽ͨͳધग़ʯ　1�47 年　ࡱӨ：٢田५
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2022 年第 17 回「名取洋之助写真賞」報告

　公ӹ社団๏人日本写真家協会は、新進写真家の発۷と活動を঑ྭする
ために、ओとしてドΩュメンタリー分野で活༂している 35 までの写真ࡀ
家を対象とした「名取༸೭ॿ写真৆」のୈ 17 回選考会を、過日、山ా݈
太（ઐम大学教त）、ਗ਼ਫ఩࿕（写真家・JPS会員）、野町和Յ（写真家・
JPS会長）の̏氏によって行いました。応募はプロ写真家から在学中の大
学Ӄ生までの９名 10 作品。உ性̔人、ঁ性１人。カラー̔作品、モノク
ロ１作品、モノクロ・カラー混合１作品。１組 30 点の組写真を厳ਖ਼に選
考し、最ऴ協ٞの結Ռ「名取༸೭ॿ写真৆」は「֘౰者なし」となり、「名
取༸೭ॿ写真৆঑ྭ৆」にᬝ�ೇ「ԏ߫物ޠʵ中国の白݂පଜ」のड৆が
決まりました。

˓最ऴ選考ީิ者
　・ᬝ　ೇ「ԏ߫物ޠʵ中国の白݂පଜ」　　� ・小山　幸༎「私たちがਖ਼しい場所に、花は࡙かない」
　・鈴木　ॡ໵「὇Too�fBr�froN�ZoV…὇」　

■■
■■ 2022 年　第 17 回「名取洋之助写真賞」　該当者なし

■■
■■ 2022 年　第 17 回「名取洋之助写真賞奨励賞」受賞

鄒　楠（すう・なん）　1989 年  中国江蘇省生まれ。33 歳。
2018 年　�۝भ࢈業大学芸術学෦写真映像学Պଔ業
2020 年　�۝भ࢈業大学大学Ӄ　芸術ڀݚՊ造形表現ઐ攻
� ത࢜前期՝程　म了
2020 年～�۝भ࢈業大学大学Ӄ　芸術ڀݚՊ造形表現ઐ攻　
� ത࢜後期՝程　在学中

受賞作品　「ԏ߫物ޠʕ中国の白݂පଜ」（モノクロ 30 点）
作品�について　中国の北京と河北লの境にある「ԏ߫」という町は、中国で最も༗名な݂ӷප
ઐ໳පӃの一つ、「河北ԏ達཮道ഓᬭӃ」がある。一ൠ的に白݂පױ者はྍ࣏අが໿100 万
元（1
500 万円）以上かかる。中国の平ۉ年収は̏万５千元（70万円）でඅ༻のෛ担がॏい。
中国北෦の白݂පྍ࣏で༗名なපӃは北京にあり、ҩྍඅ・家௞がߴく、߫ 外のԏ߫はඅ
༻が安く཈えられ、多くのױ者と家଒は河北ԏ達཮道ഓᬭӃを選ぶ。ԏ߫に住むױ者の家
଒たちは出身地により「同郷会」という自ٹ団体を設立し協力しあっている。中国ではこの
小さな社会を「白݂පଜ」と呼ぶ。ױ者と「白݂පଜ」に住む家଒たちの生活を記録した作
品。作者が「ӡ命の不幸に対して、どうやってडけるのか、どうやって生きているのか」との
問いに向き合える力作である。

名取༸೭ॿ写真৆の঑ྭ৆をいただき、とてもӫ༪のあることと感動しています。私の༮年期の༑
人は「白݂ප」で๢くなりました。そのことがきっかけで中国「白݂පଜ」の取材を始めました。̏ 年間
の撮影では、新ܕコロナの時期とॏなり、様々なࠔ難がありましたが、取材をडけていただいた方々
に感謝しています。この作品を通じて、ױ者たちの現ঢ়に、社会から目がಧくことを願っています。

ड৆ऀͷ
͜ͱ͹

तɹɹ৆ɹɹࣜɿ2022 年 12 月７日（ਫ）　�アルカディア市ヶ谷
ड৆࡞඼ࣸਅలɿ2023 年�1 月 20 日（ۚ）�～�26 日（木）�� 富࢜フイルムフォトサロン東京
　　　　　　　　2023 年�2 月 17 日（ۚ）�～�23 日（木・祝）�� 富࢜フイルムフォトサロン大ࡕ

選考風景　写真左から清水哲朗、野町和嘉、山田健太の各氏
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2022 年　第 17 回「名取洋之助写真賞」総評

先ず今回、第 1� 回名取༸೭ॿ写真৆
をめ͙る応ืڥ؀がେ変ݫしかったこと
に৮れておかなくてはならない。例年、
名取৆には、20 ʙ 30 作品前後の力作が
せられてきたが、今回の応ื作品਺はد
10 作品のみ、応ื写真家は̕名という
、うまでもなくݴ。しい結果であったݫ
コロナՒが３年໨に入り、େ෯なཱྀ行制
行動自ॗがଓくなかで、テーマを۷りԼげて取材ର৅、ݶ
となる人ʑと深く交ྲྀを重ね、30 ఺の作品を撮りԼろすこ
とに相当のࠔ೉があったとਪ࡯する。
応ื作品の中では、中ߐࠃોলの出਎でɼ۝भ࢈業େֶ
େֶӃܳ術研究Պのത士課ఔに在ֶ中のᬝೇさんの、ന݂
ප村のルポルタージϡ作品「ԏ߫෺ޠʕ中ࠃのന݂ප村」
が஫໨を集めた。θロコロナをܝげた中ࠃのͻときわݫし
いঢ়گԼにあって、೉පを๊えてࢮとྡり合わせのところ
に௥い込まれたױ者と、その家଒たちのۭؒにີணした撮
影は、相当なࠔ೉が൐ったであろうことがਪ࡯される。
経ࡁ的にځࠔし௥い٧められたױ者と家଒にີணした労
作であることはධՁできるが、ۃめて重ްなテーマである
だけに、もっと೑ബし、また多面的に光を当てることでさ
らに深みのある作品に結実できたのではないか、との思い
から、ߋなるܧଓ取材΁のྭましをこめた঑ྭ৆とし、残
念ではあるが、名取༸೭ॿ写真৆は今回は֘当作なしとし
た。

υキϡメンタリーフォトの重要な要ૉ
としての、いま伝える΂きことを、いま
伝えるという೤い思いが、応ื作品全体
から十分に伝わってこなかったのが残念
だった。コロナがあったりઓ૪がىきた
りと、ւ֎をはじめとして取材の制໿が
多いとしても、社会の課୊は໨の前にଘ
在しଓけているどころか、より多༷化・
深ࠁ化している。೔͝ろから社会的関心をきちんと࣋つこ
とで、自分ならではの視఺を見つけてඃ写体に向き合って
ཉしい。今೔の写真や映像がᷓれている時代だからこそ、
専門ੑを࣋った「プロ」の眼がより重要になってきている
ことからすれば、ຊ৆の意ຯは一૚重要になっているし、
りでもνϟレンジングなएいօさんの応ืを心଴ちに࡟ૈ
したい。
そうした中、社会ੑと෺ੑޠという؍఺から、中ࠃՏ๺

লの「ന݂ප村」を௥った作品を঑ྭ৆に選んだ。පとの
ಆいを乗りӽえるのに人とのつながりや信ڼにٹいをٻめ
る࢟はݹ今౦西ڞ通するもので、その普ว的テーマとྍཆ
者家଒の集ஂ生活というݻ有のঢ়گをうまく組み合わせ、
、੎をධՁしたものの࢟者や家଒にまっす͙向き合ったױ
ॎ࣠・ԣ࣠ともに取材にްみがܽけている఺が൱めない。
その΄か、ύレスνナを扱う作品で手ࢴを֩にਾえたϢχ
ークな手๏が໨についたが、作品全体としてまとまりやイ
ンύクトの఺でもう一޻෉が΄しかった。

全体的に੩かでల開に๡しく、30 ຕ
組をܗにできなかった作品が多いҹ৅を
受けました。作者から༙きあがる感情や
行動力、取材力の๡しさがそのまま作品
に൓映されたのでしΐう。視఺もオーι
υックスで、１ຕ͝との写真力がऑく、
୶ʑとした内容のཏྻで記Աに残りにく
く心を༳さͿられない。ੈؒに実ଶを知
らしめるためには第ࡾ者のڞ感をݺばなければԿも࢝まり
ません。
υキϡメンタリー作家をࢤす人は一ఆ਺いると信じてい
ますが、写真を扱うメディΞやࢦ導者の少なさ、υキϡメ

野町　和嘉（写真家・公益社団法人日本写真家協会 会長）

山田　健太（専修大学教授）

清水　哲朗（写真家・公益社団法人日本写真家協会 会員）

「名取洋之助写真賞」について
公ӹ社団๏人日本写真家協会（JPS）は、社会にݙߩする事業として「JPS 展」や「日本写真家協会৆」の表জ並びに
জを行っています。2005ݦ 年からは「名取༸೭ॿ写真৆」を創設しました。
名取氏は、1950 年の協会設立初期から写真企画展へのॿ言。ߋに、写真著作ݖのॏཁ性を進言されるなど、さま͟ま
な面で協力をいただいています。຅後、名取༸೭ॿが関わった日本޻๪、サンニュース、ؠ೾写真文ݿの創設に関してわ
が国のフォトジϟーナリズムの発展に大きくݙߩされたことをݦজし、ओとしてएいフォトジϟーナリストのҭ成に໾立
つことを๬み、この写真৆を創設しました。
●名取洋之助（1910〜 62年）　ドイツにཹ学していた名取༸೭ॿは 23 のएさで、1930ࡀ 年代Ϥーロッパでຄ興してい
たフォト・ルϙルタージュをわが国に導入し、木ଜҏฌӴらと 33 年「日本޻๪」を興す。その後、土໳ݓ、౻本࢛ീ、
ُ૔雄策らと『NIPPON』を創刊し、フォト・ジϟーナリズムを確立する。ઓ後は 47 年に『ि刊サン・ニュース』を創刊。
50 年に『ؠ೾写真文ݿ』を創るなど、写真家であると同時にす͙れた企画・編集者でもあった。

ンタリーද現のܗが「写真から動画」΁とஔき換わってい
る影ڹもあるのかもしれません。撮りっͺなし動画のよう
な組写真のߏ੒、ల開に加え、จࣈにཔった撮影、長จの
キϟプション、応ืථ �00 ʙ 1
000 の撮影意ਤ以֎にผ్ࣈ
ステートメントまでつける応ื者がいたのも伝えかたの変
化を感じました。
名取༸೭ॿ写真৆঑ྭ৆、ᬝೇさんの作品はプリントも

ඒしく、応ื作では最も写真力がありました。扱う୊材も
重く೉しいもので中൫までのߏ੒ల開はऒきつけられまし
た。ただ「فり」をඳいた最後の５ຕがऑく最高ධՁまで
はࢸりませんでした。ྺ代受৆者として名取༸೭ॿ写真৆
「֘当者なし」は苦ौの選択でしたが、この結果を今後のඈ
༂にܨげてもらいたいです。
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「燕郊物語―中国の白血病村」（ϞϊΫϩーϜ 30 ఺）
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Ճ者からࢀ
の一言コメ
ントとࢣߨ
からのワン
ϙイントア
ドバイスߨ
評 を 行 っ
た。スクリ
ーンに自分
の撮った作品が映ることと、その作品の印象をその場
で話すことも子どもたちにもインパクトある経ݧとな
ったはずで、見कる親も成長を感じていた様子であっ
た。その後にプリントをテーブルいっͺいに並べての
鑑৆会も行った。ࢀՃ者はプロ写真家が撮影した親子
写真もお土࢈に持ちؼることができ、合わせて 2枚の
プリントに喜んでもらえた。
　最後に全員で記念写真撮影。おそらく子どもにとっ
てはかなり長時間のイベント内容となったが、楽しん
でいた様子だった。また親子にとっても同じ内容をड
いがޓすることでコミュニケーションも生まれ、おߨ
記Աに残る良いおやこ写真教室になったのではと感じ
られた。写真の楽しさや撮影マナーを、プロ写真家と
一緒に体ݧできた。
　ະ来を担う子どもとご家଒に、これからも写真を通
して楽しい経ݧをੵみॏͶるきっかけと学ぶ楽しさを
共༗するおやこ写真教室。今後のご家଒との写真のか
かわり方に変Խをもたらすものとなってほしいと願う。
（記ʗ教ҭਪ進委員・美都、撮影ʗ教ҭਪ進委員・安౻�๛）

　小Ӎの߱るഽפい日であったが、今回は室内実ࢪス
ケジュールとし、安定した؀境で全てのスケジュール
を無事に実ࢪすることができた。
にିطՃ者はड付をすませると、教室の座੮にはࢀ　
し出しカメラが置かれていて、これから࢖ってみるワ
クワクした気持ちをߴめている様子だった。
　まずは座学。プロジΣクターで撮り方のϋウツース
ライドを親子で見ながら、今回࢖༻するି出カメラ
PENTAX�,-3�MBrL�ᶙ、RICO)�8G-70 を手に取り、
実際にૢ作を確ೝしつつ撮影のૅجや撮り方のコツ等
を学んだ。ࢀՃ者の親子は೤৺にスライドを見ながら
カメラのૢ作をあれこれとࢼしていた。
　座学ऴ了後は撮影タイム。قઅ感も感じられる小物
のテーブルフォト撮影を中৺に撮影するものが੝りだ
くさん。アンάルや໌るさを変えて撮影したり、前ボ
ケを作ってԞ行きを表現する方も。そのほかおޓいを
親子で撮り合う本格ライティンά撮影ブースや、別֊
スタジΦでは JPS 会員プロカメラマンによる親子写
真撮影も行った。みんなが時間内に全ての撮影をスム
ーズに楽しんでいただけるように教ҭਪ進委員スタッ
フも順次、次々とଞのブースへ༠導した。
　今回、࢖༻カメラは親と子で機छがҧうため、それ
ͧれのカメラを親子で交׵して撮り方や写り方のҧい
を楽しむ姿も見डけられた。子どもの年ྸ૚は小学生
から中学生と幅広く、年ྸにより親とのコミュニケー
ションも様々で、ご家଒それͧれのスタイルとして印
象ਂかった。
　カメラで撮影した後は、たくさんの撮影画像をじっ
くり確ೝしてベストショットを 1枚セレクトする作業
を行った。そしてエプιン販売ג式会社よりおआりし
たプリンター E8-M873T を
してセレクト画像を༺࢖ 2L
サイズにスタッフがプリント
アウト。
　プリンターからの写真プリ
ント出力に、小学生の子ども
たちはやはり興味௡々。今回
もプリンターをғんで真݋に
見ていた。同じ写真データを
プロジΣクターでも上映し、

「おやこ写真教室」開催
2022 年 11 月 20 日（日） 　（株）ケンコー・トキナー中野本社 セミナールーム＆スタジオ

教育推進委員会

　2020 年ΑΓ࢝·ͬͨʮ͓΍ࣸ͜ਅڭ室ʯ͸、ࠓ年度 2 回໨Λ11月20日（日）౰ڠ会ࢍॿ会員（ג）ケンコー・
トキナーͷ会৔ʹͯ։ͨ͠࠵ɻࠓ回͸౦ژ౎಺Ͱͷ࣮ࢪͱͳΓ、ڭҭਪਐ委員６名ͷεタοϑͰ࣮ࢪɻখֶੜ͔Βதֶ
ੜͷ子Ͳ΋ͱ਌ͷ12 名͕参加ͨ͠ɻ

඼ϓϦϯτؑ৆会࡞Ճऀのࢀ Өࡱ೦هՃऀશһͰࢀ

਌子ͰࡱΓ߹͏ελジΦϙーτϨーτ
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第 16 回 JPS フォトフォーラム
（2022 年 11 月 12 日（土）：東京都写真美術館 1 階ホール）

主催 : 公益社団法人 日本写真家協会

今回のテーマ：

「自然と命を撮るということ」

開会挨拶：会長 野町和嘉
この２年ؒというもの、コロナՒの影ڹで J14フォト
フォーラムはオンラインでの開催となっておりました。
ただ、オンラインでの開催というものは、生の写真のັ力
というものが伝わらないものです。今回、３年Ϳりに実際
に会場に参加者をܴえて開催できたことをେ変خしく
思います。
今回講演をしていただく２人の写真家、େ஛ӳ༸さん

と中村୎࠸さんは、৿、そしてւとରর的なフィールυで
活༂をされています。େ஛さんは、Ξメリカとカナμのࠃ
ばれる地Ҭで༂動すݺ෇近に広がるϊースウッズとڥ
る໋を௥いଓけ、中村さんはਫ中写真を専門としなが
ら、さらに視໺を広げ、ԭೄのج地問୊や、ڥ؀に関わる
問୊を௥っていらっしΌいます。
おೋ方とも19�5 年生まれということで、今೔、ࢲが࣋

って参りました写真は19�2年に撮影したものですから、
おೋ人の生まれを聞いて感֒深いものがあったのです

が（স）。まずはおೋ
人の写真をഈ見させ
ていただき、新઱な
体験をお話しいただ
ければと思います。どうͧ、よろしくおئいいたします。

Ίͯʯɹ大஛ӳ༸ٻԋ：ʮ๺ถϊʔス΢ッζʹオオΧϛΛߨ
大஛です。今日はこのような素੖らしい会場にお呼び

いただき、光ӫです。私は今、北ถのアメリカとカナμ
の国境付近に広がるノースウッズという場所で、野生の
ΦΦカミを探して写真を撮り続けています。私は写真家
を目ࢦした時から「写真家というのは、生き方を問われ
ているのだな」と考えていました。普段から何を考え、
何を௥い求め、そしてどう行動したか、その先に写真が
あり、作品がՌ実だとすると、それが実るためには、木
をԆばし、ࠜを広げてゆく時間がとても大事なことなの
だろうと考えています。
私は京都の෣௽で生まれ、東京の世ా谷でҭちまし

た。大学生になった時に、新しい世界を見てみたくなり、
ワンμーフォーήル෦に入り、沢登りを始めました。そ
の時に私は登った山のඪߴをڝうのではなく、その過程
を楽しめるようになりました。沢でイワナを௼って、ข
Րでমいて৯べる。໷はۭに天の川を見て、テントで຾
る。その時に、自分はこの੕に生まれたんだということ
を感じました。私はジϟーナリストをࢤ๬していたので
すが、せっかく自然の中に入ってゆくٕ術を身に付けた
のだから、それを人に伝えていきたい。大学２年生の夏
休みに、੕野道෉さんの写真集と出会い、写真の持つ
力を目の౰たりにしたことで、写真家をࢤすようになり

コロナՒͷӨڹΛड͚ͯ 2020 年ͱ 2021 年͸オンラインͰ։͍ͨͯ͠࠵
J14 ϑΥトϑΥーラム͕、2022 年͸ྫ年௨Γ会৔Ͱͷ։࠵ͱͳΓ、11 月 12 日

（౔）ʹ౦ܙ・ژൺणͷ౦ژ౎ࣸਅ美術ؗ̍階ϗールͰ։ͨ͠࠵ɻϓログラム͸
લͷ෦͸ޕ、͍ߦͷ２回ޙޕલͱޕ 10 ࣌ 30 ෼͔Β、ޙޕͷ෦͸ 14 Β։͔࣌
Δࣸਅͷ಺༰͢༺࢖ʹͷ෦Ͱ͸ύωルσΟεΧοシϣンޙޕલͷ෦ͱޕ、࢝͠
Λม͑ͯ、参加ऀʹΑΔσΟεΧοシϣンΛͨͬߦɻ

ੜ͖Δੜʹٿͱ、地ٿΔͱ͍͏͜ͱʯɻਓ͕ؒ地ࡱ回ͷςーマ͸ʮࣗવͱ໋Λࠓ
෺ͱͷڞੜΛ͑ߟͳ͕Β฻Β͍͔ͯ͠ͳ͚Ε͹ͳΒͳ͍、ݱ୅ʹੜ͖Δਓ͕ؒ
௚໘͢Δ໰୊ʹ͍ͭͯ、͞ ·͟·ͳ角度͔ΒͷσΟεΧοシϣンΛͨͬߦɻ
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Forum

࠸ԋ：ʮਓ͕ؒଠ౛ଧͪͰ͖ͳ͍ւதੈքʯɹதଜ୎ߨ
ਫ中写真家の中ଜ୎࠸と申します。私のओなフィール

ドはਫ中ということになりますが、川とか森にも通って
います。まず、ごཡいただくのはやんばるの森です。沖
縄県北෦の名ޢ市にあり、世界Ҩ࢈にもなりました。遠
くに見えるւが大浦湾。一ൠ的には「ล野古」という名
前で知られています。普天間ج地の移స先としてީิに

がっている場所です。私はこの湾の写真を20年以上ڍ
にわたって撮り続けています。
沖縄といいますと、੢ւ؛の読谷ଜなどがリκート地

として知られていて、؍光で沖縄に行かれる方は੢ւ؛
が多いと思うのですが、この大浦湾がある東ւ؛は؍光
で行かれる方というのは少ないのですが、私は通うよう

ました。とはいいましても、何をテーマにしたら良いの
か分からない。
そんなある時にΦΦカミの夢を見まして、図書館でΦ

Φカミのことを調べた。そして『BroUIFr�8oMf』という
写真集と出会いました。ジム・ブランデンバーάという
方が撮った写真集なのですが、この方にఋ子入りをした
いと考え、手ࢴを書いた。ナショナル�ジΦάラフィック
社の気付で手ࢴを送ったのですが返事が来ない。そこ
でブランデンバーά氏に会うことを考えたのです。氏の
記事によく出てくる町の名前がある。そこに行けば会え
るにҧいないと考えて出かけ、その町まで出かけ、最後
は人ͮてでブランデンバーά氏に会うことができたので
す。けれども、ఋ子入りはஅられました。ఋ子は取って
いないというのですͶ。けれども、写真を撮りたいとい
うのであれば、自身が所༗している小԰があるので、そ
こを࢖ってよいというڐՄを得ました。こうして、私の
ノースウッズでの撮影が始まったのです。
それからは日本でアルバイトをして、おۚがஷまった

らノースウッズに出かけて写真を撮る生活が始まりまし
た。この地Ҭにはߴい山はなく、਑葉樹の森と無数のބ
が広がっている場所です。地形にߴ௿ࠩがありませんか
ら、見通しはききません。まず、けもの道を見つけて歩
くことを覚え、生まれたばかりのࣛと出会い、ઐ໳家と
一緒に森を歩いてフクロウの生態を学ぶ機会にもܙまれ
ました。山Ր事の੻に出会ったこともありました。この
地で山Ր事というのは自然の破壊ではなく、Ր事の੻に
एいժがҭち、それを求めて動物が集まるようになるྠ
㕩の一つなのですͶ。
動物に出会うにはコツがあって、൴らの生態を知るඞ

ཁがある。何を৯べ、どこで࿀をするか、૥がどこにあ
るかを知っていれば、動物に出会えるՄೳ性がߴまるわ
けです。森の中で、動物はԻを࢖ってコミュニケーショ
ンを取ります。ある時、真新しいΦΦカミの଍੻を見つ
けたのですが、ΦΦカミの姿はない。そこでΦΦカミの
੠を真ࣅて੠を出してみました。（˞会場で実際にΦΦカ
ミの໐き੠を൸࿐）ある人からΦΦカミの໐き方を教え
て頂いていたのです。これは「みんな、どこにいるの？」
という意味の໐き方だそうで、その੠を出してみたら、
実際にΦΦカミがやって来ました。その時は、ΦΦカミ
にғまれたらどうしよう？と思ったのですが（笑）、やが
て੠のओがΦΦカミの஥間ではなく人間であることを理
解してফえていった。ほかにもΦΦカミが近くまで来て
くれたことはあったのですが、まだ、満଍のいく写真を
撮れるڑ཭までは近ͮいてくれません。きっと私が、も
っとΦΦカミの生態のことをਂく知ることができれば、Φ
Φカミは近くまで来てくれるようになるのだと思います。
私のノースウッズの写真には人間も登場します。ここ

に住む人も今はカψーだけでなく、モーターボートを࢖
うようになり、生活には変Խが生まれている。そのよう
な中で、൴ら自身がどのようにアイデンティティーを保
つか苦しんでいる෦分もあるように感じています。その
฻らしぶりを記録することも私にとっての大切なテーマ
であり、それ
を௥いなが
ら、これから
も撮影の旅を
続けていくの
だろうなと考
えています。
今日はどうも
ありがとうご
͟いました。

৿とބのੈքノーε΢οζにదԠͯ͠ੜきる΢ουランυɾΧϦϒー
撮影：大竹英洋

オオΧミは༻৺深͍ੜき෺で、໓ଟにਓલに࢟をݟ
ͤな͍。撮影にはࡉ৺の஫ҙがඞཁだ。

撮影：大竹英洋

大஛英༸（おおたけ・ひでひろ）
1�7� 年ژ౎෎ੜ·Εɻ一ڮେֶࣾ会
ֶ෦ଔۀɻ๺ถϊーε΢οζʹͯ、ཱྀ 、
໺ੜಈ෺、ਓؒͷ฻Β͠ΛࡱӨɻhͦ͠
ͯ、̈́ ͘͸ཱྀʹग़ͨɻɦͰകᑫ஧෉・山
ͱ୳ݕจֶ৆ɻhϊーε΢οζ　ੜ໋
Λ༩͑Δେ地ʱͰ౔໳ἡ৆ɻ日ܦナシ
ϣナル δオグラϑΟοΫࣸਅ৆第̓
回ωイνϟー෦໳࠷༏ल৆、第 � 回ϐ
ーϓル෦໳࠷༏ल৆ɻ྆ ෦໳Ͱͷड৆
͸ॳɻJ14 会員ɻ
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になりました。それではなぜ、私が沖縄の東ւ؛に通う
ようになったのかといいますと、私は 20 代の半ばまで
東京でμイビンάのインストラクターをやっていたので
すが、その後にਫ中写真家になりたいという思いがڧく
なり、それではどこに行ったらよいのだろう？それは10
の時に初めてμイビンάをして感動した沖縄のւだとࡀ
考え、26ࡀの時にインストラクターの仕事をࣙめて、沖
縄に移住しました。そして大浦湾に通い始めたのです。
最初は手探りঢ়態でした。2003 年の頃でしたが、マ

スコミでは毎日のようにล野古へのج地の移సを࿦じて
いる。沖縄に住まれている方も移సࢍ成、移స൓対と、
いろいろな意見が出ていました。私は੓࣏的な問題には
触れないようにしておりましたが、そのような時に沖縄
の東ւ؛でジュΰンの撮影をする仕事が来ました。2003
年 11月のことです。ւにજってみますと、東ւ؛のւ
は੢ւ؛にൺべて知名度が௿く、ւが「手つかずのঢ়態」
になっているところも多かった。これは私にとって大き
な魅力でした。そして、私の東ւ؛通いが始まったので
す。
沖縄のジュΰンというのは北ݶのジュΰンなのだそう

ですが、今ごཡ頂いている写真のւ૶が生えている真
ん中に２本の線のようなものが見えると思います。実は
これがジュΰンのはみ੻なのですͶ。このような写真を
毎日撮り続けるようになりました。大浦湾には੨サンΰ
の大܈落があります。੨サンΰは別名を「縄文サンΰ」
ともいいまして、3000 年以上をかけてこの大きさになり
ます。50ｍ×30ｍ。そしてߴさ12ｍの੨サンΰの大
落が大浦湾にあるのです。その大サンΰが܈ 3000 年前
から、まるで大浦湾のओであるかのようにそこにいてւ
を見続け、ڕをҭんでいる。ですから私は、大浦湾に଍
をӡんだ時は、ඞずこの大サンΰに会うようにしていま
す。
大浦湾には 2本の川がྲྀれ込んでいます。この川が

やんばるの森でҭまれたӫཆ๛かなਫを注ぎこんでいま
す。私はこの川をḪって写真を撮ることもあります。時
にはカメラをϋウジンάの中に入れて、ྲྀれる川のਫ中
写真を撮ることもありますし、カメラをϋウジンάから
出して、೒の写真や、木のࢬから落ちる࣢の一ణを撮る

こともあり
ます。そう
いった一ణ
一ణのਫが
集まること
で、ล野古
の自然が作
られている
のだと感じ
ています。
自然の写
真というの
は、天気が良いと良い写真が撮れるように感じるもので
すが、実はそうではなくて、やはり޻෉が大切なのだと
感じています。今日は天気がѱいから良い写真は撮れな
いという先入؍にとらわれていると、良い被写体に出会
っても、それを見つけ出すことができないかもしれな
い。ですから私は、いつもなるべくフラットな気持ちで、
自然と઀するように৺がけています。大浦湾の؛から
400 ｍほど沖合の場所に、「クマノミ城」と呼ばれてい
るスϙットがあります。௚ܘ 4ｍ、ߴさ２ｍほどのؠが
あって、これがサンΰとイιギンチϟクで෴われ、多く
のϋマクマノミが生息していたことからこの呼び名が生
まれたのですが、ล野古のຒめ立て޻事が始まると、「ク
マノミ城」の上を੺土が通るようになり、೤ଳ性ւਫڕ
の楽Ԃだった場所が、まるでഇᆣのようになってしまい
ました。私は、ج地の問題には安қに൓対をএえること
はしていないのです。それは沖縄に住んでいる人にとっ
ても、いろいろな立場があると感じているからです。そ
れでは޻事がऴわれば、「クマノミ城」が元に໭るのか？
それは解りません。ですから私はいま、かならず̐月に
「クマノミ城」の様子を記録し続けています。
実は、今年（2022 年）も行ってࢀりました。写真を

ごཡ下さい。サンΰが元に໭りつつあります。最近は�
「沖縄のւがࢮんだ」ということをよくいわれています
が、よく見ると、こうしてւが元に໭りつつある。その
理༝はわかりません。わからないのですが、ւは元の姿
を取り໭しつつある。私は、何が美しいとか、何がਖ਼し
いというような先入؍、人間のଆの都合ばかりを優先す
る考え方にとらわれることなく、これからも沖縄のւ、
自然を撮り続けていきたいと考えています。

ೄจαンΰとも呼ばれ、ڕたͪのΏりか͝とͯ͠�000年もの࣌をͯܦ
このւの໋をҭΜできた。·るで຺ࢁのようで͋り、このւのओたるဣ
·͍はਆʑ͠くも͋る。（ԭೄݝɾล野ݹ）� ɹɹ�撮影：中村卓哉

ϒϧυーβーで͙͑り取ったようなےಓはδϡΰンがւ
૲を৯べたࠟ੻で͋る。ઈ໓ةዧछのδϡΰンが฻Βす
஍্ٿ๺ݶの場所がこのล野ݹपลのւҬで͋る。
� 撮影：中村卓哉

தଜ୎࠸（なかむら・たくや）
1�7� 年౦ژ౎ੜ·Εɻ日ຊେֶܳ術
ֶ෦ଔۀɻ10 ԭೄͰμイビʹ࣌ͷࡀ
ングͱग़会͍、ւதੈքͷྂͱͳΔɻ
ライϑϫーΫͱ͢Δล໺ݹͷւ΁͸
20 年௨͍ଓ͚͍ͯΔɻओͳࣸਅू͸、

ʰւͷࣙయ 、ɦh ύϓΞχϡーΪχΞ　
ւͷݯىΛΊ͙Δཱྀ 、ɦhล໺ݹʕւͱ
৿͕ͭͳ໋͙ʱͳͲɻ第 2 回日ຊࣸਅ
ֆຊେ৆༏ल৆ɻJ14 会員ɻ
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そのようなことを考えさせられました。
େ௩　ありがとうご͟いました。大஛さん、中ଜさんに
お見せいただいた世界とはまったくҟなる世界、自然に
ついてお話をいただきました。さて、大஛さん、中ଜさ
んとも1975 年生まれということで、私は、大஛さんと
中ଜさんがおޓいにどのように相手を見ているかという
ことに興味を覚えました。そこでおޓいが気になる写真
を選んでいただき、それを࣠にして話を進めてみようと
思います。最初は大஛さんが選ばれた中ଜさんの写真
です。大஛さんは、中ଜさんが沢のਫがྲྀれる様子を
ਫ中から撮影した１枚を選ばれましたが、その理༝は？
େ஛　私は沢登りを始めたことで、自然に触れることの
素੖らしさを知ったと申し上げましたが、中ଜさんのこ
の写真には、自分にはないࢹ点を感じ、目を見開かされ
た思いをしました。私もこれからこのような撮り方をし
てみたいと、そう思いました。
େ௩　中ଜさんはਫ中を自分のメインの෣台にされてい
るということですが、どうしてもカメラをਫの中に入れ
たくなってしまうものなのですか。
தଜ　そうですͶ。自分だけのࢹ点、ほかの方が撮れ
ないような写真ということを考えてゆくと、やはりਫの
中から世界を見るという考え方に行きணきます。この写
真を大஛さんに選んでいただいたということは、沢登り
のٕ術がない自分でもこれだけ撮れたのだから、それ
ではٕ術のある大஛さんであれば、どのような写真を撮
られるのだろう。その写真を見てみたいという気持ちに
なりますͶ。
େ௩　大஛さんは、これまでカメラをϋウジンάの中に
入れて、ਫの中に入れるというような撮影をやられたこ
とはあるのですか。
େ஛　やったことはありません。ですから、この中ଜさ
んのこのࢹ点は新鮮で、森とਫというのは、こういう風
につながっているのだな、と感じました。
େ௩　野町先生は、ਫの中は撮られていますか。
໺ொ　ないですͶ。私は、どうしても人にカメラを向け
てしまいますͶ。
େ௩　次に、中ଜさんが選んだ大஛さんの写真です。
中ଜさんは、大஛さんが撮られたΦΦカミの写真を選ば
れました。この写真を選ばれたのは？
தଜ　私は子どもの頃、『シートン動物記』を読んでҭ
ちました。大学時代には、ઈ໓したと伝えられるニϗン
ΦΦカミが、実はまだட෕のԞに生息しているのではな

パネルディスカッション

パネリスト

େ஛ⓤ英༸
தଜⓤ୎࠸
野ொⓤ࿨Յ
司会：�大塚茂夫（『ナショナル�ジオグラフ

ィック日本版』編集長）

˙ ʮྑい写真ΛࡱΔたΊʹɺ΋っͱඃ写ମの
͜ͱΛ知Γたいʯ

େ௩　『ナショナル�ジΦάラフィック日本版』の大௩で
す。よろしくお願いします。まず始めに、今日のテーマ
「自然と命を撮るということ」に沿う形で、野町会長の
作品をごཡいただき、解આをお願いしたいと思います。
໺ொ　今日、ここにどのような写真をごཡいただくか少
し考えたのですが、大஛さんが北の国の自然、中ଜさ
んがւ中の世界ということで、私はその対ۃとなる࠭യ
の写真を持ってࢀりました。写真の場所はリビアのೆ෦
です。264 ಄のラクμによるΩϟラバンで、川のように
見えるのは佈気࿖です。Ωϟラバンは໷をపして歩き、
ன間にごく୹い休ܜをとります。ある時、調子がѱくな
って歩けなくなったラクμがいました。すると、Ωϟラ
バンのஉたちは、このラクμを໎うことなく、Ṋ殺、解
体し良࣭の೑だけを切り取ります。この歩けなくなった
１಄に関わって時間を࿘අしていたらଞのラクμに٘ਜ਼
が出ることを知っているからです。そうして解体したラ
クμはそのままにして、Ωϟラバンは何もなかったかの
ように動き始めます。
次の写真はニジΣールで撮影したものです。࠭യ地
ଳの非常に厳しい؀境下で、人々が生きている。ਫも
一ణもないような場所なのですが、家சにつるべを引か
せることによって、地下100メートルのਂ井ށからਫを
得ている。このਫが།一、命のྐなのです。
このような厳しい؀境の中で、人間が生きてゆくこと
の意味は何
だろう？　
何を৺のࢧ
えにして生
きているの
だろう？　
私は、࠭യ
で撮影をし
たときに、 深井戸のつるべを引かされるロバ。��撮影：野町和嘉
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いか、という
ᷚが広まった
こともあっ
て、実は毎ि
のようにԞட
෕に通ってい
たのです。そ
んなことがあ
りましたか
ら、私は今で
もΦΦカミに会ってみたいと思っています。ΦΦカミと
いう動物は、やはりԦ様のような存在なのでしょうか。
ւの中のシϟチのような。
େ௩　大஛さんにとって、ΦΦカミの魅力はどこにある
のでしょうか。
େ஛　みなさん、ΦΦカミというと、ಐ話の「੺ずきん
ちΌん」に出てくるような、अѱなイメージが࡮り込ま
れているのではないかと思います。実際には、北ถでの
記録では、ΦΦカミが人をऻったྫは２件、あるかない
かというところで、それも決定的な証ڌがあるわけでは
ない。つまり、ΦΦカミが人間を৯べに来るようなこと
はないのです。ΦΦカミというのは、ੌくܯռ৺がڧい
動物で、人を容қに近ͮけさせません。私自身は、もっ
とΦΦカミに近ͮきたいと考えていますし、そのために
はΦΦカミのこと、自然のことをもっと知らなければな
らないのだと思っています。そういう意味では、とても
難しい被写体を最初に選んでしまったのかもしれません
が、だからこそ、๞きずに௥うことができているのだと
思います。

˙ઐ໳家ͱߦʹڞಈ͢Δ͜ͱのϝϦοト
େ௩　大஛さんは先ほど、ΦΦカミの੠を人からशった
と話されていましたが、ઐ໳家の方と一緒に行動される
ということもあるのですか。それにはどのようなメリッ
トがあるとお考えですか。
େ஛　やはり、無知なままに森の中に入っていっても、
動物の行動様式というのがわからないかと思います。私
の知人にはフクロウのڀݚを30年続けているものがお
りまして、൴は໐き੠の真ࣅもできます。すると、フク
ロウが੠を返してくれる。どこにフクロウがいるのかが
す͙にわかるわけです。見通しのきかない森の中でフク
ロウの૥を見つけるには、そういった経ݧと知識を私た

ちが学ばない
と、一生かか
ってもḷりண
くことができ
ないかもしれ
ません。ઐ໳
家から学ぶこ
とで、私たち
写真家のՄ
ೳ性がߴまる
のだと思いま
す。
େ௩　中ଜさんの場合は、ڀݚ者、ઐ໳家の方と一緒
に仕事をされたことはありますか。
தଜ　ւにજる時は、やはり地元の方と一緒に行動す
るのが一൪です。１時間もすれば背中に背ෛっているタ
ンクのエアがなくなりますから、なるべく「探す時間」
をݮらすことで、撮影に時間をඅやしたい。ڕという生
き物は、छྨによってアプローチがҟなります。ྫえば
メバルというڕは、下から近ͮくと近くまで行けるので
すが、上から近ͮこうとしてもす͙にಀげられてしま
う。それは൴らが上から落ちて来る㕒を待ち構えている
という生態をඋえているからです。ڀݚ者の方というの
は、そういう知識を๛富にお持ちですから、それを学
び、あるいは自分でも本を読んでڀݚをܽかさないよう
にしています。
େ௩　野町先生、写真家とઐ໳家が共同で作業すると
いうことは多いのですか。
໺ொ　どうですかͶ。私の場合は、Ψイドはつけずに
単ಠで行動して、自分で体で覚えました。ただ、ຽଏ
関܎のࢿྉを読み込むというような作業は行います。こ
れも共同作業というわけではなく、自分一人での行動と
いうことにはなるのですが。撮影中はあくまでも単ಠ行
動です。໷もΩϟラバンの横に自分のテントをுって、
一人で຾っていました。
େ௩　私はいつも、写真家の方の行動力に感৺させら
れています。それも写真家にとっての大切な࣭ࢿ、生
命線なのかもしれませんͶ。

ʮ̇ྑいͱ͜Ζ͚ͩࡱΔʯͱい͏のͰ͸ͳ͘
େ௩　次の写真に移りましょう。次は大஛さんが選んだ
中ଜさんの写真です。これは「クマノミ城」の写真で

取材は、原野でひとり野営をすることも。焚き火で暖を
取り、夜空にはオーロラが輝く。� 撮影：大竹英洋

イソギンチャクに覆われたクマノミ城と呼ばれる場
所にはクマノミの棲家となるイソギンチャクに覆わ
れハマクマノミの楽園のような場所だった。
（2010年４月）� 撮影：中村卓哉

野ொ࿨Յ（のまち�かずよし）
1�46 年ߴ知ݝੜ·Εɻࣸ ਅՈ・٩ౡ
師事͠、1�71ʹࢯོ 年ʹಠཱɻ1�72
年、20 ୅൒͹Ͱαϋラ࠭യʹཱྀͨ͠
͜ͱΛݶۃ、ʹػܖͷ෩౔ʹੜ͖Δ
ਓʑͷਫ਼ਆੈք、৴ڼΛςーマʹ地ٿ
Λଓ͚Δɻ2000ࡐ໛Ͱऔن 年Ҏ߱
͸、Ξンσε、インυ、イランΛத৺ʹ
औࡐɻ౔໳ݓ৆、ܳ術બ঑จ෦େਉ৽
ਓ৆ͳͲΛड৆ɻ200� 年、ࢵद๙ষ
ड৆ɻJ14 会長ɻ

大௩ໜ෉（おおつか�しげお）
1�6� 年੩Ԭݝੜ·ΕɻେֶͰൺֱจ
ԽΛֶΜͩޙ、์ૹہͰ์ૹ൪૊ͷ
、͠ݧܦΛۀ会ࣾͰ՟෺Ӧۭߤ、࡞੍
2004 年２月͔Βh ナシϣナル δオグ
ラϑΟοΫ日ຊ൛ʱͷฤूʹܞΘΔɻ
2011 年̍月ʹฤू長ʹब೚、日ܦナ
シϣナル δオグラϑΟοΫࣸਅ৆ͷ
৹ࠪ員΋務ΊΔɻ
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す。最初の写真が 2010 年̐月の撮影。次が 2013 年の
̐月です。大஛さんが、この写真を選ばれた理༝は？
େ஛　一つのフィールドに通い続ける、長い時間をかけ
るからこそ、見えてくるものがある。中ଜさんの写真に
は、それを感じさせる力があり、定点で؍ଌを続けるこ
との大切さを感じることができました。
େ௩　それは私も同じです。ล野古の開発によって、
ഇᆣのようになってしまった「クマノミ城」が、後日に
なって෮活している。そのカットを見て、私はほっとし
ました。ߨԋでは中ଜさんが「フラットな৺で気持ちで
自然と઀する」ということをڼっていたのですけれど
も、そのあたりを、もう少しお話しいただけますか？
தଜ　実は、ล野古のւを撮っている時に「良いとこ
ろだけ撮るのだろう」「ࢮんだような場所は、切りࣺて
てしまうのだろう」というような੠もฉいたのです。け
れども、自分が撮るからには、そのようなことはしたく
ない。美Խするのではなく、ྫえば写真の৭調にしても
ナチュラルなものとして、ւの৭の྘から੨に変わるά
ラデーションを大切に考えて、੺ைが入ってくればւが
୙ることもあるけれど、それも記録しなければならない
と考えます。
େ௩　自然を相手にしていると、৭をつけようと思えば
つけることもできると思うのですが、大஛さんの৺構え
というのは、どのようなものなのでしょう。
େ஛　写真の৭についても、撮ったものをそのまま見せ
ることはしない。௼ったڕをそのまま「どうͧ」といっ
てྉ理として出す人はいないわけです。ࡹくのか、塩、
ᑦで味付けをするのか、それはいろいろな方๏があމ
ると思うのですが、１枚の写真をきちんと鑑৆できるよ
うに仕上げるという作業は行っています。現代の写真は
後ॲ理でどのようにもՃ޻できるのですが、ただし、素
材の味を失わせないことは大切だと考えています。
େ௩　次に中ଜさんが選んだ大஛さんの写真も、同じ
定点؍ଌによる写真です。１枚が山Ր事の੻の写真。
もう１枚がそこでժ吹くएいժの写真です。
தଜ　私が撮ったサンΰの่壊と同じࢹ点を感じまし
た。山Ր事というのは自然の摂理の一෦であって、それ
はサンΰの่壊と同じである。それを「कろう」と考え
る人間というのは、おこがましい存在ではないか…。
໺ொ　アメリカのイエローストーン国立公Ԃでも、その
考え方を実ફしています。山Ր事がىこっても์置して

ফすことをしない。人の手を入れずに自然の再生を見क
っています。
େ஛　山Ր事というものは、年間に何万回というペース
でස発しているのです。人間が住む小԰などにՐがٴ
びそうになったらফՐ活動をしますが、自然は自然にま
かせておいた方が良いという考え方です。山Ր事がى
こるたびに߄ててՐをফし続けていると、今度は木が૿
え過ぎてしまって、一度ىこった山Ր事をফすことがで
きなくなる。そういうことも経ݧによってわかっている
のですͶ。自分一人の人生の中だけでなく、何ඦ年とい
うスパンで物事を見ることが大切なのだということも、
自然を相手にしていると感じさせられるようになります。
େ௩　お二人の活動にこれからも期待したいと思いま
すが、現代の写真家を取り巻くঢ়況というのは、それほ
ど良くないと感じています。メディアはࢽࡶの数がݮり
続ける中で、個人の作品の発表の場が̨̨̣に移行し
ている。そのような中で、これからお二人がどのように
活動していこうとお考えになっているか、教えていただ
けますか。
தଜ　写真を撮るという行ҝは変わりませんし、個人が
自༝に情報を発信できるようになった。自分としては、
撮りたいものを撮って、それを自分のペースで発信し続
けていきたいと思います。
େ஛　写真というのはऴわりのない世界です。自分が
自然をどう理解しているのか、どう理解をਂめていける
のかというところから１枚の写真が生まれる。そのプロ
セスを楽しみながら、撮影を続けていければと思います。
େ௩　本日はありがとうご͟いました。
ᴷᴷこの後、∁ଜ達 JPS෭会長のѫࡰがありޕ前の෦が
ऴ了。ޕ後の෦は大஛氏、中ଜ氏によるߨԋを行った後、
後の෦のパネルޕ、前の෦とは変えてޕする写真を༺࢖
ディスカッションを行った。

ʤ+14ϑΥトϑΥーϥϜࢍڠʥΤϓιϯൢചʢגʣɺ
0.σδλϧιϦϡーγϣϯζʢגʣɺΩϠϊϯϚーέ
ςΟϯάδϟύϯʢגʣɺʢגʣγάϚɺʢגʣλϜϩ
ϯɺʢגʣχίϯΠϝーδϯάδϟύϯɺ෋࢜ϑΠϧϜ
ΠϝーδϯάγεςϜζʢגʣʢ��Իॱʣ

（記ʗ出版広報委員：஑ޱӳ࢘、撮影ʗ出版広報委員：
川上୎໵）
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第５回࡫ຊࢠ߃写真৆の受৆を記念した、公益社ஂ
๏人೔ຊ写真家ڠ会主催・西໺Յݑ写真ల「ङりたて
るもの」を 2022 年 12 月 22 ೔（໦）から 2� ೔（ਫ）
まで、ΞイデムフォトΪϟラリー「シリウス」（౦ژ
౎新॓区）で開催した。
会が報ಓ写真家とڠ写真৆は、೔ຊ写真家ࢠ߃ຊ࡫
して活༂した࡫ຊࢯࢠ߃の業੷をݦজし、その精ਆを
受け͙ܧ写真家の活動をたたえ、ॿ੒することを໨的
として創設された。今年度が５回めの受৆となる。
今回は写真集h をܸつʱhւ人۽ � ീ重ࢁのւをาくʱ
に結実した、伝౷的なङྌやړᎤに生きる人たちをର
৅とする、長年にわたる真伨な取材活動とܼ出した作
品にରして৆がଃられている。前者はඈଭのࢁ中で۽
ङりをして฻らす人ʑの、後者はീ重ࢁॾౡでړをし
て฻らす人ʑの೔常をテーマにした写真集で、どちら
も、೔ຊ人の多くが๨れかけているに違いない「ङり」
に生きる人ʑの೔常がඳかれている。
めたのは࢝が写真をࢲ」 20 、でした。最初はࠒのࡀ
いわΏるネイνϟーフォトを撮っていました。主なフ
ィールυはླྀྻٿౡです。そのうちにあるきっかけか
ら、ړ師さんや、ハブัりの方と知り合い、その時か
ら७ਮな自વではなく、人と自વの関わりを撮るよう
になりました。そこに౎ࢢ生活者が๨れたେ੾なもの
があるように感じたのです。人ؒは自વからࡡ取をし
なければ生きていけない。それではその理૝のܗとは
Կなのだろう？もしかしたら、ീ重ࢁのړ師さんや、
ඈଭのྌ師さんたちは、それを࣋っているのではない
だろうか？そのように感じたのですね」と、西໺さん
は一࿈の作品の撮影を࢝
めたきっかけをそうޠ
る。
もちろん、人ؒが使う
ಓ具は、ੲとはൺ΂もの
にならない΄ど進าして
いる。最新のੑೳを備え
たړધや、スキϡーバμ
イビング用のΤΞタンク
を使えば、֫ړ量はඈ༂
的に向上することがظ଴
できる。けれども、自વ
の中に฻らす人ʑには、
ܾして௒えることのない
一ઢがあるようにも感じ
られる。
「൴らとてੲながらの
方๏だけでは、生活が੒
り立たなくなっていま
す。ړに出る時はΤンジ

ン෇きのધに乗
り、タンクをഎෛ
うこともあります。
そこには試行ޡࡨ
があります。ࢲは、
そんな൴らの᫶し
い創意にもڵຯが
あります。生業な
ので、きれい͝と
だけでは੒り立ち
ません」
ᴷᴷ　ړʹΧϝラϚンが෇͍ͯくるͱ͍͏の͸ɺ൴Β
ʹͱͬͯअຐͰ͸ͳ͍のͰしΐ͏͔ʁ
「そのとおりです。ただ、ࢲの写真を見て௖くと、h苦
労して撮られたのですねʱというݴ༿をかけて௖くこ
とが多いのですが、ࢲ自਎は苦労したとは思っていま
せん。ړ師の方と一ॹにいて、େړの時は一ॹにتͼ、
ෆړの時は一ॹにչしがる。そうやって少しずつ஥ؒ
に入れて໯えたということでしΐうか。もちろん、ړ
にもڵຯがありますから、໢をた͙るのを手伝って」
ᴷᴷ　ࢣړのํの଍をҾͬுΒͳ͍ఔ౓ʹͰ͔͢ʁ
「いや。଍は十分に引っுっています（স）。ࢲにと
っては記録することが仕事でもありますけれど、ړを
している人にとっては、それはどうでも良いことで、
༨計なおੈ話でしかない。それでも஥ؒに入れて௖け
たのは、h今೔はたくさん֫れたね。明೔もまた来いよʱ
というような人ؒ関係をߏஙするաఔを一ॹに楽しめ
たからでしΐう」と西໺ࢯ。
ᴷᴷ　ͦΕͰ͸͜Ε͔Βの༧ఆ͸ʁ
「ङྌというと、どうしても残ࠅな面が強ௐされた
り、ٯに伝౷の෦分をඒ化されたりしがちですが、そ
うではなく、౎会にॅΉ人がిंに乗って会社に行く
のと同じようなʰ೔ʑの営ҝʱとしての෦分を੾り取
りたい。そういう視఺で、これからも೔ຊಠ特のړ・
ྌのܗ、あるいは෩౔に生きる人ʑの当たり前の೔常
を記録していれければとߟえています」と、西໺ࢯの
。༿は、最後もԺやかだったݴ
� （記・撮影／出൛広報委員ɿ஑ޱӳ司）

లཡ会͸৽॓۠のʮγϦ΢εʯͰ̓೔ؒʹΘͨΓ։࠵しͨ

第̑ ճ⽛࡫ຊࣸࢠ߃ਅ৆⽜ड৆記೦ల
� 2022年 12月 22日ʢ木ʣ～2�日ʢਫʣ

੢໺Յࣸݑਅ展ʮङΓͨͯΔ΋ͷʯ� ΞイσムフォトΪϟϥϦʔʮγϦ΢εʯ

会৔Ͱలࣔ࡞඼ΛόッΫʹしͨ੢野ࢯ

ड৆ه೦లのҊ಺ঢ় %.
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公ӹ社団๏人日本写真家協会がओ催する 2022 年ୈ
17 回「名取༸೭ॿ写真৆」（24 ʵ 25 ทࢀর）のड৆者に
よるड৆作品写真展を、富࢜フィルムフォトサロン（東
京ʗ大ࡕ）で開催した。同時
に日本のフォト・ジϟーナ
リズムの確立と発展に多大
なݙߩをされた、名取༸೭
ॿ氏の写真展を開催した。
名取৆঑ྭ৆ड৆のᬝೇ

（すうなん）氏に写真展会場
で、白݂පױ者の取材を始
めた経Ңや、取材中のエϐ
ιードなどを࢕った。ᬝ氏
は 2012 年７月に日本ޠを
学ぶために来日し、現在は
۝भ࢈業大学のത࢜՝程で
造形表現をઐ攻している写真家である。

˗༡ͼ൒෼ͷࣸਅ͔ΒυΩϡϝϯλϦʔࣸਅ΁
写真との出会いは、日本ޠ学ߍのクラスメートに写
真の好きな༑人がいて、൴の影ڹで写真に興味を持ち
ました。最初は༡び半分で撮っていたのですが、ある時
「写真には人間の؟が見た物以上の『何かが映ってい
る』と気ͮき」、写真を本格的に学ぶことにしました。
優れた写真をたくさん見るうちに、私はマάナムフ
ォトの写真家たちのように、「人間のドΩュメンタリ
ー」を撮りたいと思い始めました。ࠔ難なঢ়況の中で一
生ݒ命に生きる人々の姿を記録し、世界を少しでも良
くしたいと思ったのです。

˗༑人ͷࢮͷهԱɺ�
　ίϩφՒͷऔࡐ
ドΩュメンタリー写
真を撮りたいと思って
いたとき、ۮ然ࢽࡶで
白݂පのױ者さんの記
事を読みました。その
時白݂පに関する自分
の記Աがોりました。
11 ～ 12 の頃、私のࡀ
年上の༑人が白݂පで
๢くなっていたのを思
い出し、白݂පױ者を
撮る決৺をしたのです。
݂ӷのපӃとして༗
名な「河北ԏ達཮道ഓ
ᬭӃ」からڐՄをもら
い、2019 年から 2021
年まで̐回にわたり取

材しました。取材中はපӃの近くに住み、一回の取材に
１か月Ґかけたのですが、コロナ禍のため取材に੍ݶ
が出始め、最後はපӃに入れず、පӃの外でױ者の家଒
を撮影しました。

˗औࡐΛ௨ͯͨ͜͡͡ײͱ
デリケートなテーマなので、ױ者の方とは時間をか

けてコミュニケーションをஸೡに取りました。来場者
から「ॏいテーマなのに自然な表情や姿が良く撮れて
ますͶ」といわれたときは嬉しかった。
者の方との思い出は沢山ありますが、撮影したཌױ

日๢くなられたױ者のᨁ報をฉいた時はショックでし
た。また 15 のとき発঱し、20ࡀ で再発したけれどࡀ
退Ӄでき、࿀人とࠗ໿されたঁ性とは今でも༑人とし
て連བྷを取り合っています。取材を通じて人生の厳し
さ、ఘめない気持ちの大切さを教わりました。ױ者本人
の౒力や家଒のࢧえ、පӃのҩࢣやスタッフの೤意、社
会のࢧԉが大切ですが、「それでも人にはӡ命がある」
と実感しました。

˗ࣸਅΛֶͼ࢝Ίͨएऀͨͪ΁
アドバイスですか、難しいですͶ。まず自分の家଒と

か大切な人々にレンズを向けてみてください。そして
名作写真をたくさん見て自分が関৺を持てる写真のジ
ϟンルを探すことが大切だと思います。
白݂පױ者の取材は今後も続けようと思いますが、

今は福岡に住む中国人の家଒を、「リアルとアンリアル
（ԋ出）」をコンセプトに作品を੍作しています。
最後に写真作品発表のチϟンスを頂き、関܎者のօ

様に感謝申し上げます。ありがとうご͟いました。

˗　˗　˗

中国出身のएい写真家と、ୈ二次世界大ઓ前からઓ
後にかけて活༂した日本の写真家の同時写真展は、両
国の現代史を鑑みれば感֒ਂいものがあった。名取༸
೭ॿ氏もこの写真展を؍て天国でඍ笑んでいるのでは
ないかと、想像しながら会場を後にした。

（記・撮影ʗ出版広報委員：൧௩໌෉）

ड৆࡞඼ΛݟΔདྷ৔ （ऀ෋࢜ϑΠϧϜϑΥταϩϯ౦ژ）

ୈ 17 ճʮ໊औ༸೭ॿࣸਅ৆ʯड৆࡞඼ ࣸਅల
໊औ༸೭ॿࣸਅ৆঑ྭ৆ɾᬝ�ೇ「ԏ߫෺ޠʕதࠃのന݂පଜ」　
「ใಓࣸਅՈɾ໊औ༸೭ॿ」ల
【東京展】2023年１月20日 ( 金 ) ～ 26日 ( 木 )　　富士フイルムフォトサロン東京　
【大阪展】2023年２月17日 ( 金 ) ～ 23日 ( 木 )　　富士フイルムフォトサロン大阪　

ड৆࡞඼ࣸਅలのҊ಺ঢ় %.

లࣔ会৔Ͱのᬝೇࢯ
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ライカカメラジャパン

ϨϯジϑΝΠϯμーࣜϑΟϧϜΧメϥ
ʮϥΠΧ .6ʯ͕૷い৽ͨʹొ৔

　昨今のフィルムカメラの人気再೩を
डけて、Mܕカメラの新たなラインア
ップとして、「ライカM6」がՃわりま
した。ライカの歴代におけるレンジフ
Νインμーカメラの中でも「ライカ
M6」はフィルムカメラとしては特別な
存在で、1984 年から 2002 年にかけて
手作業によって多くのカメラが੡造さ
れ、多くの写真家に愛༻されました。
その結Ռ、数えきれないほどの歴史的
なॠ間が記録され、それらは史実を伝
えるܼ作として今なおޠりܧがれてい
ます。

　モμンな
M レンジܕ
フΝインμー
式カメラへと
生まれ変わっ

た 2022 年版の「ライカM6」は、光学
さࢪの各パーツにはコーティンάがܥ
れ、逆光の影ڹをडけにくくなってい
ます。フΝインμー内には、࿐出表示
の 2 つの三֯ LE% にՃえて੺いドッ
トを 1 つ、そして電஑の残ྔ表示も௥
Ճされています。トップカバーはѥԖ
μイカスト੡から無޶の真᭦から࡟り
出されたパーツに変ߋされ、଱傷性に
優れたブラックペイントがࢪされてい
ます。また、本体ਖ਼面には、1984 年に
੡造された「ライカ M6」と同じ
「LFiU[」の੺いロΰが഑されています。
　新旧どちらの「ライカM6」も、撮
影にඞཁな機ೳだけを厳選しているこ
とにはҧいがありません。手作業でஸ
ೡにつくり上げている�lMBEF� in�
GFrNBnZz�のたしかな信པをތるカメ
ラであり、੩かに、よりਂく撮影を楽
しめるという、時代を経ても変わらな
いフィルムカメラならではの魅力が味
わえる一台です。
品名：ライカM6
BoEZ�Ձ格（税込）：748
000 円
ʲ問い合わせ先ʳ
ライカカメラジϟパン・カスタマーケア
TEL：0570-055-844（ナビμイϠル）
IUUQT���MFJDB�DBmFSB�Dom�KB�J1

フレームマン

քੈքॳআిγεςϜಋ入ۀ

　コロナ禍の中、ۓ急事態એ言により世
の中の動きがࢭまってしまいました。そ
のঢ়況下で೰んでいても仕方がない、動
かない・動けない時にこそ、日頃中々手
がかけられなかった事を手ֻけて、৭々
と改ળ・導入をしてきました。

　社内に
ある、業
界初世界
初のΦリ
ジナルの
大ܕロー
ラー機に
てཪଧちをする際、チリやᆍが混入し
ない様に吹きඈばしつつ、੩電気を׬
全にআڈしてᆍなどを呼び付けないΦ
リジナルの੩電気আڈ૷置を 4台のロ
ーラー機全てに設置கしました。以前
はローラー機のਗ਼૟・১き取り作業、
エアーΨン、ۭ気ਗ਼ড়機の作動からス
タートしておりました日常の業຿にプラ
スして、੩電気感知ثで੩電気のଌ定、
੩電気আڈઐ༻ブロアーٴびઐ༻エア
ーΨンにてআڈ、ଌ定ثがマイナスに
なったঢ়態でΦリジナル૷置のスイッ
チを作動。このঢ়態でローラー機から
௚ܘ 3Nは੩電気のないঢ়態で作業を
行うことが出来るようになりました。
ʲ問い合わせ先ʳ
ࢤ式会社フレームマン：奈ਢా一ג
TEL：03-5638-2211（代）

富士フイルムイメージング
システムズ

ʮಠࣗの৭ٕݱ࠶ज़ʹΑΔ୎ӽしͨը
࣭ͱখྔܰܕΛ࣮͢ݱΔʮ9 γϦーζʯ
の࠷৽Ϟσϧʮ'6+*'*-. 9�55ʯൃ ചɻ
ਐԽしͨ l ࣸਅػ z ొ৔ʂ

　「X-T5」は、「X
シリーズ」ୈ五
世代のཪ面র射
໿ܕ 4020 万画素
「X-TrBnsTM�
CMOS� 5� )R」

センサー・ߴ଎画像ॲ理エンジン
「X-ProDFssor� 5」により、ߴ画࣭
を実現するミラーレスデジタルカメ
ラです。࣭ྔ໿ 557g のコンパクト
ボディに 5 ࣠・最大 7.0 段のボディ
内手ブレิਖ਼機ೳやAI による被写
体ݕ出AFを౥載し、ߴい機動性を
発ش。シϟッタースϐードなどの 3
つのμイϠルや 3 方向チルトのӷথ
モニターなどを採༻し、௚感的かつ
շదな写真撮影をՄೳとします。こ
のほか、6.2,�30P� 4�2�2� 10CiU での
映像記録に対応。フΝインμー倍཰
0.8 倍・369 万ドットの E7F、S%
カード対応のデュアルスロットなど
をඋえ、幅広いニーズに応えます。
　౰社は、新開発のイメージセンサ
ー・ߴ଎画像ॲ理エンジンを౥載した
「X-)2S」・「X-)2」を投入し、「Xシ
リーズ」をୈ5世代へと進Խさせまし
た。ߴ画࣭・ߴ機動性を௥求し੩ࢭ画
撮影に最దな「X-T5」を新たにライ
ンアップにՃえて、「Xシリーズ」の

魅力をさらに広げていきます。
ʲ問い合わせ先ʳ
富࢜フイルムデジタルカメラサϙー
トセンター
TEL：0570-04-1060� 	 ごར༻いただ
けない場合：�03-6625-2809

ड付時間：月～土�9�30 ～ 17�30��
˞日・祝日・年຤年始をআく
IUUp���fVjifiMN-Y.DoN�jB�

ケンコー・トキナー

1LH ちΐͬͱのܰ͞Ͱ΋ଠいύΠϓの
ɻεϦッΫ Ϩϓτε٭ࡾ "294 #)

　ケンコー・トΩナー
は、スリックג式会社
の੡造する三٭を販売
していますが、軽ྔミ
ラーレス機を対象とし
て、1万円台のՁ格を
実現するために、カー
ボンではなくアルミ合
ۚ੡パイプを採༻した「スリック�レプ
トスA294�B)」を発売しています。
三٭はॏい、持ち歩きたくない、とい
う方にも、఍߅なく持ち歩ける1.13Lg
の軽さを実現。4段レバーロック式の
により、৞んだ長さは545NN、エ٭
レベーターを৳ばすと1
585NNと十
分アイレベルをカバーします。
　Ӣ台は、自༝Ӣ台で௚感的に構図の
調੔がՄೳ、ਫ平パンのみಠ立回సが
できるため、構図のඍ調੔にも໾立ち
ます。カメラの取り付けは、アルカス
イスن׵ޓ格のクイックシューを採
༻。カメラのண୤も؆単に、スムーズ
に行うことがՄೳです。さらに、٭パ
イプはઔ形の変形パイプ、エレベータ
ーも特घな三֯அ面とすることで、
29NN幅の٭を採༻しながらも、ܞ
行時は௚ܘ໿ 66NNと、手でѲりや
すいスリムさを実現しています。2段
֊の開٭機構や、エレベーターの上下
൓స機構を࢖えば、ローϙジションで
の撮影や、၆ᛌ撮影にも対応。
　もちろん、サブの三٭としても最ద
です。
ʲ問い合わせ先 �r
�式会社ケンコー・トΩナーג
担౰者：ా原ӫ一�
TEL：03-6840-2970　FAX：03-6840-2962�
メール：FUBIBrB@LFnLo-UoLinB.Do.jp�
IUUps���XXX.LFnLo-UoLinB.Do.jp

凸版印刷

ʮੈքのϒッΫσβΠϯ 2021�22ʯ
2023 年 4 ݄ 9 ೔（೔）まͰ։࠵

　本展では、2022 年 2月にドイツ・
ライプチώで開催された「世界で最も
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美しい本2022コン
クール」で選ばれ
たड৆図書ととも
に、日本の「ୈ 55
回造本૷ቹコンク
ール」をはじめ、
ドイツ、Φランμ、
Φーストリア、フ
ランス、カナμ、
中国で開催されたコンクール入৆図書
をՃえた໿160点を展示しています。
各国で通常に近いかたちでコンクール
が実ࢪされ、本展も3年ぶりにコロナ
禍前の展示方๏にほぼ໭しての開催と
なりました。また、本年は十数年ぶり
にフランスで開催されたコンクールの
ड৆図書を঺հしております。
　手ାのண༻はお願いしております
が、すべての出品作品を手に取ってご
ཡいただけます。この機会に世界最ߴ
ๆのブックデβインと造本ٕ術をお楽
しみください。
ʲ問い合わせ先ʳ
印࡮ത物館
東京都文京区ਫ道1ஸ目3൪ 3߸トッ
パン小ੴ川本社ビル
開館時間：10�00～ 18�00
休館日：毎ि月༵日
TEL：03-5840-2300（代表）
FAX：03-5840-1567
IUUps���XXX.prinUing-NVsFVN.org�

OMデジタル
ソリューションズ

๷ਖɾ๷ణอޢ౳ڃ *153ɺ�10ˆの 
଱௿ԹੑΛඋ͑ͨখྔܰܕϛϥーϨε
一؟Χメϥ 0. 4:45&. 0.�5

　OM�SYSTEM�
OM-5 は、気軽に
持ちだせる小ܕ軽
ྔボディーに、さ
ま͟まな撮影シー
ンで安৺して࢖え
る๷ਖ・๷ణ保ޢ

等ڃ IP53、-10ˆの଱௿温性をඋえた
ミラーレス一؟カメラです。「༗ޮ画
素数 2037 万画素�LiWF�MOS センサ
ー」やߴ性ೳ画像ॲ理エンジン
「TrVFPiD�IX」により、自然な֊調
表現とߴ感度時でもノイズの少ないߴ
画࣭が得られます。ߴいフレーミンά
の自༝度と精度を両立させた 121 点
Φールクロス像面Ґ相ࠩAFセンサ
ーを౥載し、ϐント合わせが難しい天
体撮影でも「੕ۭAF」により、ߴ精
度のΦートフォーカス撮影がՄೳで
す。また、対応レンズとの組み合わせ
による「5࣠シンクロ手ぶれิਖ਼」で
は最大7.5 段のぶれิਖ਼ޮՌが得られ
ます。「5000万画素手持ちϋイレκシ
ョット」「ライブN%」など多࠼な「コ

ンϐュテーショナル�フォトάラフィ
機ೳ」を౥載、撮影者の創作意ཉをࢗ
ܹするカメラです。
ʲ問い合わせ先ʳ
OMデジタルιリューションズג式会社
OM�SYSTEM�PRO�SER7ICE　鳥ډ
TEL��03-3466-2951
（10�00-18�00 Ր・ਫ定休）�
メール��pro@sVpporU@oN-EigiUBMsoMVUions.DoN
IUUps���jp.oNsZsUFN.DoN�

キヤノンマーケティング
ジャパン

&04 36 .BSL ** ੈք͸৽ͨͳΔө૾
දݱのՄೳੑͱग़会͏

　EOS�R6�MBrLᶘ
は、EOS�R3 で採
༻したトラッΩン
ά（௥ඌ）システ
ムのコンセプトを

承し、ディープラーニンάٕ術の活ܧ
༻により被写体の特௃情報をந出する
ೳ力が向上しました。人物ʗ動物ʗ৐
り物の動体に対して、ݕ出性ೳやトラッ
Ωンά機ೳが大きく進Խしています。
　特に、人物撮影でߴ精度なϐントが
得られるಏへのAFが進Խ。あらかじ
めಏݕ出でのʦӈ目優先ʧʦࠨ目優先ʧ
ʦ自動ʧの設定がՄೳになりました。
さらに横顔、顔のӄ影、マスク૷ண時
などでもಏをั捉。಄෦ݕ出において
は、スΩーやスノーボードなどでの、
ΰーάルで顔がݕ出できないような被
写体にも対応できます。また、「動物
優先」に「അ」が、「৐り物優先」に「鉄
道ʗඈ行機」が௥Ճされ、より多様な
シチュエーションでの撮影時にߴいݕ
出ޮՌを発شいたします。
　電子シϟッター࢖༻時、最ߴ໿ 40
コマʗඵのߴ଎連続撮影（AFʗAE�
௥ै）を実現。EOS�R6とൺべ、コマ
଎が໿2倍にアップしながらも、ロー
リンάシϟッター࿪みはほぼ同等か、
やや軽ݮしています。
　さらに、解像感が向上した໿ 2420
万画素、常༻ ISO�102400のߴ画࣭・
感度CMOSセンサーを౥載し、手ߴ
ブレิਖ਼（IS）機構を౥載した対応
RFレンズとボディー内手ブレิਖ਼の
協調੍ޚにより最大8.0 段の手ブレิ
ਖ਼ޮՌを発شすることができます。プ
ロのお客様のニーズにも応えられるよ
う、௚感的なૢ作性とߴい信པ性など
も௥求いたしました。
ʲ問い合わせ先ʳ
ΩϠノンマーケティンάジϟパンג式会社
ΩϠノンお客様相ஊセンター
TEL：050-555-90002
IUUps���DXFC.DBnon.jp�Fos�MinFVp��
6ENL2�

旭東エレクトロニクス

৽ࢍॿ会һѫࡰ

　「S6NEAST」を展開するѴ東エレ
クトロニクスは、2017 年 8月に大ࡕ
市੢天満にて設立。2020年7月より、
ϋイエンドカメラ向けメモリーカード
「S6NEAST�6LTIMATE�PRO（サ
ンイースト�アルティメイト�プロ）シ
リーズ」の開発ˍ販売を開始し、現在
ではさま͟まなカメラメーカー様のਪ
঑メモリーカードに選ばれ、また、「デ
ジタルカメラάランプリ 2022」で 5
つのラインナップが̏෦໳のۚ৆ˍड
৆をいただきました。時ྲྀ変Խに൐い
画࣭なデジタルߴ 120 連写やAppMF�
ProRFs422)2の௿圧ॖ記録ができる
カメラが૿えるなか、メモリーカード
もその進Խに合わせങい׵えなければ
なりません。撮影్中にカメラଆのバ
ッフΝが٧まりシϟッターがきれな
い、カメラ内෦やメモリーカードの೤
で撮影がఀࢭするなど、最新のテクノ
ロジーで作られたฐ社のメモリーカー
ドがこれらの問題を解決します。　
ʲ問い合わせ先ʳ
式会社Ѵ東エレクトロニクスג
担౰：௽
電話：03-6435-1528
メール：UsVrV@sVnFBsU.Do.jp
IUUps���sVnFBsU.Do.jp�

長野クリエイション

৽ࢍॿ会һѫࡰ
৺ΛࠐΊͯおख఻いͤͯ͞い͖ͨͩま͢ʂ

　この度は JPSࢍॿ会員に迎え入れ
て頂いた事にあらためて感謝申し上げ
ます。私たち長野クリエイションは北
アルプスの࿢に店ฮを構え、ฐ社の業
຿といたしまして撮影機材などの、म
理・ങ取・販売事業を全国の写真業の
お客様を対象に行っております。昨今、
フィルム時代に活༂していたカメラや
レンズがまた再び世界中のフィルム愛
好家から注目をཋびております。日本
写真家協会のօ様のもとで໾目をऴえ
た機材を私たちが一点一点৺を込めて
再生し、新たなシーンで再び機材が活
༂できるようお手伝いをさせていただ
ければ幸いです。ご༻命いただければ
全国の会員のօ様のもとへ出向き、機
材の੔理のお手伝いをさせていただき
ます。機材の事でもそれ以外の事でも
何でもお気軽にご相ஊください。何ଔ、
ٓしくお願い申し上げます。
ʲ問い合わせ先ʳ
式会社長野クリエイションג
担౰：ాٶ
TEL：0263-87-5521
（構成 ��出版広報委員：�川上୎໵）
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2022 年度「フォト・ジャーナリズム論」講座報告
共催事業 :専修大学、公益社団法人日本写真家協会

࢙�ஐڮߴ˔
����೥݄̐��೔ʙ݄̑��೔ʢ̒ճʴ̍ʣ
໿ 100 人の受講生にରして、ର面ܗ式でのत業を行
った。त業の進め方としては、ύϫーポイントにまとめ
た作品をプロジΣクターで౤影し、一ຕ一ຕの作品を
見てもらうスライυトークܗ式とした。６回をڭ室で
の講義に、１回を自主的な写真ల見ֶとしてߏ੒した。
第１回໨は、ࢲ自਎がフォトジϟーナリストをࢤし
た経Ңと、೔ຊେֶ᥁術ֶ෦写真ֶՊ在੶時に撮影し
たカンボジΞの「͝みࢁに生きるࢠどもたち」の作品܈
を঺հしながら、同ࠃのഎ景と、現場で感じた心のᷤ
藤、取材をさせていただく前の、心ߏえを঺հしなが
ら、フォトジϟーナリズムの意義について説いた。
第２回໨は、「写真をಡみ解いていくこと」を主࣠に、
カンボジΞに生活ڌ఺をҠした 200� 年からの作品を
中心にत業をߏ੒した。ੌ に生໋ݒ、とରቂし࢙なྺࢂ
きൈいてきた人ͼとの෺ޠを঺հし、「人ؒ・ઓ૪・平
和」を࡯ߟしてもらうत業を໨ࢦした。
第３回໨は、最も長い取材テーマの一つ、カンボジΞ
の「トンレサップބ」に生きるބ上生活者の生֔を見つ
めଓけた写真܈を঺հしながら、長ظにわたる関係ੑ
の中でಘられたΤϐιーυを多く交え、「生とࢮ」の意
ຯを問いかけた。
第̐回໨は、3� 年
ؒट相の変わら͵カ
ンボジΞの強ݖ体制
の中で、「フォトジϟ
ーナリズムが果たす
΂き໾ׂ」をテーマ
に、ಠࡋを強める੓ݖ
の஄圧に、自由とຽ主
をٻめ、໋ をかけて立
ち向かう人ͼとの࢟
を伝えた。全਎全ྶを
かけてシϟッターを
੾ってきた内容にな
り、「ॿけるとはԿ

2010 年ઐमେֶ͕։ߨしたʮϑΥト・δϟʔφϦズϜ࿦ʯ（چɿ報ಓࣸਅ࿦、ࢁ田݈ଠڭत୲౰）͸、ެӹࣾஂ
๏ਓ೔本ࣸਅՈ協会ͱのۀࣄ࠵ڞͰ͋Γ、౰協会͸、2011 年͔Βࢣߨを೿ݣし͖ͯた。͜ の࠲ߨ͸ʮֶੜたͪの
ਅ࣮をݟൈ͘໨をҭͯ൷ධྗͱ行ಈྗをཆ͏͜ͱを໨తͱし、ϝσΟアのୈҰઢͰ׆༂すΔࣸਅՈ΍࣮຿者の࣮
͍、ஊを΋ͱにݧͱମ࡞ まϝσΟアのݱ৔ͰԿ͕͍͖ͯىΔ͔をཧղしͯ΋Β͏͜ͱʯをํ਑ͱし͍ͯΔ。

2022 年౓͸ڮߴஐ࢙ͱถ田ࢯ྆࣋ݎを೿ݣした。会৔͸、઒࡚ࢢଟຎ۠のઐमେֶੜ田Ωϟϯύス。

（たかはし・さとし）࢙ஐ ڮߴ
　フォトジϟーナリスト。1981年秋ా県生まれ。日本
大学᥁術学෦写真学Պଔ。大学在学中の2003年から、
カンボジアでの取材を開始。ଔ業後の2007年から2018
年まで同国の首都プノンペンに在住し、社会問題を集
中的に取材。஄圧に߅うঁ性たちの姿をまとめた「۶
せ͟るঁ性たち・カンボジアʖ変ֵの願い」でୈ10回
「名取༸೭ॿ写真৆」。近年のカンボジア取材の集大
成として発表した写真集「RESISTANCE�カンボジア�
۶せ͟る人々の願い」でୈ38回「土໳ݓ৆」をड৆。
公ӹ社団๏人日本写真家協会会員。
Φフィシϟルサイト：IUUps���XXX.sBUosIiUBLBLBsIi.info

か？」を、受講生とڞ有するत業とした。
第５回໨は、報ಓの自由の現ঢ়を、「ڥࠃなき記者ஂ」

の「ੈք報ಓ自由度ランキング」のࢿྉをجに、カンボ
ジΞで経験してきたメディΞ஄圧の事実を伝えた。そ
して、ੈ քがز度も௚面している「೉ຽ」の現ঢ়を、「Ξ
ルϖなんみんセンター」スタッフの࣫原ൺ࿊ࢤさんに
オンラインを通じて͝঺հいただき、その問୊を受講
生に౤げかけた。
そして、講義最後の第６回໨は、課୊として設ఆして

いた「今伝えたいこと」をテーマに、受講生がେܕ࿈ٳ
中に撮影した作品の中から 15 ຕをセレクトし、写真に
込めた思いを分かち合う૯ׅ的な講義を行った。त業
の後、「フォトジϟーナリストになりたい」と思いを伝

キャンパスで講義中の高橋智史氏

校࢛　��/2
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えてくれたֶ生や、自らの写真作品をஸೡに見せてく
れたֶ生もいて、心強く感じた。受講生のリΞクション
ϖーύーはঃじΐに೤量を増し、そのจ຺には೰みと
ᷤ藤がࠁまれながら、フォトジϟーナリズムの࣋つ力
が人を結ͼつけ、社会を動かす一ॿと੒りಘるՄೳੑ
があることを、感じ取ってくれたような感૝も多かっ
た。いつか、どこかの取材現場で൴らと࠶会できること
をئいながら、全೔ఔをకめくくった。

˔ถా࣋ݎ�
�����೥݄̒̓೔ʙ��݄����೔ʢ̒ճʣ
新ܕコロナウイルス感છ঱のྲྀ行に൐う「ٸۓ事ଶ
એݴ」や「まんԆ๷ࢭ౳重఺ાஔ」が発令されていな
いঢ়گԼではあった
が、広いڭ室において
講師、ֶ 生ともマスク
をண用し感છ๷ࢭા
ஔに務めながらの講
。となった࠲
講࠲前には๺ւಓ
知চԭでの؍光ધ௜
຅事ނがあり、また講
ऴྃを前に҆ഒ৾࠲
ट相ॐܸ事݅がݩࡾ
あり、਺十年に一度あ
るかないかのେχϡ
ースがඈͼ交う中、新
聞社のウΣブฤ集෦門に在੶する者として、χϡース
報ಓの現実を伝えることに෗心した。
講義前の課୊、講義後のリΞクションϖーύーのఏ
出に加え、講義中には、ただڭ材をಡみ上げるのではな
く、積ۃ的にֶ生の中に入ってର話することで、ֶ 生自
਎にも一ॹにߟえて講࠲を作り上げることを重視し
た。ֶ 生と向き合って感じたのはੈ代ؒΪϟップ以上
に、χϡースの現場のイメージが一෦のテレビ報ಓや
ウΣブഔ体などの影ڹが強く、一ൠ的な新聞や通信社、
テレビの報ಓにおける「こだわり」や「配ྀ」などが伝わ
っていないことだった。リΞクションϖーύーは֤回
とも３回は໨を通し、ֶ 生のχーズや疑問を೺Ѳし、質
問に答えるܗで、ޡ解を解き、理解がされるように講義
を進めていった。
講義の中では、ࢲが 30 年以上前にେֶで師事したࡾ
໦३ݩ会長のݴ༿も交えながら、キϟプションの࣋つ
重要ੑ、ඃ写体に向き合う時の࢟੎といった撮影以前
の心ߏえを説いた。ࢲ自਎がւ上อ҆ிをライフϫー
クとしていることから、ւ上อ҆ிとւ上自Ӵୂの違
いといったことを説明しながら、取材ର৅΁の理解を
深めることが写真でも記事でもେ事であるということ
を伝えた。
また、フォトジϟーナリズム࿦ということから、自分

のスマートフォンのレンズのԚれを֬ೝしてもらった
り、ֶ生に୲当のࢁ田݈ଠڭतが話している༷ࢠを撮

影したり、実際に自分が撮影した写真を使った課୊も
ఏ出してもらうことで、ただ聞くだけではなくֶ生自਎
が主体的に取り組Ήように仕向けることも心ֻけた。
講義をৼりฦると、ֶ生から見たら਌のようなੈ代

である自分にとって「एい人」のイメージはあっても実
際のところはまるで理解できていなかったことを௧感
するとともに、伝えることの೉しさを実感した೔ͼで
もあった。
最後に、時どき「୤ઢ」という声も上がる中、100 人

ものֶ生の前で話す機会を用意してくださったࢁ田先
生、講義をサポートしてくれたॿ手のཥさんに心から
感ँを申し上げます。
（写真ఏڙ／専修େֶ　ߏ੒／小஑良޾常務理事）

キャンパスで講義中の米田堅持氏

ถా ࣋ݎ（よͶだ・けんじ）
　1969�年東京都生まれ。1992年̏月　日本大学芸術学
෦写真学Պଔ。92年̐月に毎日新ฉ社入社、東京本社
写真෦഑ଐ。中෦本社写真෦や横浜ہࢧなどを経て、
デジタルメディアہでネットニュース向けの৐り物ܥ
を担౰、ボーインά787導入やジϟンボジΣット引退、
三཮鉄道෮旧などで数かずのYBIoo�ニュースのトϐッ
クストップを֫得した。現在は編集編成ہコンテンツ
編成センターでウΣブニュースの編集などを担౰。ラ
イフワークとしてւ上保安ி。ओな写真展に「SPEE%�
SMART�SER7ICE」写真集『ւ上保安ி』、「ւをޢ
るધと人とཌྷ、写真集『ւ上保安ி』など。公ӹ社団
๏人日本写真家協会会員。

　　　çࢣߨ೿2011 ྺݣ 年度：܂原史成

2012 年度：長૔༸ւ・ӳ　৳三� 2013 年度：ౢٶໜ樹・Ṥ݈ޱ二

2014 年度：大ੴ๕野・山本ᚠ一� 2015 年度：ਗ਼ਫ఩࿕・ੴ川文༸

2016 年度：౧井和അ・ੴ川　ᑓ� 2017 年度：Ӊ井ᚸ紀子・広河ོ一

2018 年度：公文݈太࿠・஛沢うるま� 2019 年度：小দ݈一・前川و行

2020 年度は新ܕコロナウイルス感છ঱拡大のため休ߨ

2021 年度：ौ谷ರࢤ・小ᖒ太一（ܟশུ）



協会に寄贈された会員の
出版物を到着順に掲載致
します。

（2022年7月〜2023年1月）
①発行所
②発行年月
③サイズ

（タテ×ヨコ）、頁数
④定価
⑤寄贈者
⑥電子書籍ストア
本紹介／ 出版広報委員・

池口英司

BOJNJTN
野ా知໌

こΕɺͳーΜͩʁ
写真・今井しのぶ

ώϩγϚɾίϨΫγϣϯ
土ాώロミ

ᶃ野ా知໌�ᶄ 2022 年 7 月�
ᶅ 21 × 30.8ᶲ、22 ท�ᶆʵ円�
ᶇ野ా氏

ᶃマイルスタッフ�ᶄ 2022 年 8月�
ᶅ 16.7 × 15.3ᶲ、36 ท�
ᶆ 1
500 円�ᶇ今井氏

ᶃ JCII フォトサロン�
ᶄ 2022 年 7 月�ᶅ 24 × 25ᶲ、
31 ท�ᶆ 1
000 円�ᶇ発行所

360 度写した画像を地図の投
影๏でඳくことで、目の前に
広がる情景を一つのٿ体のよ
うにඳき௚してみせた作品集。
シークエンスとして並べられ
た花ஃ、東京タワーなどの情
景に、不思ٞな生命感が宿っ
ている。

イチΰ、リンΰ、アスフΝル
トなどの一෦をアップで掲載。
次のページにその全体像を載
せ、छ໌かしとする写真絵本。
タイトルからも想像できるよ
うに子どもと一緒に楽しむク
イズ集の形だが、大人にも発
見がある。

広島平和記念ࢿྉ館に所蔵さ
れた被ര者のҨ品などを撮影
した写真を収録。মけただれ、
変形したҥ෰、ห౰ശ、ਫ౵、
人形などの姿に、原子ര஄被
ര時の人々の฻らしをࣱぶこ
とができる。2022 年夏に開催
された写真展の図録。

γϒϠ 4IJCVZB
ࢿ߁橋ߴ

&9*45&/$& 'PSFTUT PG 
,BSVJ[BXB
山ޱ一඙

Γのこͱ͹ف Ӝҁ子ࡾ
写真・おちあいまちこ

'03.&
喜多ن子

ᶃ日本写真企画�ᶄ 2022 年 8 月�
ᶅ 20 × 22.5ᶲ、96 ท�
ᶆ 2
000 円�ᶇߴ橋氏

ᶃインテリアあーと �出版�
ᶄ 2022年 6月�ᶅ 25× 18.2ᶲ、
98 ท�ᶆ 2
500 円�ᶇ山ޱ氏

ᶃ日本Ωリスト教団出版ہ�
ᶄ 2021年 6月�ᶅ 19× 14.8ᶲ、
80 ท�ᶆ 1
200 円�ᶇおちあい氏

ᶃ風景写真出版�ᶄ 2022 年 9 月�
ᶅ 22.5 × 29.7ᶲ、104 ท�
ᶆ 3
300 円�ᶇ喜多氏

ए者の街として今なお急ܹな
変๴を続けるौ谷の、Ӻपล
に広がる光景を収録。ன໷を
問わず多くの人が行き交う混
沌の中に、現代という時代が
ඳかれている。ཚࡶにషられ
たϙスター、光輝くショーウ
ィンドーが印象的だ。

軽井沢に広がる森の姿をモノ
クロームによって記録。この
地の森は自然林と植樹の森が
混在すると著者はޠるが、森
のԞには、ଏԽとは無ԑのਂ
い੩ऐがある。１本の木、１
枚の葉に、愛おしい生命が宿
っている。

クリスチϟン作家として知られ
た三浦綾子の、数々の祈りの言
葉に、花、ઇ、ւ、ໄなどを捉
えたネーチϟーフォトを合わせ
ている。૘やかな写真と、三浦
の優しい言葉が、読む者に৺地
よいひとときをఏڙする。

ౚてつく落葉、木࿙れ日、೾
੩かなބ面などに、著者が「偉
大な芸術家」と形容する自然
の中の造形をरう。横開きで
ゆったりとレイアウトされた
１枚１枚の写真が、雄หにޠ
りかけるようにして、見る者
の৺を௫む。
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ちͨ࢟୅Λ૸Δ͘Ζ͕Ͷの༐ݱ
のັྗंؔػؾ಺ৠࠃ

都ஙխ人

೔本のమಓ ࿏ઢͱं྆の
大ਤؑ ࢲమฤ
ᓎ井　׮

Θͨしの৺のϨϯζ
ԱΛ๰͙ه৔のݱ

大ੴ๕野

ඐഀބの原෩ܠͱ
൞の人ʑބ
マツシマススム

ᶃ天夢人�ᶄ 2022 年 9 月�
ᶅ 25.7 × 18ᶲ、144 ท�
ᶆ 2
500 円�ᶇ発行所

ᶃߨஊ社�ᶄ 2022 年 9 月
ᶅ 14.8 × 10.5ᶲ、368 ท
ᶆ 1
500 円�ᶇᓎ井氏

ᶃ集ӳ社インターナショナル
ᶄ 2022 年 6 月�ᶅ 17.3 × 10.8ᶲ、
264 ท�ᶆ 900 円�ᶇ大ੴ氏

ᶃ日本写真企画�ᶄ 2022 年 9 月�
ᶅ 24 × 26ᶲ、144 ท
ᶆ 4
500 円�ᶇマツシマ氏

今は全国の数か所のみでӡస
されている動態保存と呼ばれ
る蒸気機関車の作品集。北ւ
道から۝भまで、ق࢛それͧ
れの情景を収めた労作と呼び
たい一冊。巻຤では蒸気機関
車を収蔵するത物館を঺հし
ている。

小さな判ܕに全国の鉄道の情
報をぎっしりと٧め込んだΨ
イドブック。各路線の֓ཁ、
それͧれの路線でӡసされて
いる代表的な車両を঺հ。随
所にૠ入された路線図が、楽
しい࠼りとなっている。

世界を෣台にドΩュメンタリ
ー写真を撮り続けてきた著者
の随想集。社会の分அが進み、
人々がなおも苦しい生き方を
༨ّなくされている中で、過
の日々を振り返り、これかڈ
らの世界のあり方を考える。

1964 年から撮影されたඐഀބ
पลの写真を収録。書੶を二
෦構成とし、前半をΦーιド
ックスな風景写真で、後半を
社会性のある写真で構成。日
本を代表するこのބも、時と
ともに変๴が続いている。

మಓ 150 प年ه೦
Ԕ෦੅͕ࣸしͨʮंؿの૭͔Βʵ౦ւಓʵʯ

Ԕ෦　੅

野ੜのً͖
(MPSJPVT XPSME PG XJMEMJGF

٢野　信

ࣸਅՈ੉ඌଠ一 
શࣄ࢓
੉ඌ太一

Ԏڹ
ৠࣸंؔػؾਅ集

持ా昭ढ़

ᶃ JCII フォトサロン�
ᶄ 2022 年 10 月�ᶅ 24 × 25ᶲ、
31 ท�ᶆ 1
000 円�ᶇ発行所

ᶃ٢野　信�ᶄ 2022 年 5 月�
ᶅ 21 × 29.7ᶲ、72 ท�ᶆʵ円�
ᶇ٢野氏

ᶃ日本写真企画�ᶄ 2022 年 10 月�
ᶅ 29.7 × 21ᶲ、148 ท�
ᶆ 3
000 円�ᶇ発行所

ᶃイカロス出版�ᶄ 2022 年 10 月�
ᶅ 25.7 × 18.4ᶲ、72 ท
ᶆ 1
800 円�ᶇ持ా氏

日本を代表する写真家として
活༂した著者が見た 1950 年代
の日本の鉄道風景。特急ఀ車
Ӻも、ݶられた人だけがར༻
した 1 等車も、᩵をڽらして
造られた৯ಊ車も、現代とは
ҟなる࣭素な姿であった。

アフリカ、アラスカ、北アメ
リカ、そしてもちろん日本な
ど、世界で撮影した野生動物
たちの、力に満ちた姿を一同
に収める。Ӷい目つきの大ܕ
्も、愛らしい小動物も、大
自然の中では、同じॏみを持
って生き続けている。

営業写真館で活༂する๣らで、ラ
イフワークとして身のपりの世界
を記録し続けてきた著者のҨ作
集。モノクロームによる下町、ೳ、
住ډ、߳港、バリ島などのւ外風
景など、いくつものテーマでペー
ジを構成。それͧれに味わいのҟ
なる写真܈を鑑৆できる。

現代を走る動態保存の蒸気機
関車だけを採り上げた作品集。
機関車の෦分アップの写真あ
り、シルエットのみの写真あ
りという۩合に、一ൠ的な鉄
道写真とは一風ҟなる芸術性
の感じられる写真を数多く収
録する。
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தࠃɾϩγΞʹ
৵͞ΕΔ೔本ྖ౔

山本ᚠ一

԰ࠜの͏͑の
ότϯϦϨー
横௩ᚸݾ人

ΞΠψϞγϦ
ΦΦΧϛ͕ͨݟ๺ւಓ

ਫӽ　武

৽װઢࡱӨ
ίϯϓϦーτΨΠド

大௽ྙએ

ᶃ小学館�ᶄ 2022 年 11 月
ᶅ 21 × 15ᶲ、224 ท�
ᶆ 2
000 円�ᶇ山本氏

ᶃほる΀出版�ᶄ 2022 年 10 月�
ᶅ 26.5 × 20.5ᶲ、41 ท�
ᶆ 1
600 円�ᶇ横௩氏

ᶃ北ւ道新ฉ社�ᶄ 2022 年 11 月�
ᶅ 24 × 25ᶲ、204 ท�ᶆ 5
500 円�
ᶇ発行所

ᶃイカロス出版�ᶄ 2022 年 7 月�
ᶅ 29.7 × 21ᶲ、138 ท
�ᶆ 2
000 円�ᶇ大௽氏

日本のล境にҐ置し、ෳࡶな
੓࣏的意ٛがඋえられている
尖閣諸島、北方領土、沖ノ鳥
島 � ೆ鳥島、஛島について、
その現況を報告し、「国ຽが立
ち入ることのできない領土」
の存在意ٛを考える。巻಄に
現地の写真を多数収録。

੢表島のかや吹き԰ࠜの家を
෣台にして、԰ࠜの吹きସえ
作業の一෦始ऴを௥う。׽字
にルビが入れられた子ども向
けの絵本の体ࡋをඋえた書੶
だが、自然と人間の関わり方
はいかにあるべきかというਂ
いテーマが見えӅれする。

自然をメインテーマとしてき
た著者の、北ւ道の作品を集
大成する。山ַ、河川、ބপ、
生き物たち、ジΦώストリー、
天ۭといったテーマにわけて
10 ষを構成。雄大な風景、ۃ
に生きる動物のՄ࿁な姿をݶ
௥う。

作ྫと撮影地の地図をซ載す
る撮影地Ψイド。ߴՍ上に線
路があることが多い新װ線は、
撮影が難しい被写体だが、著
者のݙ身的ともいいたくなる
౒力によって、魅力的な撮影
地が数多く再発見されている。

 ͱจԽͱϛεςϦーʂ࢙ྺ
౦ژのమಓのṖΛ୳Δ
結解　学、渡෦史絵

εϖΠϯ
ͻͱ ŋ まち ŋ ͻͱ

఩໵౻ࠤ

௒人ʂح人ʁమಓҒ人఻
஑ޱӳ࢘

1FBSM )BSCPS
ʵւの൴ํのઓ૪Ҩ੻ʵ

ඌ௰໻ण雄

ᶃ天夢人�ᶄ 2022 年 11 月�
ᶅ 21 × 14.7ᶲ、176 ท�
ᶆ 1
800 円�ᶇ発行所

ᶃ新ை社�ᶄ 2022 年 11 月�
ᶅ 26.5 × 18.7ᶲ、160 ท�
ᶆ 3
000 円�ᶇࠤ౻氏

ᶃイカロス出版�ᶄ 2022 年 12 月�
ᶅ 21 × 14.8ᶲ、274 ท�
ᶆ 1
800 円�ᶇ஑ޱ氏

ᶃ新日本出版社�ᶄ 2022 年 11 月�
ᶅ 26.8 × 19ᶲ、112 ท�
ᶆ 3
400 円�ᶇඌ௰氏

東京を 23 区と多摩東෦、多摩
੢෦などに分け、地区ごとに
鉄道の歴史を௥った読み物。
今も残るẂנ造りの鉄道橋な
ど、その༝来を知れば、東京
という町の歴史、日本の鉄道
の歴史にさらに興味が༙くこ
とだろう。

80 年代以߱のスペインで撮影
されたスナップ作品集。「人び
との息ͮかいが感じ取れるこ
とにॏ点を置き」と著者がޠ
る本書のテーマは人。߱りし
きるઇの中を急ぎ଍で通り過
ぎる人々など、随所に印象的
なカットが掲載されている。

日本の鉄道建設に尽力した偉人
10 人を採り上げた人物評伝。
十河信二、五島慶太など、୭も
が知っているであろう人物が登
場する。୭もが一度は逆境に௥
い込まれながら、それを௓Ͷ返
してゆく過程が本書の読みどこ
ろだろう。

太平༸ઓ૪開ઓの෣台となっ
たϋワイ・真च湾の現代の姿を
報告するルϙ的な৭合いのೱ
い作品集。世界的な؍光地とし
て知られ、߱り注͙໌るいཅ光
の中で、人々は۶ୗのない姿を
見せるが、ઓ૪の傷੻は、今な
お随所に残されている。
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౦ژɾԼொ೔࿨
ʵฏ੒͔Βྩ࿨΁ʵ

ઙ井ल美

γϕϦΞऩ༰ॴ 1992
野町和Յ

ত࿨のඐഀބͱ
൞の人ʑބ
マツシマススム

ୈ 5 ճ +14 会һ༗ࢤ
ؔ੢ల ࡞඼集
JPS 会員 85 名

ᶃ東એ出版� ᶄ 2022 年 12 月�
ᶅ 22.7 × 19.5ᶲ、318 ท
ᶆ 3
800 円�ᶇઙ井氏

ᶃクレϰィス�ᶄ 2022 年 10 月�
ᶅ 29.2 × 21.8ᶲ、112 ท�
ᶆ 3
000 円�ᶇ野町氏

ᶃマツシマススム�ᶄ 2023 年 1月�
ᶅ 26.5 × 19.5ᶲ、60 ท� ᶆʵ円�
ᶇマツシマ氏

ᶃୈ 5 回 JPS 会員༗ࢤ関੢展�実行
委員会�ᶄ2023年1月�ᶅ29.7×21ᶲ、
117 ท�ᶆ 2
000 円�ᶇ࢛方৳ق氏

ઙ草、上野、ங地、۱ా、উ
どきなどに住む人々の日常の
฻らしを௥った作品集。撮影
は平成から令和の時代に行わ
れているが、Φールモノクロ
の構成によって、昭和時代を
思わせるۭ気感がৢし出され
ている。

ιビエト連๜が่壊した௚後
の 1992 年に、ۃ東の 2つの収
容所で撮影された作品を集め
る。登場する人の姿はどれも
݈気で、それゆえに美しい。
੓࣏というڊ大なைྲྀの中で、
人一人の存在はあまりにも小
さく見える。

著者がアマチュア時代にのみ
撮影していたというモノクロ
写真による琵琶湖周辺の風景
写真を収録。1978 年までに
撮影された写真のみで構成さ
れ、今日の目には隔世の感の
ある、琵琶湖周辺ののどかな
風景を楽しめる。

2023 年 1 月から 2 月にかけて
開催されたୈ 5 回 JPS 会員༗
関੢展の図録。展示会の性ࢤ
格から、出展された作品は実
にさま͟まなテイストを༗し
ているが、その混沌とした風
情に勢いが感じられ、楽しい。

%0&4 *5 803, � 2022 
ؔ੢ ŋ̕人の࡞Ոల

生原良幸・小林ਖ਼య・平ण෉・森ాහ ・ོ�
ଞ̐名、ߴ岡ਗ਼ࢣ

੒都　፩൧ まͥ͝͸Μ
ੴ川༟म

ࣸਅͰৼΓฦΔ౦ژ෩৘
࿏໘ిं͕ΈͭΊͨ 50 年

諸河　久

ࣸਅɾ౦ژ฻৭
小ࣲ一良

ᶃ写真家９人�ᶄ 2022 年 12 月�
ᶅ 29.7 × 21ᶲ、44 ท� ᶆʵ円�
ᶇ平氏

ᶃ三ܙ社�ᶄ 2023 年 1 月�
ᶅ 20.5 × 20.5ᶲ、52 ท
ᶆ 2
600 円�ᶇ発行所

ᶃ天夢人�ᶄ 2023 年 1 月�
ᶅ 25.7 × 18ᶲ、160 ท�
ᶆ 2
700 円�ᶇ発行所

ᶃ޻๪�草土社�ᶄ 2022 年 11 月�
ᶅ 29.7 × 20.8ᶲ、210 ท�
ᶆ 3
800 円�ᶇ小ࣲ氏

9 名の༗ࢤによってリリース�
された作品集。風景、人物、
෣台など、被写体はさま͟ま
だが、どのフォトάラフΝー
にもߴいٕྔが感じられ、見
ていて৺地の良い写真が並べ
られている。

中国の成都を෣台にした作品
集。「まぜごはん」というサブ
タイトルがつけられているよ
うに、風景ばかりでなく、人物、
৯品など、実にさま͟まな被
写体が登場する。その混沌に
も、現代の中国の世情が൓映
されている。

この50年の都電の変ભを௥う。
単に車両の姿を収めた作品集に
ཹまらず、過ڈのさま͟まなエ
ϙックを振り返り、事のహ຤に
ついて、考࡯、謎解きを進める。
一見開きごとに存分な見応え、
読み応えがあり、鉄道フΝンで
なくとも楽しめる。

東京都৺でरった建ங、人、自
然の姿を収めたモノクローム作
品集。ローΩーの写真がずらり
と並ぶ姿に、現代の都市が๊え
る༕ᓔがᕷみ出ているかのよう
だ。何気ない一コマも、何年か
後には、وॏな記録、証言とな
ることだろう。
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ೆࠤ和༷ࢠ� カメラとཱྀするΞイスランυ�๺Ԥઈ景Ψイυ
ౡ田　実༷� �長୩川ߒ一Ŋ ౡ田実Ŋ ԼҮ෉Ŋࢁ ୩݈Ŋࢢ અ੓ത਌・

7I7A/54
立໦׮඙༷� ฤ集・立໦׮඙、ଞ

բϲӜൕ引きધフォトコンテスト 20 回記念写真集（2001�2021）
ધඌ　修༷� 5IF�(SFBU�IOEVT、ຬऱࠃの近代ݐஙҨ࢈
໼࡚　進༷� ຖ೔新聞写真෦0#会・໨ܸ者たちの記Ա
JCII フォトサロン༷� ؒੈજ・トラϐスνψେ修ಓӃ

� Ҫࡩ௚ඒ・写真とֆ画でおりなす�ԼԬ࿇伺のੈք�1BSU2
� ຊؒమ༤・情झとϞμン、܂原ࢠߕ༤Ŋ ᖛ୩ߒ・౦ژ 1930 年代
� Ҫࡩ௚ඒ・ステレオ写真にුかͼ上がるນ຤ʵ明࣏の೔ຊ�1BSUᶗ�

RossiFr ˍ BVrgFr ˍMFUDBMf

ଃ　ਤ　ॻ　د
౦ژ౎写真ඒ術༷ؗ� イメージ ŋメイキングを分解する

� 見るは৮れる�೔ຊの新進作家 WoM�19、໺ޱཬՂ・ෆ思議な力
౦ژステーションΪϟラリー༷� మಓとඒ術の 150 年
新೔ຊ出൛社༷� ધඌ修・೔ຊ人がເ見たຬऱというݬ影
� ʵ中ࠃ౦๺෦のݐஙҨߏを๚ねて
ೋՊ会写真෦༷� 第 �0 回లೋՊ会写真෦作品集
೔ຊ写真ڠ会༷� ೔ຊ写真年報 2022
෩景写真出൛༷� Ӭ田ࢠژ・#MVF、高ڮਗ਼・4XBO�4DBQF
;げん社༷� Ԧ࿐・FSo[FO�BSF�UIF�8JOET�oG�5JmF

� 制作 ŋ1C5・写真�4IB�4IJO�.BHB[JOF�3
૒༿社༷� ؂修 ŋᓎҪ׮Ŋ 作画 ŋはやせ३・新 ŋӺหͻとりཱྀ̐
り΅ん༷ࣷ� দຊ༸ࢠ・AV�1BZT�EF�MB�-VmJɴSF�光のࠃ΁

� 4�,BXBOBHo・େࡕʵ౦�04ژA,A�50,:0
� ੺੉川原平・19�5�1990�੺⅖川原平のまな͟しから

JA(%A༷� JA(%Aࠃ際ֶ生ポスターΞϫーυ 2022 ਤ録
౦ژ写真記者ڠ会༷� 第 �3 回 2022 年報ಓ写真ల�記念写真集

ड৆͓ΊͰͱ͏͍͟͝·͢ɻޙࠓ·͢·͢の׆༂を͝ظ଴ਃし্͛·͢ɻ

˙ʮؔ੢ࣸਅڠऀه会 ڠ会৆ʯड৆　2022年12݄12೔

　ड৆ऀɿ౻井ത信（2001 年入会）

　安倍元首相銃撃事件で歴史的な一ॠを撮影した「安倍元首相銃撃൜確保」に対して。
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2023 年 第 18 回「名取洋之助写真賞」作品募集
社会の動向に鋭い視線を投げかけ、情熱を燃やす新進写真家へ！
公益社団法人日本写真家協会が公募する 2023 年 第 18 回「名取洋之助写真賞」

　　今回より、応募資格が 40 歳まで、賞金 50 万円となりました。 2022 年 第 17 回名取洋之助写真賞：該当者なし

　公ӹ社団๏人日本写真家協会は、“新進写真家の発۷と活動を঑ྭする”
ために、40ࡀまでの写真家を対象とした2023年�ୈ 18回「名取༸೭ॿ写真৆」
の公募を行います。एい写真家を元気ͮける「名取༸೭ॿ写真৆」はプロ写
真家への登ཽ໳として創設しました。
　時代を捉えるӶいࠩ؟しと๛かな感性による、࢐新な作品を期待します。
　お知り合いのएい写真家に是非、応募をおקめください。

【第 18 回 応募要項】
˔応募期間：2023 年７月１日（土）～̔月 20 日（日）ফ印༗ޮ。
　持ࢀの場合は̔月 18 日（ۚ）ޕ後５時まで。
˔応募ࢿ格：応募者は 40 まで（1983ࡀ 年１月１日以߱生まれ）の方で、プロ、
　アマチュアは問いません。
˔ఏ出作品：࿡ツ切またはA4サイズの同一テーマの作品 30 点。
˔応募ن定：詳しい応募ن定は 2023 年�ୈ 18 回「名取༸೭ॿ写真৆」作品募集のϗームページをごཡください。　
˔�選考委員：山ా݈太（ઐम大学教त）、野町和Յ（写真家・日本写真家協会�会長）、ਗ਼ਫ఩࿕（写真家・日本写真家協会�
会員）。（予定）
˔表জ・৆ۚ等：名取༸೭ॿ写真৆　１名・৆ۚ��50 万円、名取༸೭ॿ写真৆঑ྭ৆　１名・৆ۚ　10 万円、
　東京、大ࡕでड৆作品�写真展の開催、त৆式。
˔著作ݖ༺࢖・ݖのڐ୚：ड৆作品の著作ݖは撮影者にؼଐします。ड৆作品はड৆後２年間、ओ催者（日本写真家協会）
　が名取༸೭ॿ写真৆の広報・એ伝活動に優先して࢖༻します。ただし、その後も協会の PR活動や歴史展、沿ֵ史等
　に掲載させていただくことがあります。データは上記目的以外には࢖༻いたしません。
˔ఏ出・送付先：書ཹ郵ศまたは୐഑ศ（送ྉは応募者ෛ担）または持ࢀ。
　˟ 102-0082　東京都千代ా区一൪町 25 ൪地　JCII ビル 303　公ӹ社団๏人日本写真家協会「名取༸೭ॿ写真৆」܎
TEL：03-3265-7451　FAX：03-3265-7460　
˔応募༻ࢴは JPS ϗームページ IUUps���XXX.jps.gr.jp��から

2022年 第17回名औ༸೭ॿࣸਅ৆঑ྭ৆：
ᬝ ೇʮԏ߫෺ޠʵதࠃͷന݂පଜʯ



ۘΜͰ້͝෱を͓فΓਃし্͛·͢ɻ௥ౣ

2022 年̔月 1� 日、࿝ਰͷͨΊ੦ڈɻ107 ɻ（1��0ࡀ 年ೖ会）
ۘΜͰ້͝෱Λ͓فΓਃ͠上͛·͢ɻ

子͞Μ͸、1�40߃ຊ࡫　 年ஂࡒ๏ਓࣸਅڠ会ʹೖΓ、日ຊ࠷ॳͷঁੑ報ಓࣸਅՈͱͯ͠
εタート͞Ε·ͨ͠ɻ1�47 年͔ΒϑϦーͱͳΓ、৽ฉ・ࢽࡶͳͲʹࣸਅ・ه事Λఏ͠ڙ
͖ͯ·ͨ͠ɻ1��0 年、創ཱ会員ͱͯ͠ J14 ʹೖ会͠、ঁ ੑͷࢹઢͰ༷ʑͳࣾ会ݱ৅Λଊ
͑報ಓࣸਅՈͱͯ͠長͘׆ಈΛଓ͚ΒΕ、2000 年名༪会員ʹਪ͞ڍΕ·ͨ͠ɻ

名༪会員　ࢠ߃�ຊ࡫

̔月 21೔ே、創立会員で名༪会員の࡫ຊࢠ߃さんが「15೔、ח૔
のհޢϗームで੩かにଉを引き取りました」との一報を໑の໺村Τミ
さんからいただいた。驚いた。̕月１೔がࢠ 10� の஀生೔で、おॕࡀ
いをしようと計画されていた໼先のことで、関係者のམ୾Ϳりが໨に
ුかͿ。
ຊさんは࡫ 191�（େ正３）年、౦ژ品川区で生まれる。̕ࡀの஀生

೔に関౦େ਒ࡂでඃ23）ࡂ 年）。31年、େ࠺技ֶܳߍ高౳家੓Պを経
て、3�年౦ژ೔೔新聞（現・ຖ೔新聞）で新聞のૠֆをඳく。3�年、
内ֳ情報෦がର֎写真એ伝をするためにஂࡒ๏人写真ڠ会を設立し
ʰ写真ि報ʱを発行。同ڠ会の新聞記者・写真家のྛݠ一から 39年、
報ಓ写真家の༠いを受ける。�0 年、初のঁੑ報ಓ写真家として活動を
同ໍ්人ॕլࠃࡾめる。ཌ年ୀ社するまで、೔ถֶ生会議、೔ಠҏ࢝
会、ώトラーϢーήントとの交׻行事を撮影。�1年、結ࠗし家ఉに入
る。�5 年ഊઓ、ૄ開先のઍ༿新聞社に入社。ژؼ後、h ්人ຽ主新
聞ʱの৤ୗに。�� 年フリーランスとなり、新聞、ࢽࡶなどに写真と記
事をఏڙするなど活動がຊ֨化する。50年、進ற܉ฌ士්人をϞデル
にした「生きたχϡールック写真ల」をؙ善Ϊϟラリーで催し、େ੎
の٬؍で೐わう。この年創設した೔ຊ写真家ڠ会の創立会員となる。

�� 年、以前から行きたかったಌれのύリなどϤーロッύ̔カࠃをྺ
๚。フラϫーデβインの仕事と視ཱྀ࡯行が໨的で、写真はொのスナッ
プ、ύリ在ॅの೔ຊ人ܳ術家たちや೔常を撮る。フリーの強みでউ手
気ままな写真を撮りࢽࡶで発ද。「ύリではେ޷きな੺ϫインにカマン
ϕールνーズ、それにお೑が、݈߁のൿ݃よ」というのがインタビϡ
ーでのޠり૲。
؍心Ԣ੝で、୮念なح޷。ຊさんのएい時の特技はֆをඳくこと࡫

はそのころഓわれている。そこから生み出された撮影術はૉ௚、ૉ࡯
๿そのものでର৅の人ฑなどとらえる術が਎についている。
になるのだろう。๢くなる௚前までॻかれて࡭ຊさんの著ॻはԿ࡫

いたものもあるとか。
201�（平੒ 29）年には、͝਌଒のਚ力により、J14に࡫ຊさんから

写真家をࢧԉするۚجによる「࡫ຊࢠ߃写真৆」が設けられ、第１回
受৆者のӉҪᚸࢠلさんをච಄に５人の受৆者が生まれている。
�年はχϡーϤークのメトロポリタンඒ術ؗで、「5IF�/FX�8omBOࡢ
#FIJOE�UIF�CBmFSB」AOESFB�/FMToO�΄かが催した写真లが開かれ
た。ؗの֎นには࡫ຊさんがグラフィックカメラをߏえたڊେな写真
がషり出され、人໨を引いた。ຊలについてはถࠃ人のケイト・クリ
ッϖンスティーンさんのڠ力があったことを෇記する。

௥ౣ　࡫ຊࢠ߃� দຊ�ಙ඙

2022 年 11 月 12 日、࿝ਰͷͨΊ੦ڈɻ101 ɻ（1��0ࡀ 年ೖ会）
ۘΜͰ້͝෱Λ͓فΓਃ͠上͛·͢ɻ

　๕լ日ग़உ͞Μ͸、日ຊࠃ಺・ੈք 101 Χࠃͷ͓ࡇΓͳͲຽଏߦ事Λ๚Ͷา͖、ຽଏࣸਅͷཱ৔Λཱ֬
͠·ͨ͠ɻ·ͨ、日ຊ΍ੈքͷࡇΓʹਫ਼௨͍ͯ͠Δ͜ͱͰ、1�70 年େࡕສത（͓ࡇΓ޿৔）ͷϓロσϡーα
ーΛ務ΊΒΕ、ࢵद๙ষ、࢛܄౳Ѵ日খदষ、日ຊࣸਅڠ会৆ޭ࿑৆ͳͲΛड৆͞Ε·ͨ͠ɻ1��0 年ʹ創
ཱ会員ͱͯ͠ J14 ʹೖ会、1�81 年͔Β̔年ؒ෭会長Λ務ΊΒΕ、1��3 年名༪会員ʹਪ͞ڍΕ·ͨ͠ɻ

๕լ�೔ग़உ　名༪会員

๕լ先生ʂ2020 年以来のコロナՒですっかり͝ແࠫଡしているう
ち、思いがけなくこのようなจষをೝめる時が来てしまいました。
先生に初めてお会いしたのは 19�3 年。広告写真を୲当していたۜ行

から「ཌ年のオリンϐックに向けੈքをテーマにした企画を」とのґཔ
があり、๕լ先生のʰੈքのࡇりʱをఏҊしました。当時の先生は、
ຽଏֶの立場からੈք֤ࠃのࡇりを記録する先ۦ者としての写真家で
した。企画が࠾用され、一面ࣝもない先生のお୐を๚ねたのでした。
先生はੈքのࡇりにૄい๻にஸೡに説明してくださり、12カ月のシ

リーズを組んでくださいました。そのᇋらないଶ度と優しいݴ༿ݣいに
感動し、その後は事ある͝とにԡしかけ、উ手にఋࢠをܾめ込み、ࡇ
りのݯىやॾ֎ࠃの話を਺ʑ伺いました。楽しみでもあり、و重なֶ
ͼの時ؒでもありました。
と思うようになって「をཱྀしてみたい、ੈքを知りたいࠃ֎」第に࣍

いました。どうしたら֎ࠃ΁出て行けるのかとਘねたところ、先生は
「思いଓけることです。そうすると、その思いを׎えるためにԿをす΂
きか自વにߟえるものです。いつも心のย۱にஔいて思い出すようにし
てください」とڼいました。
オリンϐックが໨前に迫り、ੈքがより਎近に感じられるようになっ
たࠒ、先生から「どうです。まだ֎ࠃに行きたいと思っていますか」と
声をかけられました。ଈ࠲に「ハイʂ」と答えると「そうですか。それ
なら一年かけてۚࢿをஷめてください」とݴわれました。しかし、౒力

はしたものの༧ఆのֹにはࢸりません。一年はあっというؒにա͗、先
生から࠶度、問われた時、「すみません。やっと൒分ఔ度です」と答え
ました。「౒力はなさったのですね。では、ཱྀ費の൒分はࢲが用立てま
しΐう。ただし、৚݅があります。࠺のҍࢠがϤーロッύཱྀ行をしたい
とݴっています。１カ月΄どボディーΨーυをしつつ撮影๏をڭえてや
ってください。その後は͝自分のཱྀをଓけて結ߏですよ」と。19�5 年
２月のことですが、感ܹでݴ༿が出ませんでした。
先生、これが๻の写真人生のターχングポイントになりました。
そして、ೋ度໨の֎ࠃのཱྀでύリのプνϗテルでۮવに出会ったં

には、ϫイングラスを手に「出会いとཱྀはいいですね。いろいろとֶ΂
ます」とޠられました。そうです、先生。๻にとって今でも「ཱྀはֶ
。です「ߍ
その後、ࡇりやཱྀに専念することなく写真を撮りଓけてきましたが、
50 有の෩౔に生きるݻから、ੈքの少਺ຽ଒や֤地のࠒをա͗るࡀ
人ʑを写真や映像で作品として発දしてきました。先生がෑいてくだ
さったレールから֎れたෆ঻のఋࢠですが、今も少しずつそのレール
に໭れるよう౒めています。そしてまた、先生から௖いた心にڹくݴ
༿の਺ʑを、今度は๻がएいੈ代に伝えるࡀになりました。ຊ当に長
きにわたり公ࢲともにおੈ話になりました。有೉う͟͝いました。
ຊ来であれば、先生の写真քでの多くの業੷を௲る΂きではありま

すが、׶えて๻からのおྱのݴ༿で੯ผの思いに代えることといたし
ます。້͝෱をおفりします。

సػͱͳ たͬ๕լઌ生ͱのग़ձ͍� �র生ޱؔ
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ۘΜͰ້͝෱を͓فΓਃし্͛·͢ɻ௥ౣ

୮஍　හ໌　ਖ਼会員 ਖ਼会員　ࢸਸ　ڮؠ

೔∁　উ඙　ਖ਼会員 Ԭ෦　ߒೋ　ਖ਼会員

2022 年̓月̕日、͍͢ଁ͕Μ
ͷͨΊ੦ڈɻ67 ɻࡀ
ۘΜͰ້͝෱Λ͓فΓਃ͠上͛
·͢ɻ（201� 年ೖ会）

ʑ໦　৳　ਖ਼会員ࠤ ࿨෉　ਖ਼会員　ా࣋
2022 年 10 月 27 日、ഏԌͷͨ
Ί੦ڈɻ8� ɻࡀ
ۘΜͰ້͝෱Λ͓فΓਃ͠上͛
·͢ɻ（1�81 年ೖ会）

2022 年 11 月 28 日、લཱથ͕
ΜͷͨΊ੦ڈɻ78 ɻࡀ
ۘΜͰ້͝෱Λ͓فΓਃ͠上͛
·͢ɻ（2012 年ೖ会）

2022 年 12 月 2� 日、ഏ͕Μͷ
ͨΊ੦ڈɻ7� ɻࡀ
ۘΜͰ້͝෱Λ͓فΓਃ͠上͛
·͢ɻ（2006 年ೖ会）

2022 年̔月 12 日、ഏ͕Μͷͨ
Ί੦ڈɻ86 ɻࡀ
ۘΜͰ້͝෱Λ͓فΓਃ͠上͛
·͢ɻ（1�67 年ೖ会）

2022 年̕月 17 日、લཱથ͕Μ
ͷͨΊ੦ڈɻ86 ɻࡀ
ۘΜͰ້͝෱Λ͓فΓਃ͠上͛
·͢ɻ（1�6� 年ೖ会）
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経過報告（2022年８月～2023年１月）
˕ ÿ݄ ùý ೔ʙ Ā݄ ø೔ɹù÷ùù ೥৽ೖ会һలʢେࡕʣ　富࢜フイルムフォト
　サロン大ࡕç出品者 øÿ 名、作品数 üû 点、入場数 ù
ûû÷ 名　 「˓私の仕事」
˕ �ÿ ݄ úø ೔ɹù÷ùù ೥ୈ øþ ճ໊औ༸೭ॿࣸਅ৆࡞඼બߟ会　�
PMø：ú÷ ～ û：÷÷　JCII ビル会ٞ室　øü 名　

˓�選考・山ా݈太、ਗ਼ਫ఩࿕、野町和Յ、応募者・Ā名 ø÷ 点、名取༸೭ॿ写真৆・
֘౰者なし、঑ྭ৆・ᬝೇ「ԏ߫物ޠʵ中国の白݂පଜ」
˕ Ā݄ ü೔ɹù÷ùù ೥౓ࢍॿ会һ΁ͷۀࣄઆ໌会　PMü：÷÷ ～ ý：÷÷　JCII ビル
　会ٞ室　ࢍॿ会員 øý 社 øÿ 名、JPSøÿ 名（リモートࢀՃ含）�
˕ �ø÷ ݄ ú ೔ɹୈ üü ճެӹࣾஂ๏ਓ೔ຊࣸਅՈڠ会ཧࣄ会　
　�PMû：÷÷ ～ û：ü÷　JCII ビル会ٞ室　øÿ 名、ܽ ੮理事 ø名、؂事 ù名、ܽ ੮؂事 ø
名（リモートࢀՃ含）

˓ୈ ø߸ٞ案：日本写真保存センターెޚ町作業場の移సと人員੔理に関する件
　ୈ ù߸ٞ案：定׺変ߋ「特定事業目的ۚࢿの目的外取่を理事会決定でՄೳと
　するن定੔උ」の件
　ୈ ú߸ٞ案：公ӹ社団๏人日本写真家協会　入会ن程の一෦変ߋの件、ଞ
˕ ø÷ ݄ øù ೔ɹୈ ùճٕज़研究会　PMù：÷÷ ～ û：ú÷　JCII ビル会ٞ室、
　Φンライン　ࢀՃ数 úù 名　˓ミラーレスカメラ༻交׵レンズの魅力に出会う
˕ �ø÷ ݄ øþ ೔ɹؔ੢஍۠ҕһ会ΦϯϥΠϯセミナー　�
PMý：÷÷ ～ ÿ：÷÷　Φンライン　ࢀՃ数 ÿ÷ 名� 　

˓写真家のためのインボイス੍度ษڧ会～インボイス੍度について知る～
˕ ø÷ ݄ ùÿ ೔ɹ೔ຊࣸਅอଘセϯλー ù÷ùù ೥౓ୈ ùճࢾ໰ҕһ会ٞ
　PMù：÷÷ ～ ú：ú÷　JCII ビル会ٞ室　ùø 名（リモートࢀՃ含）�
˕ ø÷ ݄ ùÿ ೔ɹ೔ຊࣸਅอଘセϯλー ù÷ùù ೥౓ୈ ùճࢧԉ૊৫会ٞ
　PMû：÷÷ ～ ü：÷÷　JCII ビル会ٞ室　ࢧԉ組織会員 þ社・ø団体 øø 名、

　JPSþ 名（リモートࢀՃ含）�
˕ øø ݄ ü ೔ʙɹྲྀަࡍࠃҕһ会اըʮදͪͨऀݱʯWPM�øø��JPS ϗームページ�
「˓光と影の物ޠ�太ཅと月をとらえるຐ術ࢣ�インド人写真家・クルティク・
　タクール氏の“LigIU�MFFUs�SIBEoXsz」
˕ �øø ݄ øù ೔ɹୈ øý ճ +14ϑΥトϑΥーϥϜ　�
AMø÷：ú÷ ～ øý：ú÷　東京都写真美術館 ø֊ϗール　ࢀՃ数合ܭ ùþú 名　
「˓自然と命を撮るということ」ߨԋ者・大஛ӳ༸、中ଜ୎࠸、パネリスト・
　大஛ӳ༸、中ଜ୎࠸、野町和Յ
˕ øø ݄ ù÷ ೔ɹ͓΍ࣸ͜ਅࣨڭ　PMø：÷÷ ～ û：ú÷　᷂ケンコー・トΩナー中野
　本社�セミナールームˍスタジΦ　ࢀՃ数 ý組 øù 名�
˕ �øù ݄ þ ೔ɹୈ ûÿ ճ೔ຊࣸਅՈڠ会৆ଃఄࣜ　�
PMû：ú÷ ～ û：ûü　アルカディア市ヶ谷　

˓ड৆者・ג式会社ケンコー・トΩナー
˕ �øù ݄ þ ೔ɹୈ øþ ճ໊औ༸೭ॿࣸਅ৆त৆ࣜ　�
PMû：ûü ～ ü：÷÷　アルカディア市ヶ谷　

˓ड৆者・ᬝೇ（঑ྭ৆）
˕ �øù ݄ þ ೔ɹୈ üճ࡫ຊࣸࢠ߃ਅ৆त৆ࣜ　�
PMü：÷÷ ～ ü：ù÷　アルカディア市ヶ谷　

˓ड৆者・੢野Յݑ
˕ øù ݄ þ ೔ɹù÷ùù ೥౓会һ૬ॕޓլ会
　PMý：÷÷ ～ þ：ú÷　アルカディア市ヶ谷　ࢀՃ数 ùüý 名�
˕ øù ݄ ùù ೔ʙ ùÿ ೔ɹୈ üճʮ࡫ຊࣸࢠ߃ਅ৆ʯड৆ه೦ల
　アイデムフォトギϟラリー「シリウス」　入場数 ûĀý 名　
˓੢野Յݑ写真展「ङりたてるもの」
˕ ø݄ ù÷ ೔ʙ ùý ೔ɹù÷ùù ೥ୈ øþ ճʮ໊औ༸೭ॿࣸਅ৆ʯड৆࡞඼ࣸਅల
ɹʢ౦ژలʣ　富࢜フイルムフォトサロン東京　入場数 ü
÷ûý 名

ୈ��ճ2�2�+14ల�։࠵༧ఆ

ɹʤ౦ژలʥ����ʢ౔ʣʙ����ʢ೔ʣ
ɹɹ౦ژ౎ࣸਅඒज़ؗɹ#�'లࣔࣨɹ։ؗؒ࣌�����ʙ �����ʢ໦ɾۚ͸�����·Ͱʣɹ݄༵ؗٳ

ɹʤؔ੢లʥ����ʢՐʣʙ����ʢ೔ʣ
ɹɹژ౎ࢢඒज़ؗผؗ�'ɹ։ؗؒ࣌�����ʙ �����
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編集後記
˕ຬ �0 ܟ）࿝特ผ乗ंূܟ体から࣏をܴえ、自ࡀ
࿝ύス）をいただいた。ࢲのॅんでいる自࣏体で
はこのύスのఏࣔで、࿏ઢバスとࢢ営地Լమがフ
リーで乗ंできる。コロナՒの行動ن制で高ྸ者
のհޢೝఆ率が上ঢしたとの報告もあり、௖いた
ύスを有ޮに利用して地Ҭや人と;れあう機会を
増やしていこうと思う。಄を使う࿏ઢバス乗りܧ
͗のཱྀも楽しみの一つだ。� （小஑）

˕ຊ号の会報レイΞウトが、これまでと少しで
すが、変わったϖージがあるのを、お気づきに
なったでしΐうか？
ֆ「J14ޱ　 Ϊϟラリー」では作品と解説を１
ทでࡌܝしました。これまでは、ר຤近くに写
真解説としてまとめてあったので、少し見にく
かったのが、だいͿ改善されたと思います。ま
た、「J14 ブックレビϡー」では、ࡌܝ写真集
の内容を少しでも知っていただきたいと思い、
ฤ集委員による঺հจをつけました。
　出൛広報委員会では、常に改善をߟえていか
なければと思っていますので、「会報」΁の͝

意見をԕྀなくおدせください。� �（෬見）

˕会報作りを通して、ຖ年Կ人ものフォトグラ
フΝーの方と会って、話をする機会にܙまれて
います。օさんにڞ通しているのは、写真が޷
きで、ͻたΉきに仕事をଓけていること。この
なのでは࢈ࡒたちにとって最େのࢲ、質こそࢿ
ないか、年を௥う͝とに、その思いが強くなっ
ています。� （஑ޱ）
　　　　　　　　　� 　
˕਺年前、入Ӄし全਎ຑਲでࠨԼの਌知らずを
ൈいた。೵がཷまりֺのਆ経圧迫が進行中で、
、とはならなかった。先೔ࣃՊҩで簡୯にൈࣃ
したカバー࣏をࣃいものを৯΂た੎いで、஬ߗ
がࣃのࠜݩを௧めるঢ়ଶで֎れ、レントήンを
撮った。今度はӈԼの਌知らずの同じঢ়گが判
明ʂอݥは出るがまた入Ӄかʜ。　　　��（小໺）

˕コロナՒがまだ׬全に収まりきらない中、ࡢ
年後൒から経ࡁ活動優先に଩が੾られ、ཱྀ行も
年̓月Լ०に「コロナの㕒ࡢ。制؇和されたن
৯」になったࢲは、ࠜڌのない「コロナはාく
ない」ঢ়ଶ。３年ͿりのΞフリカ取材を計画し、
ジムに通いながらこの３年で見事に੒長した「コ

ロナෲ」と֨ಆ中。なかなか手強い。　　（൧௩）

˕ここ਺年、体ௐෆ良とコロナの影ڹにより免
Ӹ力がԼがっているので֎出自体も߇えるよう
にとҩ者の判断もあり、いろいろなことをセー
ブしなければいけなかった。今年はそんなこと
もなさそうで、いろいろと෮ؼ準備を࢝めてい
る。一番は体力がམちたな͊と。さ͊、がんば
ろう。� �（川上）

˕਺年Ϳりにスキーに行ったら、׈っている人
の̓ʙׂ̔がスϊーボーυだった。もはやスキ
ーは少਺೿。リフトに並んでいてもスキーϠー
はなんとなくݞ਎がڱい。こんなにもήレンデ
が変化していたとは。஗ればせながら、࣍回か
らスϊーボーυにνϟレンジしようと思う。50
の手शい。� （០ࢁ）

˕コロナՒの意ࣝもだんだんബれてきて、いろい
ろな会合も開かれるようになりました。事務ہで
は࣍回５月のఆ時会員૯会の開催に向けてそろそ
ろ準備を࢝めるところです。૯会ऴྃ後の࠙਌会
も計画に入ってますので、なにとͧよろしくです。�
� （事務ہ�ਿࢁ）
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写真解説（表紙、表４）

BOJmJTmʢ表ࢴ写真ʣ   ໺ా஌明

アχϛζϜʢӳޠ�BOJmJTmʣとは、ੜ෺・無ػ
෺を問わないす΂てのものの中にྶࠢ、もしく
はྶが॓っているというߟえํ。作඼を作って
いると、ੜ໋感を感じる作඼がग़དྷる事があり
ます。そΜな作඼の1ຕです。 作඼は 7R ύノ
ラマのՄೳੑを໛ࡧする中からੜまれました。
360 ౓を写したը૾をϝルカトルやスςϨオά
ラフΟック、ԁਲ਼ਤ๏といった஍ਤの౤影๏で
描く事で੍作します。ඃ写体に感じたੜ໋感を
。ௐしましたڧ
写真ू・写真ల「BOJmJTm」

԰ࠜの上のχンΨイʢ表̐写真ʣ   ԣ௩ᚸݾ人

ԭೄݝの੢表島にங150年といわれるכ෪き԰
ࠜのॅ୐・৽੝Ոがあります。6ʙ10年に一౓
のכの෪きସえ作業では、ଜ人たちの手でマン
άローϒやϠシなどの植෺を࢖って、ੲながら
のやりํでߦわれるのです。その作業は఻౷จ
化を఻えるためのものとなっています。כの෪
きସえがऴわると、԰ࠜの上にଜ人の代表ऀが
ूまってχンΨイをします。χンΨイとは「ئ
い」の事で、そのՈと౔஍の神༷にॅむ人の݈
。るのですفを߁
写真ूʰ԰ࠜのうえのόトンϦϨーʱ

第 48 回 2023JPS 展 関連イベント
　『第 2 回知っておきたい写真著作権＆肖像権セミナー』
　公益社団法人日本写真家協会／一般社団法人日本写真著作権協会 共催事業

【東 京】
日　時：2023 年 5 月 21 日（日）
会　場：東京都写真美術館ホール 1F ホール
講　師：午前の部：吉川信之　
　　　　午後の部：大西みつぐ／山岸伸／棚井文雄
参加費：無料

【関 西】
日　時：2023 年 6 月 25 日（日）
会　場：京都市勧業館「みやこめっせ」大会議室
講　師：ハービー・山口／溝縁ひろし／棚井文雄
参加費：無料

　その他のイベント：
5/26（金）18：30 ～ 20：30　「会員写真家によるポートフォリオレビュー」　東京都写真美術館１F スタジオ
5/27（土）14：00 ～ 16：00　第２回技術研究会「組写真、テーマの見つけ方と表現」
  　～ドキュメンタリーフォト、ルポルタージュフォトのために～　東京都写真美術館１F スタジオ
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セミナー研究会レポート
◆ 2022 年度第２回技術研究会報告◆

ʮϛϥーϨεΧメϥ༻ަ׵Ϩϯζの
ັྗʹग़会͏ʯ

2022 年 10 月 12 日（水）14:00 ～ 16:30
JCII ビル６階会議室、オンライン、参加数：32 名

講師：㈱ケンコー・トキナー 田原栄一、㈱シグマ 桑山輝明、
㈱タムロン 安藤 稔、西角久美子

今回の技術研究会は 2020 年に開催した「最新ロケーシ
ョンライティング事情」以来の撮影機材にスポットを当て
た研究会となった。最近はプロ写真家がミラーレス一眼カ
メラを導入する例も増えたのだが、マウントコンバーター
を使用すればとりあえず一眼レフ用レンズが使えてしまう
ことで、ミラーレスカメラ専用レンズに乗り換えることを
躊躇しているように感じる。だが実際使ってみるとミラー
レスカメラ専用レンズの写りのすばらしさに驚かされる。
この事実を多くの写真家に知っていただくため今回のテー
マとした。
講師には㈱ケンコー・トキナー、㈱シグマ、㈱タムロン

の３社を招き、交換レンズの技術解説と新製品の説明を行
った。
この研究会で
はカタログやネ
ットの情報だけ
ではわかりづら
かったことが、
深く理解できて
有意義なものだ
った。一眼レフ用レンズをコンバーターで使えたとしても、
ミラーレス専用レンズとミラーレスカメラボディーとの組
み合わせで収差や周辺光量の補正が容易となり、AFの精
度も向上する。カメラのフランジバックが短くなったため、
レンズの設計も自由度が上がり最短撮影距離が短縮し、フ
ォーカスを変えても画角変化（ブリージング）が少ない製
品も増えている。特に広角レンズでの画質改善が著しいの
で、高品質な作品を制作するために、また撮影時の創作活
動をサポートするためにもミラーレス一眼カメラにはミラ
ーレス用レンズの使用を勧めたい。
講演後の質疑応答は３社並んで同席する珍しい光景とな

った。専門的ではあったが会場の雰囲気は楽しいものだっ
た。また会場内では３社の最新の交換レンズを自由に手に
取って試せるブースが設けられた。
今回は JCIIビル６階会議室とZoom同時配信のハイブ

リット開催となり、技術研究会では初の試みとなった。映
像、音声ともはっきり視聴することができたという報告が
あり、開催までに機材準備やテストを積み重ねた委員の苦
労が報われた。� （記／川村容一、撮影／藤田修平）

◆関西地区委員会オンラインセミナー報告◆
ࣸਅՈのͨΊのΠϯボΠε੍౓ษڧ会

ʙΠϯボΠε੍౓ʹͭいͯ஌Δʙ
2022 年 10 月 17 日（月）18:00 ～ 20:00

オンライン　参加数：80 名
講師：上西 知（税理士／ Team 創愛・上西会計事務所 所長）

テーマが令和５年（2023 年）10 月より導入されるイン
ボイス制度ということもあり、従来の撮影や機材関係の勉
強会と違うテーマ
であったが、事
前申し込みには
90 名以上集まり
関心の高さが伺
われた。
セミナー講師に

は上西会計事務
所�所長�上西知先生をお招きしてインボイス制度について
のお話をいただき、また写真家にとってこの制度とどう向
き合っていけば良いのかを非常にわかりやすく話していた
だいた。
セミナー内容については写真家とはいえ、個人事業主ま

たは中小企業の経営者として普段撮影時に発揮している技
術・経験・センスとはまた違った、経験と判断・センスが
問われる時代が迫っていることを参加者は実感したのでは
ないだろうか。特に、現在免税業者として申告している写
真家が多いと見受けられるが、取引先企業からインボイス
制度の登録番号の通知や消費税の取り扱い、また取引先か
らの優位的立場を利用された場合の公正取引委員会の判断
例などかなり具体的な話を聞くことが出来た。取引先側の
優位的立場を利用した圧力などを受けてインボイス制度に
登録すると判断しても、消費税の取り扱いに「簡易課税方
式」と「原則課税方式」の２種類がありどちらかを選択せ
ねばならないが、免税業者であった写真家は簡易課税方式
を選んだ方が良い方が多いのではないか？それは写真家＝
写真業は事業区分として第５種事業に入ること、第５種事
業は50％のみなし仕入れ率で取り扱われることなど、具体
的な例を話していただいた。この例だけでなく、個人個人
のケースに当てはまるのかどうかは税理士に相談して進め
ていくことが必要である。
セミナー全体として浅く平たくなりがちなテーマであっ

たが、事前に上西先生と関西地区委員会で入念に打ち合わ
せを重ねた結果、的を絞ったかなり具体的な内容の話が出
来たと思う。質疑応答でも質問者はかなり具体例を挙げて
の質問になり、ここでも関心の高さが伺えた。１回のセミ
ナーでは十分に伝えきれていないことが残念ではあるが、
参加された会員には有益なセミナーになった。
� 　（記／植村耕司、写真／オンライン画面）

2/22　三校
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◆大石芳野（1972 年入会）
『わたしの心のレンズ　現場の記憶を紡ぐ』

集英社インターナショナル新書　
コロナ禍の3年間、みなさんはどう
されておられたで
しょうか。私の撮
影は話を聴きなが
らの対面が多く、
了解が得られにく
くなりました。毎
日、悶々としてい
ましたが、それで
も初めのうちは長
年の疲労を癒す機会だと思い、読書
やＤＶＤ映画などでのんびりと過ごし
ましたが、気分は徐々に落ち込むばか
り。やがて、自分の来し方を振り返り
ながら取材で出会った大勢の一人ひと
りがうごめき出しました。ベトナム、
カンボジア、アウシュビッツ、沖縄や
広島、長崎、そしてパプア・ニューギ
ニアなど、この半世紀に撮影を通しふ
れあった人びとが目の前に現れたよう
に想い出され、その年の晩夏ころから
は書かずにはいられませんでした。綴
りながら、写真で伝える大切さを改め
て噛みしめました。
� 　（東京都武蔵野市在住）

◆おちあいまちこ（2015 年入会）
本書は、1991年刊行の三浦綾子さ

んと写真家児島昭雄氏の共作『祈りの
風景』に収められた48の祈りから31
編が精選、再録されたものです。『祈
りの風景』は児島昭雄氏（1927-2017�
元日本写真家協会会員）による大自然
の生命の息吹や人々の日々の営みの写
真に触発されて三浦綾子さんが書き
上げた、神への
感謝と感動のこ
とばです。
今回はその中

の31編の祈りに
わたくしの草花
や風景の画像を
添えるという機
会をいただきま
した。自身で画像を選ぶこととなり、
数冊の三浦作品を読みなおしながらの
作業となりました。昨秋、銀座の教文
館で展示を行いました。　　　　
� （東京都多摩市在住）

Message Board
◆吉野　信（1972 年入会）　

「野生の輝き」
2022年の７月から９月にかけての２

ヶ月間、富山にある「ミュゼ福岡カメ
ラ館」において、僕の写真展「野生の
輝き」が開催された。150 枚のパネル
が飾られ、大好評の写真展となったが、
この年は僕がフリーの写真家になって
50年目の記念すべきイベントになった
が、この写真展を記念して、岡山にあ
る内外プロセスの協力により同名の写
真集が刊行された。
あくまでも、写真展会場で販売する

目的だったため、市販はされていない
が、A4版カラー58ページ、モノクロ
11ページで、僕の活動の集大成とも
いえる内
容になっ
ているの
で、機会
があれば
みて楽し
んでもら
えたら幸いである。
� （埼玉県入間市在住）

◆結解　学（2004 年入会）
昨年11月に『東京の鉄道の謎を探

る』（発行：天夢人）を上梓いたしま
した。東京は日本の鉄道発祥の地でも
あり、多くの列車が行きかう都市です。
雄大な風景はありませんが、ビルの谷
間を横切り、人家の軒を掠め、商店街
の踏切を横切る
など意外な姿を
見せてくれます。
本書では、市

区別に歴史を捉
えながら、街の
鉄道の様子を撮
影しています。
取材は 2013 年
頃から開始いたしましたが、1～ 2年
で街の様子がどんどん変わり、毎回新
しい発見に驚きと楽しさを感じました。
現在も被写体を求めて東京の街を歩く
日が続いています。
� （神奈川県相模原市在住）

◆山口一彦  （1994 年入会）　
東京生まれであるが、故郷と言え

る場所は軽井沢と室蘭である。撮影
することがライフワークになってい

る。しかし近年
軽井沢は、森の
伐採が進み自然
が破壊されつつ
ある。森の存在
（EXISTENCE）
が失われていく
ことに残念な想
いで、数年前から本格的に軽井沢の
森をデジタルと銀塩 8 × 10、ブロ
ーニーで撮影している。森へ入ると
熊に注意の看板があるので、鈴を付
け相棒愛犬チョコを連れ、機材を担
ぎ散策するのが私の撮影スタイルで
ある。
軽井沢の森は先代達が作り上げた
優美な森である。カメラを通して記録
し表現することが森林への意識につな
がることを信じて撮影している。そし
て後世に伝えていくことが大切ではな
いだろうか。� （東京都北区在住）

◆今井しのぶ（2020 年入会）
スマートフォンで撮影をしたマクロ

の世界を子ども達に楽しんでもらう写
真絵本。被写体は、りんごやクローバ
ー等普段子ども
達がよく目にす
る身近なもの。
最初のページは
6倍に拡大され
た被写体があ
り、「これ、な
ーんだ」のクイ
ズ。次のページに答えが出てきます。
クイズ形式になっており、親子で楽し
めるので、プレゼントにも喜ばれます。
マクロの世界の面白さを知り、興味を
持ってくれる子ども達がいたら嬉しい
です。夏休みに親子マクロ写真ワーク
ショップを開催し、沢山の親子のコミ
ュニケーションアイテムとして楽しん
でいただきました。ワクワクした子ど
も達の笑顔が印象的で、幅広い世代
で楽しんでいただける絵本となれば嬉
しいです。　　（神奈川県川崎市在住）

◆池口英司（2016 年入会）　
イカロス出版から『超人！奇人？
鉄道偉人伝』という単行本を上梓し
ました。小林一三、五島慶太、十河
信二など、日本の鉄道建設に尽力し
た人たち 10 名を採り上げた評伝で
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す。調べてゆく
と、これらの大
人物のほとんど
が、人生の一時
期に大変な逆境
に身を置いてい
る。五島慶太（東
急電鉄の総帥）
でさえ「この時
は自殺を考えた」と綴っており、け
れどもそれをバネにして偉業を成し
遂げている。だからこそ偉人なので
しょう。それでは、今の自分はどう
なのか？順風満帆などにはほど遠い
のは確かですが、でも毎日そこそこ
には幸せに生きているようにも思い
ます。もう少し大人物になるために、
もうちょっと苦労するべきなのか？
これも難しい問題です。　　
� 　（神奈川県横浜市在住）

◆浅井秀美（1993 年入会）　
ライフワーク東京シリーズ第３禅
『東京・下町日和』（平成から令和へ）
を、出版いたしました。平成12年の『東
京・ある日ある時』（昭和から平成へ）、
平成 27年の『東京。愛犬日和』（平
成の下町）も、見て頂けたら嬉しいで
す。仕事の無
い、土日祝日に、
東京下町を目的
あるなしに関わ
らず、気の向く
まま歩き、出会
った人々と残し
たい情景にカメ
ラを向け、35ミリ白黒フィルムで捉え
た、スナップショットです。
下町を歩いていると、年々古い建物

が壊され、新しい街並みに移り行くな
かで、少しでも下町の良き面影を記録
に残しておきたいと思い撮り続け、私
の思いを一冊にまとめてみました。
東京下町の素朴な人々の温もりと、
現在の平和な日本を感じとって頂けた
ら幸いです。　� 　（東京都港区在住）

◆櫻井　寛（1992 年入会）
日本の鉄道�路線と車両の大図鑑

『JR編』の姉妹版『私鉄編』が出版さ
れました。JR編と私鉄編のページ数
はほぼ一緒ですが、撮影が大変だっ
たのは私鉄編です。なぜならJRは旅
客 6社、貨物１社ですが、JR以外の
私鉄は206 社もあるからです。
内訳は大手16社、準大手５社、公

営 11 社、中小
133 社、貨物鉄
道 9社、モノレ
ール9社、新交
通システム9社、
鋼索鉄道 14 社
です。大手には
全長 500ｋｍを
超える近鉄日本
鉄道もあれば、中小には全長わずか
2.2ｋｍという千葉県の芝山鉄道もあり
ます。それほど私鉄の世界はバラエテ
ィに富んでいて撮影が大変だったわけ
ですが、実際には、それはそれは楽し
い仕事になりました。　　
� （東京都稲城市在住）

◆山本皓一（1975 年入会）
ロシアによるウクライナ侵攻や、そ
れに呼応するような中国の台湾への圧
力や北朝鮮の狂気じみたミサイルの連
続発射など、不穏な動き。さらに安倍
晋三元首相の銃撃暗殺事件をも含め、
日本を取り巻く
混沌とした情勢
の昨今でありま
す。
30 年以上に

渡って「日本人
が行けない日本
領土」をテーマ
に取材を続け、
コロナ禍の中、
改めて尖閣諸島や沖ノ鳥島などへ赴
き、現場写真と共に、最新の国境事情
を私自身、集大成の想いで出来上がっ
た一冊がこの本であります。ライフワ
ークのひとつとして「日本の国境」に
こだわり続ける“決意と覚悟のような
もの”を感じていただけるとすれば、
著者の幸いとするところであります。
� （東京都板橋区在住）

◆都築雅人（1996 年入会）
現代を走るくろがねの勇姿たち
『国内蒸気機関車の魅力』　発行：
天夢人、B5判P144�、2750円（税込）
旧国鉄の蒸気機関車の引退後、半
世紀近く経過し
ました。今も各
地で蒸気機関車
の走るその沿線
風景が変わらず
見ることができ
私はその懐かし
い風景を求め出

かけました。その土地に住む人々を写
しこみ背後に蒸気機関車を入れる、こ
れが私の撮影スタイルです。学生時代
に撮影場所巡りをしながら40年ぶり
に訪れる土地に立つのも楽しみになっ
ています。
本著は国内で動態保存されている
蒸気機関車を詳しくまとめ2022 年 9
月に出版しました。
� （東京都新宿区在住）

◆喜多規子（2021 年入会）
2022年 9 月にOM� SYSYTEM�

GALLERY東京にて開催した写真展
「FORME（フォルム）」に合わせ、風
景写真出版より２作目の写真集
『FORME』を出版しました。自然はま
さに偉大な芸術家であり、自然が織り
なす造形美には常に驚かされます。気
象条件に
よって生
じる神々
しい光の
導き、厳
しい自然
の中で生
きた証が刻まれた樹木、冬の氷点下の
中で創り出された氷の造形美、霜を纏
った植物、悠久の時を経て創り出され
た曲線美など…自然と対峙する中で、
このような森羅万象を私なりの感性と
美意識で掬い取った作品から自然の摂
理を少しでも感じていただけたら嬉し
いです。� （東京都港区在住）

会報『メッセージボード』原稿募集

出版広報委員会では、随時、近況
報告を募集しております。仕事の事や
取り組んでいるテーマ、思っている事
など『メッセージボード』の名が示す
ように伝言板的なもの、写真展の開催
案内、写真集・出版物の案内、同好
会の呼びかけなどでも構いません。
また、写真の添付も大歓迎ですので、
気楽に寄稿いただければ幸いです。た
だし「特定の個人や企業・団体に対
する中傷誹謗内容は掲載しない」とい
うスタンスで編集を行っております。
300字程度で何回ご登場いただいて

も結構ですので、以前ご執筆頂いた
方も是非、ご投稿ください。
なお、郵送の添付写真は、返却しま
せんので予めご了承の程お願い申し
上げます。メール投稿は info@jps.
gr.jpでお待ちしております。







ラノ・ララク   小倉雄一郎
イースター島は海底火山の噴火でできた島で、このラノ・ララクも火
山である。モアイの製造工場とも呼ばれ、連結火山灰や凝灰石で形成
された山肌を削って作成している途中のモアイが、そのままの状態で
残されている。約400体のモアイが点在し、中には火口湖付近にまで
置かれている。大きいものでは20m以上、約400tあるものもあり、ど
のように移動させたのか空想を巡らすだけでもロマンを感じる場所で
ある。
FUJIFILM GFX50S GF32-64mmF4 R LM WR
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淡い春色に包まれる夜   吉永陽一
郡山といわきを結ぶ磐越東線は本数の少ないローカル路線である。春、
沿線は桜色に染まる。郡山駅の次は舞木駅。桜で有名な無人駅だ。駅の
桜は1939年の開業時に記念植樹したのが始まりで、無人化後の植樹事業
によって、駅を包み込むほどまでとなった。2022年4月の夜。舞木駅は
ライトアップが見事で、十分に手持ち撮影できるほど。訪れた人々は、闇
夜に淡く浮かび上がる桜を前にして、マスク姿越しの目が輝いていた。
FUJIFILM GFX100S GF45-100mmF4 R LM OIS WR



夜明け前の代々木公園   荒谷良一
「代々木公園」は明治神宮と隣り合わせた自然豊かで、都会のオアシス
ともいえる公園です。日中は老若男女を問わず多くの人々で賑わいま
すが、夜明け前に時として日常と非日常の狭間とも思える光景が現れ
る瞬間があります。私はその夢のような時を永遠のものとしたいとい
う思いで写真を撮りました。霧が立ち込め幻想的な世界となり、微妙
なトーンの光に包まれた世界をGFX100Sはラージフォーマットならで
はの描写力で表現してくれました。
FUJIFILM GFX100S GF100-200mmF5.6 R LM OIS WR
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